
（建築主体工事）

図面番号

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

A-26

A-27

A-28

A-29

A-30

図面名称

建築工事特記仕様書No1

建築工事特記仕様書No2

建築工事特記仕様書No3

建築工事特記仕様書No4

工事区分表

建築概要・付近見取り図・求積表

敷地求積図

現況敷地図

室内面積表・平均地盤計算書

配置図

外部仕上表・内部仕上表

平面図

立面図No1

立面図No2

断面図

矩計図No1

矩計図No2

矩計図No3

矩計図No4

平面詳細図No1

平面詳細図No2

平面詳細図No3

展開図NO1

展開図NO2

展開図NO3

展開図NO4

展開図NO5

展開図NO6

展開図NO7

部分詳細図No1

図面番号

A-31

A-32

A-33

A-34

A-35

A-36

A-37

A-38

A-39

A-40

A-41

A-42

A-43

A-44

A-45

A-46

A-47

A-48

A-49

A-50

A-51

A-52

A-53

A-54

A-55

A-56

A-57

A-58

A-59

A-60

図面名称

部分詳細図No2

部分詳細図No3

屋根伏図

屋根納まり図

天井伏図

押し出し成形セメント板割付図No1

押し出し成形セメント板割付図No2

建具平面図

建具表No1

建具表No2

建具表No3

建具表No4

建具詳細図No1（ACW）

建具詳細図No2（LSD）

建具詳細図No3（LSD）

建具詳細図No4（LSD）

建具詳細図No5（LSD）

建具詳細図No6（LSD）

建具詳細図No7（LSD）

家具図

サイン計画図No1

サイン計画図No2

サイン計画図No3

カーテン・ブラインド計画図

外構平面図

外構詳細図No1

外構詳細図No2

外構詳細図No3

外構詳細図No4

外構詳細図No5

図面番号

A-61

A-62

A-63

A-64

A-65

図面名称

外構詳細図No6

外構詳細図No7

外構詳細図No8

現況図（撤去図）

仮設計画図

図面番号

S-01

S-02

S-03

S-04

S-05

S-06

S-07

S-08

S-09

S-10

S-11

S-12

S-13

S-14

S-15

S-16

S-17

S-18

S-19

S-20

S-21

S-22

S-23

S-24

図面名称

構造特記仕様書

鉄筋コンクリート構造配筋標準図No1

鉄筋コンクリート構造配筋標準図No2

鉄骨工作標準図No1

鉄骨工作標準図No2

QLデッキ施工標準

QLルーフ施工標準

角形鋼管柱・H形鋼はり接合工法　施工標準仕様書No1

角形鋼管柱・H形鋼はり接合工法　施工標準仕様書No2

角形鋼管柱・H形鋼はり接合工法　施工標準仕様書No3

基礎地盤説明図

基礎伏図

土間伏図

基礎詳細図No1

基礎詳細図No2

RG1,RG2レベル梁伏図

RG3レベル梁伏図

RG1,RG2レベル垂木伏図

RG3レベル垂木伏図

軸組図NO1

軸組図NO2

鉄骨構造詳細図No1

鉄骨構造詳細図No2、ジョイントリスト

鉄骨構造詳細図No3

令和２年１１月

青山複合施設建設工事
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特 　 記 　 仕 　 様 　 書
Ⅰ　工  事  概  要

１　工事番号・名称
２　工　事　場　所
３　用途地域等

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　　　　　　　）
防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
その他の地域・地区（

４　主　要　用　途

６　工 事 の 概 要

 ・　設けない１.仮囲い  ※　設ける
　　 仮囲いの位置及び延長は図示による。
 　　・シートゲート（H=　　，W=　　）×　　　箇所

２.危害防止  ※　シート張り　　・　金網養生

３.交通誘導員  ・　配置する（　　日 　×　　人　＝　　　人日）　　※　配置しない

４.揚重機械器具  ・　トラッククレーン（　ｔ吊り）×　　　日
 ・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）×　　　日

５.監督職員事務所 ※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）
 ・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）
　　　 備品（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ※　設置する（設置枚数　１枚）  ・　設置しない６.工事表示板

３
　
　
　
土
　
　
　
工
　
　
　
事

１．埋戻し及び  種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 (3.2.3)(表3.2.1)
　　盛土の種別  　　　　　Ｃ種の場合    建設発生土受入数量　　　　　　㎡

　　　　　　 　　　　　　発生場所

２．建設発生土の  ・　構外に搬出し適切に処理する。 (3.2.5)
　　処理  ・　構外指示の場所に搬出する。

　　　　 受入れ施設名・所在地（km）
 ・　構内指示の場所に敷きならす。
 ・　構内指示の場所にたい積する。

７　別 途 工 事

８　そ　の　他

９　特記仕様書の範囲
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・　構造特記仕様書　　　　・　外構工事特記仕様書　　　　・　植栽工事特記仕様書
・　解体工事特記仕様書　　・　電気設備工事特記仕様書　　・　機械設備工事特記仕様書

・・

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

１．共通仕様
図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

「公共建築工事標準仕様書(平成31年版）」（以下、「標準仕様書」という。）による。ただし，
標準仕様書に記載されていない事項は，「公共建築改修工事標準仕様書（平成31年版）（以下
「改修標準仕様書」という。）「公共建築木造工事標準仕様書（平成31年版）」（以下「木造

標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書 (平成31年版）」(以下「解体共通

２．特記仕様
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適

用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の（　）、＜　＞及び［　］内の表示番号は、それぞれ「標準仕様書」、

「改修標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

仕様書」という。）による。

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１．一般事項 ・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督職員に報告の上，

・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び
工事の円滑な進捗をはかること。

・　施工体系図を現場に掲示すること。
・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督
職員に提出すること。
調査範囲　　※　図示

２．適用基準等

４．工事実績情報 (1.1.4)
(CORINS)の
登録

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成28年版）

３．設計図書の

優先順位

　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成30年度版）

※

４）各種標準図　５）標仕
１）質疑回答書　２）図面　３）特記仕様書
優先順位

員と順位を協議の上決定する。

図面及び仕様書の内容に相違ある時は下記の優先順位により判断し、監督職
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指示に従うこと。

工事実績情報サービス（CORINS）に基づき、受注、変更及び完成時に工事実
績情報として「工事カルテ」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、受注時
は契約後１０日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から１０日以内
に、完成時は工事完成後１０日以内に登録機関に登録申請しなければならな
い。
　また（財）日本建設情報総合センター発行の「工事カルテ受領書」が受注
者に届いた際には、その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。
　ただし、変更時と完成時の間が１０日に満たない場合は、変更時の提出を
省略できる。

に提出しなければならない。
・ 受注者は、工事を施工するために締結した下請契約(再下請を含む)の
施工体制台帳を作成し、工事現場に備えると共に、別に定める様式によ
ると共に、別に定める様式により監督員に提出しなければならない。

現場の見やすい場所に掲げなければならない。また、請負者は、施工体系図
を別に定める様式により提出しなければならない。

・受注者は受注時又は変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事は、

・受注者は、下請負(再下請を含む)に付する場合は、部分下請通知書を監督員

・受注者は、各下請者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、工事

５．発生材の 発生材の処理 (1.3.8)
処理等 ・引渡しを要するもの（ ）

・特別管理産業廃棄物（ ）
受入れ施設名・所在地(km)

・再生資源化を図るもの
種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

・　セメント
コンクリート塊

・　アスファルト
コンクリート塊

・　建設発生木材
・  建設汚泥

・現場において再利用を図るもの（ ）
・その他の廃棄物（安定型)( ）

受入れ施設名・所在地(km)
・その他の廃棄物（管理型)( ）

受入れ施設名・所在地(km)

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること。また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

技術者
６．電気保安 ・　適用する ※　適用しない

(1.3.3)

７．事故報告 (1.3.9)
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

に，「事故報告書」をすみやかに監督職員に提出する。

材料の品質等８．建築材料等 (1.4.2)
　　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの

とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

ホルムアルデヒド仕様
使用する材料のホルムアルデヒド放散量は、次のとおりとする。
ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合の該当する建築材料

１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品
２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
３）次の表示のあるＪＡＳ適合品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
ｂ．接着剤等不使用
ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させ

ない材料使用
ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させ

ない塗料使用

環境への配慮
(1.4.1)

    工法

(8.4.3)(8.5.3)(13.2.3)(13.3.3)(13.4.3)(14.7.3)(16.11.2～13.2)(16.14.5)
よる風圧力等 適　　用　　工　　事 建　築　基　準　法　の　指　定
の指定 ・　長尺金属板葺 ・　折板葺 ・

・　粘土瓦葺 ・　アルミニウム笠木 地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ
・　ガラスブロック・　ＡＬＣ外壁パネル 多雪地域の指定　・有　　・無

・　重量シャッター・　軽量シャッター
・　オーバーヘッドドア

・　現状平均地盤高 ※　図　示

風速(ＶO) 　　　※３４　

・　押出成形セメント板外壁パネル

　　※防水施工　・タイル張り　・建築大工　・建築板金　・左官
 　　・塗装　・建具製作　・サッシ施工　・内装仕上げ施工　・造園

　下記事項は監督職員の立会検査を受けなければならない。          (1.5.7)
　・杭打作業中　　　　　　　　　　　　・鉄骨製品検査
　・鉄骨溶接、高力ボルト締め完了時　　・基礎及び各階コンクリート打設時
　・基礎及び各階配筋完了時　　　　　　・防水層の施工

　・製品検査（監督職員の指示による）　・ベンチマーク　　
　・竣工後の検査が困難な工事については随時監督職員の立会検査を受ける。

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定 (1.5.9)
の化学物質濃 　　試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法
度の測定 　と測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製

　造所の定める仕様により行う。

　測定対象物質 ※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/m3 ・ 0.88ppm）
※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   200μg/m3 ・ 0.20ppm）

　採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

　測定結果等報告書の提出
　　次の事項を記載した報告書を２部提出する。
　　ａ測定結果
　　ｂ試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　　　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　　　完成時から測定日までの日数）
　　ｃ試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

　測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

・　総揮発性有機化合物の測定
　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，この仕様書の末尾に
　　定める総揮発性有機化合物測定仕様書による。

９．特別な材料の

10．建築基準法に

11．設計G.L.

12．技　能　士

14．室内の空気中

 　施設管理者に依頼する。
※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への掲示については，

※建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品
の指定工法による。

機械をできる限り使用する。

※低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設

※特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規制法及び

振動規制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事とし

又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意をもって地

元調整を行い、工事の再開は監督員の承認を得てから行うこと。

※排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対

策型建設機械をできる限り使用する。

の防止 

建設機械の使用

15. 騒音・振動

16. 排出ｶﾞｽ対策

　　・鉄筋施工　・型枠施工　・鉄工　・石材施工　・ＡＬＣパネル施工　　
※適用する　　・適用しない                                     (1.5.2)

　・組積の時　　　　　　　　　　　　　・仕上検査（監督職員の指示による）
　・材料検査（監督職員の指示による）　・完成確認（中間完成を含む）

・作成する　　・作成しない

 ※　完成原図（ケース収納）原図変更個所を全て訂正する（原図、CAD)１式

・仕上がりA2版-A1サイズ2つ折り製本　2部
 ※  製本図面・仕上がりA4版-A3サイズ２つ折り製本　　2部

 ※　保全に関する資料の部数　　　　　　　　　　　2部

 ※　縮小原図（A3版）　　　　　　　　　　　　　　　１部

※　施工図（・構造躯体　・仕上げ　・その他監督職員の指示するもの）1部

17．完成図等

番号 提出書類

 施工範囲　　各工事の区分表による。
　　取合い  施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して

 　　　　　監督職員の承諾を受ける。

 工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。
　 保険の種類　　※　火災保険　　※　建設工事保険
　 保険期間　　　※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上

工事記録については下記による。（A4版）
　※以下一式（工事写真の撮り方 建築編 に準拠する）
　　※工事着工前　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　１部
　　※工程写真　　　各工程毎　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　　※竣工写真　　　・手札版　　　　　　　　　　　　　　　（　　）部
　　　　　　　　　　・カラーキャビネ版　　　　　　　　　　（　　）部
　　　　　　　　　　・専門家撮影、アルバム編集の上提出　　（　　）部
　　　　　　　　　　・電子データとし、ＣＤ-Ｒにて提出　　 （　　）部
　　※工事の各記録写真については、デジタル画像にて整備編集を行うよう
　　　に努めること。
　　・監督職員の指示による
　　※工事日報・納品伝票等の写しは、監督職員が提出を求めた場合は
　　　提出のこと。

18．記録

19．設備工事との

20．火災保険等

備考

1

提出期限

工程表

指示による。

契約締結後5日以内1

火災保険又は 2

直ちに

受取人→受注者
加入額→請負代金額

加入期間→内部造作開始又は
設備内部配管配線

2 １ヶ月毎

報告書

工事履行状況 写真

施工計画書 24

3

2

部数

請負賠償責任保険等

実施工程表の書式等は、監督員の

加入後契約原本の写しを

契約締結後30日以内

工事施工における提出書類は、次による

・その他指示する書類

21．養生その他

22.書類の書式

げとも在来にならい補修する。

情報交換シ
ステムの利用

廃棄物税

※受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、工事着手
前に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督員に提出
する。
また、工事完了後にはJACIC（（財）日本建設情報総合センター）が運用する
「建設副産物情報交換システム」へ実績報告を行うこと。

※本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象
となった場合には完成年度の翌年度の４月１日から８月３１日までの間に別に
定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支
払請求を行うことができる。
なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計
表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することはできない。

23.建設副産物

24.三重県産業

い等

13. 施工の立ち会

(3.3.1)３．山　留　め  ・　設置する　　　・設置しない
 ・　存置する　　　・存置しない (3.3.3)
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１．レディーミク  種　別　　　※　Ⅰ類　　　　・　Ⅱ類 (6.2.1)(表6.2.1)
ストコンク    ・コンクリート用骨材の品質試験を実施する。(構造体コンクリートのみ）
リート       (アルカリシリカ反応試験(化学法)、密度試験、吸水率試験）

   ・コンクリート単位水量測定を実施する。

２．設計基準強度  普通コンクリート（JIS A 5308のJIS表示認証製品) (6.2.2)

Ｆｃ　(Ｎ/mm２) 適　　用　　箇　　所
・　２４
※　２１
・　１８

３．スランプ  基礎，基礎梁，土間スラブ　　※　１５cm　　・　１８cm (6.2.4)(表6.2.2)
 柱，梁，スラブ，壁　　　　　※　１８cm

４．打放し仕上げ (6.2.5)(表6.2.4)
    の種類 種　　　別 施　　工　　箇　　所

・　Ａ　種
※  Ｂ　種
・　Ｃ　種

５. セメントの (6.3.1)
　　種類    セメントの種類 　適用箇所

※ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、 　建物躯体（下記以外）
　 ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種
・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種 基礎、地中梁
・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種 基礎、地中梁

１．既製コンク  杭の種類 (4.3.3)(4.4.3)
　　リート杭・　  ・　プレストレストコンクリート杭（JIS表示承認製品）
　　鋼杭地業        ・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種

    ・鋼管ぐい　　　　　・H形鋼ぐい ・　鋼杭（JIS表示承認製品）

記号 杭径（mm） 長さ(m)及び種別 設計支持力 セット数 備　　考
試験杭

本　杭

 継　手 ※　アーク溶接継手又は建築基準法の (4.3.6)(4.4.5)
　　　　・　規定に基づき認定された無溶接継手

 先端部形状　・閉塞平坦型　・開放型
(4.3.3)(4.4.3)

 杭の施工法
 ・　セメントミルク工法 (4.3.4)
 ・　特定埋込杭工法 (4.3.5)(4.4.4)
　　（旧建築基準法第３８条の規定に基づき認定された工法）

 杭打機の種類
 　ハンマーの種別 ※　油圧パイルハンマー ・　ドロップハンマー
 　パイルドライバー ※  三点支持式クローラークレーン

 騒音・振動の測定 ・　行う ※　行わない 

 コンクリートの種別　・　Ａ種　　　　　　　・　Ｂ種 (4.5.4)(表4.5.1)２．場所打ちコン
 掘削工法　　　　　　・　アースドリル工法　※　安定液使用 (4.5.5)クリート杭
                     ・　リバース工法地業
                     ・　オールケーシング工法　
                         孔内の水張り　　　※　行う　　・　行わない

(4.3.3)

 工　法（・　 ）３．地盤改良

４．床下防湿層  ※　設ける 地中梁がある場合は、250㎜折り下がりとする。 (4.6.5)
 ・　設けない

５．土間スラブ  ※　設ける Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温版３種b　
   （土間コン）
    下断熱材

(4.6.2～3) ※　再生クラッシャラン　　・　（　　　　　　　　　　　　　）６．砂利地業

５
　
　
　
鉄
　
　
　
筋
　
　
　
工
　
　
　
事

※この章、特記無き限り構造特記仕様書を優先する。

※この章、特記無き限り構造特記仕様書を優先する。

１．鉄筋の種別 (5.2.1)(表5.2.1)

規　格　名　称 種　類　の　記　号 径　　(㎜)
鉄筋コンクリート用棒鋼 ※　ＳＤ２９５Ａ ※　Ｄ１６以下

※　ＳＤ３４５ ※　Ｄ１９以上

２．溶接金網 　※　JIS G 3551のJIS表示認証製品 (5.2.2)

　使用箇所（ ）

３．鉄筋の継手 接　合　方　法 径(㎜) 施　工　箇　所 (5.3.4)
※　重ね継手 Ｄ１６以下
※　ガス圧接 Ｄ１９以上 はり　柱の主筋

４．耐久上不利な (5.3.5)施　工　箇　所　等 表5.3.6の値に加える寸法(㎜)
    箇所の鉄筋の
    かぶり厚さ

５．各部配筋    各部の配筋は，図示による。図示がなければ，標準仕様書 末尾 (5.3.7)
 資料の｢各部配筋　参考図」による。

６．柱の帯筋 　※　Ｈ形      ・　Ｗ－Ｉ形      ・ＳＰ形　　　　　 (参考図 図2.2)

７．耐震壁を除く ・　Ａ形      ※　Ｂ形 (参考図 表4.3～4.4)
　壁の開口部補強

８．はり貫通孔の  補強形式　　　※Ｈ３形以上　・Ｍ型　・ＭＨ型 (参考図 表7.1～7.3)
補強

９．圧接完了後の  試験方法　　※　超音波探傷試験　　　・　引張試験 (5.4.10)
　　圧接部の試験

※この章、特記無き限り構造特記仕様書を優先する。

A-01

５　敷　地　面　積

無指定区域

伊賀市の適正な土地利用に関する条例における地域拠点等の拠点区域
-用途地域無し地方公共団体の支所、図書館、集会所

3,708.79㎡

機械設備工事（分離発注）

・支所　鉄骨造1階建て、延べ915.00㎡

・　工事写真撮影ガイドブック＜建築工事編及び解体工事編＞

電気設備工事（分離発注）

1

1

1

14.5m 5.4m

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 ※　指定しない　　・　指定する（図示）

(2.2.4)

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。
 ・

(2.2.4)

７.工事用水

８.工事用電力

９.工事用通路

10．足場等

11．その他の仮設

 ・　設けない

　線径(㎜)　6.0　×　網目(㎜)　150

ラップルコンクリート

デッキコンクリート

地中梁、基礎

土間、巾木、デッキ上

・思いやり駐車場上屋　鉄骨造1階建て、延べ57.23㎡

計14個所
ホール、行政機能は3個所、図書室2個所、その他居室1個所づつ　測定する室等：（                                

青山複合施設建設工事

三重県伊賀市阿保147-25、151-1、158の一部

・ゴミ集積庫　アルミニウム合金造1階建て、延べ4.00㎡

・自転車置場上屋　鉄骨造1階建て、延べ10.00㎡

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日

234 234
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(6.8.1)

(6.8.2)６．型枠

備　　　考適用箇所

・　適用する※　適用しないＭＣＲ工法用シート

※ １２　　・　
板　　厚(mm)

デッキプレート
・　床型枠用鋼製

せき板の種類
※　合　　板

８．寒中コンク

種　　別 所要気乾単位容積質量（ｔ／ｍ3）適　用　箇　所

７．軽量コンク (6.10.1)(表6.10.1)

　　リート

　　リート

 初期養生期間　コンクリート圧縮強度が５Ｎ/mm２に達するまで行うこと。
(6.11.4)

　　リート
９．無筋コンク (6.14.1)

適　　　用　　　範　　　囲コンクリートの種類
※普通コンクリート ※　(6.14.1)(4)(ア～カ)による
・ ・

10．流動化コンク
リート 種　　　別

(6.15.2)(表6.15.1)コンクリートのスランプ

ベースコンクリート(cm) 流動化コンクリート(cm)
普通コンクリート ・１０ ・１２ ・１５ ・１８　・２１

 ・　ひび割れ誘発目地の位置，形状，寸法　　※　図示

・　断熱材兼用型枠

・屋根 ※Ｆ種 屋根 ・ 0.5

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材

パネル構法

パネル構法
・床 ※Ｆ種 床 ・１ ・２

　・　

４．押出成形
　　セメント板

・外壁
パネル工法

パネル工法

パネル
種類

厚さ工　　法 幅

・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種

施工箇所

・間仕切壁
施行令第107条
建築基準法

の規定に基づ
く技術基準

耐火性能

(8.5.2～4)(表8.5.1～2)

工法種別

１.アスファルト

種　　　別 施　工　箇　所 種　　　別

屋内(便所・浴室)

・ Ａ－
・ Ｂ－
・ Ｄ－

・ ＡI－
・ ＢI－
・ ＤI－

・ Ｅ－１

　 防水

　・　断熱材　※ Ａ種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材３種ｂＡ(スキン層付き)　

　・　溶接金網　（規格　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・　伸縮調整目地　（※成形伸縮目地　　･　　　　　　　） 　(表9.2.1)

施　工　箇　所

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～9)

　 ルトシート防水 種　　　別 シートの厚さ施　工　箇　所

(表9.3.1～3)による

アスファルトの種類　JIS K2207のJIS表示認証製品　　　※　３種
　・　押さえ金物　(※アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　　　　　　）

改質アスファルトシートの種類　JIS A6013のJIS表示認証製品

　・　断熱材　※　Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板２種１号又は２号(透湿係数を

　・　脱気装置　（種類・数量：改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の指定とする）　

種　　別
※1.2 ・

※1.5
※1.5
※1.2

※2.0 ・
・
・
・

※カラー　・シルバー
保護塗料（露出）厚さ　(㎜) 施　工　箇　所

※カラー　・シルバー
・Ｓ－Ｆ２
・Ｓ－Ｍ１
・Ｓ－Ｍ２
・Ｓ－Ｍ３

　・　絶縁シート　（※発泡ポリエチレンシート　　　　　）
　・　その他の材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２.改質アスファ

３．合成高分子系
　　ルーフィング
　　シート防水

(9.4.2)(9.4.3)(表9.4.1)

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1～3)

・Ｓ－Ｆ１

・ AS－T

・ ASI－T１
・ AS－J１

・ ASI－J１

ルーフィングシートの種類　JIS A6008のJIS表示認証製品
　・　脱気装置　　（種類・数量：ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ製造所の指定とする）

４. 塗膜防水

・Ｘ－１
・Ｘ－２
・Ｙ－１
・Ｙ－２

種　別
バルコニー
ひさし
地下外壁
室内（便所・浴室）

施　工　箇　所
※カラー　・シルバー
※カラー　・シルバー

保護塗料（露出）
・ウレタン
　ゴム系

　ファルト系

　・　脱気装置（材質：ステンレス製又はアルミ製　　　・　　　　　　　）
　（設置数量：　　　　箇所）

５. ケイ酸質系
　　塗布防水 　種　　　別 施　工　箇　所

(表9.6.1)による

(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

(9.6.2)(9.6.3)(表9.6.2)

　※Ｃ－ＵＩ
　・Ｃ－ＵＰ

・ゴムアス

６．シーリング

フィングシート防水の保証期間は、引渡し日より１０年間とし、メーカー
・施工業者との連名の上、保証書を提出する。

通常定めている期間とし、保証書を作成し提出する。

※　被着体との組み合わせは（表9.7.1）による。　　　　　　　　(9.7.2)

　アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー

　塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、メーカー・施工業者が

７．防水保証

石材の種類 品　質 施工箇所 工法 産地・名称 仕上の種類

(10.2.1)(表10.1.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

床のワックスかけ ・　行う２．清掃

１．石　　材

(10.1.5)

無釉施釉 標準注文なしあり
役物 色うわ薬

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・

・
(mm)

形状寸法施工箇所
JIS A 5209のJIS表示認証製品　　　　　 　　　  (11.2.2)(11.3.2)

　　タイルの品質
１．セラミック

タイルの見本焼き
タイルの試験張り

※　行わない
※　行わない

・　行う
・　行う

・

・　行わない

　　　　　　　　　除くJIS A9521規格に適合するもの）　
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10

11

・　行う（下記のいずれかとする） ・　行わない
あと張り工法の下地コンクリート素地面の処理　　　　　　(11.2.7)(11.3.7)２．タイル下地

　　コンクリート

ＭＣＲ工法はせき板面にＭＣＲ工法用シート張りとし（6.8.2(5)）による。
目荒し工法の高圧水洗は（15.3.4(3)）による。
ポリマーセメントモルタルの調合は（15.3.3(4)）による。

ＭＣＲ工法
ＭＣＲ工法

目荒し工法（高圧水洗）

ポリマーセメントモルタル

下地モルタル素地表面処理の工法 適　用　箇　所

目荒し工法（高圧水洗）
ポリマーセメントモルタル

（15.3.5(4)）による

（15.3.5(4)）による

11

タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

(11.1.3)

）

）
）

（11.2.7）(表11.2.3)３．セメントモル
    タルによる

内装タイルの工法

外装タイルの工法
　※　改良積上げ張り

　※　密着張り
　・　改良圧着張り 施工箇所（

施工箇所（

施工箇所（

ユニットタイルの工法
　※　マスク張り

施工箇所（ ）

４．接着剤による

　・　接着剤張り

（11.3.7）(表11.3.2)

接着剤はJIS A 5548のJIS表示認証製品 (11.3.3)

５．伸縮調整目地
　　及びひび割れ
　　誘発目地

(11.1.3)

６．接着力試験

※　(表11.1.1)による　　　・図示
※　(表9.7.3)による　　　・図示　目地寸法

　位置

　※　(表11.1.2)による (11.1.5)

内装タイルの工法

    タイル張り

　　タイル張り

12

木
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

下地材 ※　Ａ種　　・　Ｂ種
造作材 ※　Ａ種　　・　Ｂ種

(12.2.1)(表12.2.1)

表面仕上げの種別
・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種

機械加工

適用箇所

・Ｈ－Ｃ種

・Ｈ－Ａ種
・Ｈ－Ｂ種

(12.1.4)(表12.1.1)

※　Ａ種　　・　Ｂ種 (12.2.1)(表12.2.2)

含水率

造作材の材面の品質

手加工

１．木　材　の
　　表面仕上げ

２．造作用集成材 (12.2.1)

単材の樹種
単材の厚さ(mm)

等　　　級
見 付 け 材 面

・　２等※　１等

１０～１５

ＪＡＳによる集成材
※　ＪＡＳ集成材１等同等

１０～１５

造作用集成材　12.2.1.(3)による

３．造作用単板
　　積層材

そ　の　他

(12.2.1)

ＪＡＳによる集成材

造作用単板積層材　12.2.1.(4)による

表面の化粧加工

単材の厚さ(mm)

・有（・天然木化粧加工

単材の樹種

・有（・天然木化粧加工
　　　・塗装加工）

そ　の　他

　　（ＣＬＴ）
(12.2.1)４．直行集成板 造作用集成材　12.2.1.(5)による

施　工　箇　所 種　　別 樹　　種

　　　・塗装加工）
・無（　　　　　　　　） ・無（　　　　　　　　　）

(12.3.1)

(12.3.2)

　　・防虫処理
薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

　薬剤の加圧注入処理を行ったのち、現場における加工、切断、孔あけ等を
　適用部位（　　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

　を行った箇所は、現場にて薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理を行う。
防虫処理
　ラワン材　保存処理性能区分　※Ｋ１

５．防腐・防蟻

13

屋
　
　
　
根
　
　
　
及
　
　
　
び
　
　
　
と
　
　
　
い
　
　
　
工
　
　
　
事

１.長尺金属板葺 (13.2.2)(表13.2.1)

AL55％

AL55％

備　考屋根葺形式

・

・

・

・

※瓦棒葺
（心木なし）

・

・
※0.4

・

・
※0.4

※0.4

厚さ(mm)

・ガルバリウム鋼板

・カラー亜鉛鉄板
(※片面塗装　　・両面塗装)

(※無塗装　　　　　　　　)

(※カラー　　　　　　　　)

規格材　　　　種

※カラーガルバリウム鋼板

JIS G
3312

JIS G
3321

JIS G
3322

※監督員の承諾する業者とする。

２．折板葺 JIS A 6514のJIS表示認証製品

・

・無

・有

・無
耐火)
(30分

・有

山高及び

・ 0920

・ 1730

・ 1525

・

厚さ

※0.8

規格材　　　　種

3312
JIS G

JIS G

・カラー亜鉛鉄板

3322
・カラーガルバリウム鋼板
　（屋根用規格品）

　（屋根用規格品）
JIS K
6744

・ポリ塩化ビニル被覆
（SGのA種規格品）

ピッチの区分
断熱材

耐火
性能

mm)
(　　　

　・形　　式　（・　重ね形　　　・　はぜ締め形）
　・軒先面戸　（　　　　　　　　　　　　　　　）

(13.3.2)(表13.2.1)

３．粘土瓦葺 (13.4.2)JIS A 5208の表示認証製品
役物瓦の種類産　地大きさ種　　　類 凍害試験

・ 行う

４．と　　い

防　　　　露材　　　　種
・配管用鋼管（ＳＧＰ）
・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

といの材質

鋼管製といの防露巻き工法

(13.5.2)(13.5.3)(表13.5.1)(表13.5.2)(表13.5.4)

※　（表13.5.3）により行う　　・　行わない

　※　第一桝まで接続 ・　樋受石（材質・規格　　　　　　　　　　　）

５．ルーフドレン ※　鋳鉄製 (※　縦型　　　・　横型   ) (表13.5.1)

　（※　(表13.5.4)による）

工
事

14
金
属

１．あと施工
    アンカー

引抜き耐力の確認試験 ・　行う (14.1.3)・　行わない

14

金
　
　
　
　
属
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

（室名：　　　　　　　　　　　　　　）

２．ステンレス
表面処理

※　ＨＬ　　　・　 (14.2.1)

３．アルミニウム

　　表面処理
　　ニウム合金の
　　及びアルミ ・　　　－　　　種

・　　　－　　　種

種　　　　類 色　合施　　工　　箇　　所

(14.2.2)(表14.2.1)

４．鉄鋼の亜鉛
　　めっき

種　　　　類
・　　　　種
・　　　　種

施　　工　　箇　　所

(14.2.3)(表14.2.2)

溶融亜鉛めっきの付着量試験
電気亜鉛めっきの被膜厚さ及び塩水噴霧試験 ※　行わない

※　行わない ・　行う
・　行う

５．軽量鉄骨
　　天井下地

(14.4.2)(表14.4.1)野縁などの種類
　屋内
　屋外 ・　１９型

※　１９型 ・　２５型
※　２５型

耐震性を考慮した補強
※　行わない

(14.4.3)(14.4.4)

※　行わない
耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等）

床版の断熱材打込部分は断熱用インサートを使用する。

６．軽量鉄骨
　　壁下地

(14.5.3)(表14.5.1)

７．金属成形板
　　張り

(14.6.2)(14.6.3)種　別
表面処理

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

※　割付図を作成し監督職員の承諾を受ける。
伸縮調整継手 ・　設ける ・　設けない

スタッド、ランナーなどの種類

８．アルミニウム 表面処理 ※　ＢＢ-1種
　　製笠木 隅角部及び突当り部の役物の使用

(14.7.2)(表14.7.1)(表14.2.1)・　ＢＢ-2種

　※　使用する（笠木本体製作所の仕様による。）

９．手すり及び
　　タラップ

(14.8.2)(14.8.3)

手すり

タラップ
・　鋼　製

材 料 の 種 別

外部HL仕上程度，内部No.2B仕上程度

HL仕上程度
亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種

表 面 処 理 の 種 別

亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種・　鋼　製

10．体育館の
　　鋼製床下地材

※　JIS A 6519のJIS表示認証製品

出入口及びこれに準ずる開口部の補強
　　　※（表14.5.1）による　 　　　・　

　　　※（14.5.4(5)）による　　　　・　

※　ステンレスSUS304

※　ステンレスSUS304

15

左
　
　
　
　
官
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

１．モルタル塗り (15.3.2)

 　　　　　　・ 設けない

(15.3.5)

・　石こう系
 塗厚 ※　10mm

・　セメント系
・

２．セルフ
　　レベリング材

 種別

 床目地　　　・ 設ける（押し目地工法） ・設けない　　　　　　　

(15.6.2)(表15.6.1～2)

・薄付け
仕上げ塗材

規格名称
・外装薄塗材　Ｅ
・内装薄塗材　Ｅ

種類(呼び名)
・砂壁状
仕上の形状 工　　法

・ローラー

上塗り材

・厚付け
仕上げ塗材

※複層仕上
塗材

・外装厚塗材　Ｃ
・内装厚塗材　Ｃ
・外装厚塗材　Ｅ
・
・複層塗材　ＣＥ

・凸部処理
・凸凹模様

※吹付け

溶剤

外観

・溶剤系※水系
・弱溶剤系

※つやあり
・メタリック

樹脂
※アクリル系
・シリカ系
・ポリウレタン系
・アクリル

シリコン系
・フッ素系

※複層塗材　Ｅ

じゅらく
・ゆず肌
・

・砂壁状
・吹付け

・吹付け※ゆず肌
※ローラー

 モルタル　　・現場調合材料　　　・既調合材料

 既製目地材　・ 設ける（施工箇所：　　　　形状：図示による） 　

・可とう形外装
薄塗材　Ｅ

・こて塗り

(15.5.2～3)(表15.5.1)

　　塗材仕上げ
３．塗り仕上げ

・複層塗材　Ｓｉ
・複層塗材　ＲＥ

・防水形
複層塗材　Ｅ
防水形

防水形
複層塗材　ＲＥ

複層塗材　ＣＥ

・

・

・

・軽量骨材
仕上塗材

・吹付用軽量塗材
・こて塗用

軽量塗材

・吹付け

・こて塗り・平たん状

・砂壁状

４．ロックウール
　　吹付け
　（耐火被覆は，
　　７章による）

 複装仕上塗材の耐候性　　　・　１種　　・　２種　　※　３種

 吹付け厚さ（mm）　　　※　図示による　　　・　

建
　
具
　
工
　
事

１．一般事項  防火戸の指定 (16.1.3)
 　・　適用する（適用範囲は図示及び建具表による）

 　　　又は認定を受けたもの(監督員の承認を受ける。)
 　※　適用しない

 　※　　建築基準法に基づく防火戸の指定

　・　押さえ金物　　※アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　
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７
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骨
　
　
　
 
工
　
　
 
　
事

建築工事特記仕様書No2A-02

８
 
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

    リート

　
　
押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

(7.1.3)

記のグレード以上の工場

１．鉄骨の
　　製作工場

・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　・　Ｍ　　　・　Ｒ　　　・　Ｊ

※　施工監理技術者（※配置する　・配置しない） (7.1.4)

・SN400B,C　・SN490B,C　・SM400　・SM490

材　　　　　質 規　　　　　格
(7.2.1)(表7.2.1)

JIS表示認証製品

(7.2.2)

・　溶融亜鉛めっき高力ボルト　 ・　

※　トルシア形高力ボルト　　　
・　ＪＩＳ形高力ボルト　 　　  ・　

     受入検査による
 ・抜き取り検査①　　※抜き取り検査②

(7.6.12)

 ・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2　

JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験方法等
 ・JASS6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。
　 ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の
 　試験箇所と同一とする。外観試験の不合格箇所は、すべて標準仕様書
 　7.6.13による補修を行い、再試験する。

溶接部の外観試験
平12建告第1464号第二号に関する試験方法等

 ・ 本物件と同等規模構造の施工実績を有し、監督職員の承諾する工場

・耐火材巻付け 受けたもの

建築基準法に基づき定め

備　　　考種　　　別

※半乾式　　・湿式
・ラス張モルタル
・耐火材吹付け
・耐火板張り られたもの又は認定を

・耐火塗料

材料及び工法製造所
標準仕様書15章3節による

(7.9.4～8)(7.9.2)

   ボルトの保持
   及び埋込み工法

(7.2.4)(7.10.3) (表7.10.1)

・　Ｃ　　種
※　Ｂ　　種

適　用　箇　所

    タル
(7.2.9)(7.10.3)(表7.10.2)

※無収縮モルタル
柱底均しモルタル

※無収縮モルタル

適　用　箇　所種　　　別
※　Ａ　　種
・　Ｂ　　種

    めっき

種　　　別
・　Ａ　　種

適　用　箇　所
※　Ａ　　種
種　　　別

(14.2.3)(表14.2.2)(7.12.4)

１．補強コンク

    ブロック造

ブロックの種類 (8.2.2)
　※　空洞ブロック　C(１６）　　

２．コンクリート
    ブロック帳壁

(8.3.2)(表8.3.1)ブロックの種類
　※　空洞ブロック　C(１６）

    及び塀

２．鋼材の種別

３．高力ボルト

４．溶接部の試験

６．耐火被覆

７.アンカー

８．柱底均しモル

９．溶融亜鉛

３．ＡＬＣパネル

・外壁

パネル
種類

厚さ 幅 施工箇所

・間仕切壁

耐火性能
（時間）

・Ａ種
・Ｂ種

・Ｅ種
・Ｃ種　・Ｄ種

・ １

・ １

パネル構法 取付構法種別

パネル構法

パネル構法

(8.4.2)(8.4.3～5)(表8.4.2～4)

石
　
工
　
事

タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

完全溶込溶接部の試験は超音波探傷試験とし、下表による。

工場溶接
溶接の区分

・2.5　　※4.0
AOQL(％)

※６　　・　
備　　　考検査水準

(7.6.12)

(7.8.2)(7.8.4)(表18.3.1)(表18.3.2)５．錆止め塗装

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲
耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

種　　　別 塗　　装　　範　　囲
耐火被覆材の接着する面

※　指定性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通大臣の認定を受けた下

※この章、特記無き限り構造特記仕様書を優先する。

・SS400　・SSC400　・STK400　・BCR295

BCR295、STK400柱

その他間柱

全て

STK400柱、化粧幕板、目隠しフェンス、点検デッキ

外壁60 600フラット

ポーチ屋根

・ルーフデッキ下地　断熱防水工法

段鼻タイル 150ｘ60

タモ

嵌合式

1

A

・　行う

・　行う

B

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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設
　
計

係　員

建
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工
　
　
　
　
　
事
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建
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工
　
　
　
　
　
事

(16.1.3) 防火戸との連動
 　・　適用する(適用箇所は建具表及び図示による)
 　　　・　自動閉鎖機構 ・　ヒューズ装置 ・　熱感知器 ・　煙感知器
 　※　適用しない

 見本の作成等 (16.1.4)
・　行う（建具表による）※　行わない

※　行わない ・　行う（建具表による）
 　製　作
 　仮　組

 防犯建物部品 (16.1.6)※　使用しない ・　使用する（建具表による）

２．アルミニウム
　　製建具

(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)

・　Ａ　種
耐風圧性
Ｓ－４

気密性
Ａ－３

水密性
Ｗ－４

性能が確保できない場合は、
１００）

・　Ｃ　種 Ｓ－６ Ａ－４ Ｗ－５

Ｓ－５・　Ｂ　種

枠の見込み寸法(mm)

で複層ガラスを使用する時で
７０（引違い，片引き，上げ下げ窓

１００

種　　　別

 ※　適用箇所は図示による

 　適用する場合の面内変形 ・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２
追随性の等級

※　適用しない

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法(mm)種　　　別
・　Ｄ　種

・　Ｅ　種

Ｓ－２

Ｓ－３

 ※　適用箇所は図示による

内 部 建 具
外部に面する建具表面処理 ・　ＢＢ－２種

・　ＢＣ－２種
※　ＢＢ－１種
※　ＢＣ－１種

 ＢＢ－２種，ＢＣ－２種の場合 ・ブロンズカラー（※標準色　　・濃色)
・ステンカラー

・　適用する（適用範囲は図示による）
※　適用しない
・　Ｔ－１ ・　Ｔ－２ ・　Ｔ－３

 防音ドアセット，防音サッシ

 断熱ドアセット，断熱サッシ ・　適用する（適用範囲は図示による）
※　適用しない
・　Ｈ－２ ・　Ｈ－３

耐震ドアセット，耐震サッシ ・　適用する（適用範囲は図示による）

Ａ－３ Ｗ－３ ※建具表による

 外部に面する建具性能等級等(木下地)

(表14.2.1)

(表16.2.2)

 　適用する場合の断熱性能等級

 　適用する場合の遮音性能等級

 使用方法による区分 ※外面納まりの可動式
・内部納まりの開き式

(16.2.3)

 ・防虫網（線径0.25mm　網目16-18メッシュ）
 　・ガラス繊維入り合成樹脂 ※合成樹脂・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 316)

３．網戸

 外部に面する建具性能等級等４．樹脂製建具
(16.3.2)(表16.3.1)(表16.3.2)

・　Ａ　種
枠の見込み寸法(mm)種　　　別 耐風圧性

Ｓ－４
気密性 水密性

Ｗ－４
・　Ｂ　種 Ｓ－５ Ａ－４ ※建具表による
・　Ｃ　種 Ｓ－６

Ｗ－５

 ※　適用箇所は図示による

枠の見込み寸法(mm)種　　　別 耐風圧性
Ｓ－４

気密性 水密性

Ｓ－５

 木下地

・　Ｄ　種
・　Ｅ　種

Ａ－４ ※建具表によるＷ－３

 ※　適用箇所は図示による

(表16.3.3) 防音ドアセット，防音サッシ
 　・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない

 断熱ドアセット，断熱サッシ (表16.3.4)
 　・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない

 表面色 (16.3.4)
 　・標準色（白）　　・特注色（・黒　・ブラウン　・シルバー）

 　適用する場合の遮音性能等級

 　適用する場合の断熱性能等級 ・　Ｈ－４　・　Ｈ－５　・Ｈ－６

　・　Ｔ－１　　・　Ｔ－２

 (コンクリート下地系及び鉄骨下地)

(16.4.2)(16.4.4)(表16.4.1)(表16.4.2)

(16.4.3～4)
 　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
 鋼　　板

※　Ｓ－４   ・　Ｓ－５　 ・　Ｓ－６ 外部に面する建具の耐風圧性

 ・　使用しない
・
・

※　Ｗ－１ 　　水密性
 　　気密性 ※　Ａ－３

５．鋼製建具
 ※　使用する（適用箇所は図示とする）
 簡易気密型ドアセット

 標準型鋼製建具 (16.4.6)・　使用しない※　使用する

(表16.4.2)に同じ上記以外
2.3中骨戸
2.3一般部分枠類出入口
(表16.4.2)に同じ枠，方立，無目枠類窓

厚さ　(mm)使用箇所区　　分

 建具寸法が(16.4.4(1))を超える又は図示された建具に使用する鋼板類の厚さ

・　タッチスイッチ

※　戸ぶすま　工法（・　在来型　・　チップ型）
※　新鳥の子程度又はビニル紙程度
かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度

 ふすまの種類
 ふすまの上張り
 かまち戸の樹種
 建具材の加工、組立時の含水率　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

(16.7.2～4)８. 木製建具

・　かど出し曲げ
・

※　普通曲げ
※　ＨＬ

鋼板の曲げ加工
表面処理

※　Ｓ－４   ・　Ｓ－５　 ・　Ｓ－６外部に面する建具の耐風圧性

・
・※　Ａ－３

※　Ｗ－１
・　使用しない

水密性
気密性

(16.6.2～5)
 ※　使用する（適用箇所は図示とする）
 簡易気密型ドアセット

    建具
７．ステンレス製

・　アルミ製※　鋼製 標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり
(16.5.6)・　使用しない※　使用する 標準型鋼製軽量建具

 戸の鋼板

・※　Ａ－３

・　カラー鋼板
・　ビニル被覆鋼板
※　表面処理亜鉛めっき鋼板

 ・　使用しない
     気密性
 ※　使用する(適用箇所は図示による)

(16.5.2～4)(表16.5.1) 簡易気密型ドアセット６．鋼製軽量建具

本締り付きモノロック

９．建具用金物 (16.8.2)(表16.8.1)

金　物　の　種　類 型　　　式
シリンダー箱錠

戸あたり あおり止め付き

製　造　所

 標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、
 シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。
 握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント取付位置は、建具表による。

ピボットヒンジ
ヒンジクローザー
フロアヒンジ
ドアクローザー
グレモン錠
シリンダー本締り錠
モノロック
レバーハンドル レバー長さ　L=130程度 錠前類と同一製造所

JIS表示認証製品
ピボット形

10．自動ドア
　　開閉装置

 マスターキーの製作
・　不要(既存マスターキーで施解錠可能とする。）
・　要 ・　不要 (16.8.4)

 引き戸用検出装置の種類 ・　光線（反射）センサー (16.9.3)(表16.9.4)

※補助センサ－を設置する(補助光電センサー)

 凍結防止装置 ・　要 ※　不要
※　設ける（半開幅＝　　　　　　　　　）
・　設けない

11．重量
　　シャッター

(16.11.2)(表16.11.1)

※　上部電動式
・　設けない
※　設ける

(手動併用)
・　上部手動式

(手動併用)
※　上部電動式※　設ける

・
・　防火シャッター

・　防煙シャッター

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない
障害物感知装置

(自動閉鎖型)

(自動閉鎖型)を
設ける。

種　　類
シャッター
ケース

耐風圧
開閉方式 保護装置

・　外壁用
・　屋内用

強度

建具表
及び

による
図示

・　管理用シャッター

 スラット及びシャッターケース用鋼板
 　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
 　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

(16.11.3)

 全半開装置

12．軽量
　　シャッター

(16.12.2～4)(表16.12.1)

※　手動式

・　上部電動式
(手動併用)

耐風圧

※　設ける

シャッター
ケース

・　設けない

※　インター
ロッキング型

※　オーバー
ラッピング型

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない

(自動閉鎖型)

保護装置
形状
スラットの

開閉形式
強度

建具表
及び

による

図示

 スラットの材質
 　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)
 　・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)

(16.12.3)

・　ステンレス
メッキ鋼板

13．オーバー
　　ヘッドドア 収納形式開閉方式

鋼板

耐風圧性能
※　溶融亜鉛

・１２５
・１００
・　７５
・　５０

カル形
・　バーチ

リフト形
・　ハイ

ヘッド形
・　ロー

ダード形
※　スタン

・　電動式
・　チェーン式
※　バランス式

材　　　質

グラスタイプ

タイプ

タイプ

・ファイバー

・アルミニウム

※スチール

(JIS A4715
による強さ
の区分)

ガイドレール

(16.13.2)(16.13.3)

 保護装置
 障害物感知装置 ※　設ける ・　設けない

を提出する。

14．ガラス (16.14.2)(16.14.3)
 ※　外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を
 　　有すること。

 ※　ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。

 　　合わせガラスの特性
・　Ⅰ類 ・　Ⅱ－１類 ・　Ⅲ類・　Ⅱ－２類

強化ガラスの特性
・　Ⅰ類 ・　Ⅲ類

熱線吸収板ガラス
性能
色調 ・　ブルー ・　グレー ・　ブロンズ

複層ガラス
・　Ｔ１ ・　Ｔ３・　Ｔ２

・　Ｔ５・　Ｔ４

・　Ｇ　　・　Ｓ

封止の加速耐久性による区分 ※　Ⅲ類

熱線反射ガラス
日射遮へい性
耐久性
色調

・　１種
・　Ａ類

・　２種
・　Ｂ類

・　ブルー ・　グレー ・　ブロンズ

・　３種

・　シルバー
反射皮膜
映像調整

・　内側 ・　外側
・　行う ・　行わない

 ガラスの留め材
※　シーリング
・　ガスケット（可動アルミ製建具及び樹脂製建具に限る）

防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材とする。

 　複層ガラスの保証期間は引き渡し日から１０年間とし、メーカー保証書

 ガラス溝の大きさ
・図示 ・建具の製造所の仕様による

・　１種 ・　２種

断熱性

日射取得性，日射遮蔽性

15．ガラスブロック
　　(中空)

長方形

正方形

表面形状 モジュール呼び寸法
による区分（長さ×高さ）

・　　８０
・　　９５
・　１２５・　２５０×１２５ ・　３２０×１６０

・　３２０×３２０・　２００×２００
・　１６０×１６０

厚さによる区分

・　１２５×１２５
(JIS A5212)

(16.14.5)

ガラスの種別

・　カラーガラス
・　熱線反射ガラス

・　無
・　有

柄
・　白
・　グレー

・　アルミニウム製
（表面処理　　　）

・　ステンレス製
（表面仕上　　　）

金　属　枠

（　　　分間）
・　有
・　規定しない

耐火性能目地色

・　乳白ガラス
・　一般ガラス

 品質等

・　メタルカーテンウォール
・　ＰＣカーテンウォール
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１．カーテンウォ
　　ールの種別

　　ウォールの
　　性能等

材　　種
耐風圧性
耐 震 性
水 密 性

耐 火 性
気 密 性

耐温度差性
遮 音 性
断 熱 性
材質等性能の確認方法　適切な資料により、監督員の承諾を受ける

シーリング材
構造ガスケット
ガ ラ ス

表面仕上げ

断熱材
摩擦低減材・取付金物　カーテンウォール製作所の仕様による

層間変異追従性

(17.1.2～3)(17.2.2～3)(17.3.2～3)２．カーテン

※Ａ種（不透明塗料塗）※Ｂ種（透明塗料塗）

18  屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づき指定又は (18.1.3)

２．素地ごしらえ

１．一般事項
 認定を受けたものとする。

(18.2.2～7) 各部の素地ごしらえ
木　部
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面
モルタル・プラスター面
コンクリート・ALC面
ボード面

・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種
・Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種
※Ａ種（継目処理工法）※Ｂ種（その他）

３．錆止め
　　塗料塗り

 塗料の種別 (18.3.2)
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

※Ａ種　※Ｂ種（標準仕様書8節の場合）

鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

 錆止め塗料塗り
※Ａ種（見え掛り）　※Ｂ種（見え隠れ）

(18.3.3)

４．合成調合樹脂
　　ペイント塗り
　　（ＳＯＰ）

 塗料の種別
 合成樹脂調合ペイント塗り

(18.4.2)
(18.4.3～5)

鉄鋼面
木部

・Ａ種　　　　　　　※Ｂ種
※Ａ種（屋外）　　　※Ｂ種（屋内）

５．クリアラッカー
　　塗り（ＣＬ）

 木部 ・Ａ種　　※Ｂ種 (18.5.2)

※１種　　・２種

※Ａ種（鋼製建具等）※Ｂ種(その他)　・Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種　

塗
　
　
　
　
装
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事
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塗
　
　
　
　
装
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

６．アクリル樹脂  コンクリート・モルタル面 (18.6.2)

   （ＮＡＤ）

・Ａ種　　※Ｂ種
　　非水分散形塗
　　料塗り(屋内)

(18.7.2～4)(表18.7.1～3)７．耐候性塗料  上塗りの等級
　　塗り(屋外)
　　（ＤＰ）

鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

 コンクリート面及び押出成形セメント板面の種別

※１級　　・２級　　・３級
※１級　　・２級　　・３級

※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

塗り
（ＥＰ－Ｇ）

 コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他

 鉄鋼面（屋内）
 　のボード面 ・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

(18.8.2～4)

塗り （ＥＰ）

９．合成樹脂  コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他
 　のボード面 ・Ａ種　　※Ｂ種

(18.9.2)

10．合成樹脂
エマルション
模様塗料塗り
（ＥＰ－Ｔ）

 　のボード面(屋内)
(18.10.2) コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他

・Ａ種　　※Ｂ種

11．ウレタン樹脂
ワニス塗り
（ＵＣ）

 木部 ・Ａ種　　※Ｂ種 (18.11.2)

 木部 (18.12.2)

13．木材保護塗料
　　塗り（ＷＰ）

・Ａ種　　※Ｂ種 (18.13.2)

12．オイルステイン
塗り（ＯＳ）

・水性　　・油性

８．つや有合成樹脂

 木部(屋外)
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１．ビニル床
シート

 JIS A5705のJIS表示認証製品 (19.2.2)(19.2.3)

※熱溶接
記号

・突付け
※　2.0
・　2.5

厚さ(mm)
※無地
・マーブル
・ ・ ・ ・

工法
・帯電防止
特殊機能

・　発泡層の
あるもの

ないもの
※　発泡層の

色　柄種　　類

・ＨＳ
・ＴＳ
※ＦＳ

・ＫＳ

・耐動荷重

２．化粧ビニル
床シート

３．ビニル床
タイル

４．ビニル床
シート･ビニル
床タイルの
特殊機能

 JIS Ａ5705のJIS表示認証製品で，表面は印刷シートに透明表層を有した木
 目又は石目調のもの

※熱溶接
・突付け

特殊機能
※　2.0
・　2.5

厚さ(mm)種類の記号
※　木目調
・　石目調

色 　柄
・帯電防止

工　　法
　　ＦＳ

・耐動荷重
 上記以外はすべてビニル床シートに同じ
 目地処理する場合の工法 　・　　　　　　・熱溶接工法 

※　コンポジション

ビニル床タイル

※300×300

・300×300
・450×450

※　2.0

・　2.0

記号 寸法 暑さ(mm)

・帯電防止

・帯電防止
特殊機能

・

・

種　　　類
※ＫＴ

・ＦＴ
・耐動荷重

・耐動荷重

 JIS A5705のJIS表示認証製品 (19.2.2)(19.2.3)

 帯電防止
 　・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）1.2～3.1程度

 　・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）3.2～5.1程度

 　・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）5.2以上

 耐動荷重

強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の
JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

試験後異常がないこと。

 目地処理する場合の工法 ・　　　　　　・熱溶接工法

ビニル床タイル
・　複層

　 又は耐電圧（JIS L 1023)3kV以下

   又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^10オーム未満

   又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^7オーム未満

床タイル
(19.2.2)

材　　　　　　　　　質
・　塩化ビニル系 ・　せっ器質タイル系 ３００×３００

寸　法（mm）

６．ビニル幅木 ・　軟質 ・　硬質
※　６０
※　１．５

・　７５
・　２.０

・　１００
(19.2.2)

７．カーペット
敷き

 材　種
 高　さ（mm）
 厚　さ（mm）

 ・　タフテッドカーペット

施工箇所 パイル
形状

パイル
長さ(mm)

工　　法

※　全面接着工法
・　グリッパー工法

帯電性

による

品　質
(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

(19.3.2)

品質は参考商品名である

・　タイルカーペット

仕様による
製造所の

帯電性パイル形状施工箇所 種　類
※第１種
・第２種 ・カットパイル

※ループパイル
総厚さ

※　6.5
・・

※500×500
寸　法

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

８．合成樹脂塗床  材料の種類 (19.4.2)
　 ・　厚膜型塗床材
　　　 ・　弾性ウレタン樹脂系塗床材
　　　 ・　エポキシ樹脂系塗床材
　 ・　薄膜型塗床材（エポキシ樹脂系塗床材）
 仕上の種類 　(19.4.3)

・つや消し仕上げ　 ・　平滑仕上げ ・　防滑仕上げ

５．視覚障害者用

・防鳥網　 ※ステンレス（SUS304）線径1.5mm　ピッチ15mm 

 外部に面する建具性能等級等(コンクリート系下地及び鉄骨下地)
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・水素イオン濃度指数（pH）・電気伝導度（EC）の試験

　表の化学物質①から⑤のうち，いずれかの物質の濃度が室内濃度指針値を
超える場合は，工事目的物の引渡しを受けない。

汚染物質の発生を低減するための対策について，協議を行うこと。
　ＴＶＯＣの測定の結果，暫定目標値を超える場合は，発生原因の究明及び

　４)　ＴＶＯＣ濃度の算出に使用したクロマトグラムの写し
　３)　試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

６．その他

　２)　９物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室

・　室名：

　１)　１４物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室等

た濃度を報告すること。）
湿度50％に，ホルムアルデヒドについては25℃，湿度50％に補正し

完成から試料採取までの日数）
射進入状況，採取年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事

　２)　試料採取時の状況（気温・湿度(屋外，室内)，天候、風の状況、日

に満たない場合には，「厚労省の測定方法」に定める計算式で20℃，
　１)　測定結果（アセトアルデヒドについては，試料採取時の気温が20℃
　次の事項を記載した報告書を２部提出する。

告書の提出
５．測定結果等報

・　屋外(周囲の建物から離れた場所１か所)

・　室名：

４．測定する室

0.0063   ppm100  μg/m３
0.0015   ppm  17  μg/m３

0.05   ppm200  μg/m３

0.0038   ppm
0.00002   ppm
0.00007   ppm

0.29　μg/m３

表　測定対象化学物質及び室内濃度指針値

0.03   ppm
0.04   ppm
0.04   ppm
0.05   ppm
0.88   ppm

0.07   ppm
0.08   ppm

33  μg/m３

 1  μg/m３

(暫定)41  μg/m３
48  μg/m３
330  μg/m３
240  μg/m３
220  μg/m３

3,800  μg/m３

260  μg/m３
100  μg/m３

400  μg/m３ （暫定目標値）

室内濃度指針値化学物質名

総揮発性有機化合物(ＴＶＯＣ)
フェノブカルブ
ダイアジノン
クロルピリホス

フタル酸ジ-n-ブチル
ノナナール
アセトアルデヒド
テトラデカン
パラジクロロベンゼン
スチレン
エチルベンゼン
キシレン
トルエン
ホルムアルデヒド

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

⑮
⑭
⑬
⑫
⑪
⑩
⑨
⑧
⑦
⑥
⑤
④
③
②
①

0.007   ppm

３)　上位１０ピークについて物質を特定して濃度の測定を行う。
２)　トルエン換算で 2.0μg/m３ 未満のピークは測定の対象としない。

度とする。

質及びＴＶＯＣ又は表の①から⑨の９物質及びＴＶＯＣとする。
　測定対象化学物質は，下記４ 1)，2)の区分に従い，表の①から⑭の１４物

に検出される物質のピーク値を「トルエン」に換算した値をＴＶＯＣ濃
１)　クロマトグラム上で「n-ヘキサン」から「n-ヘキサデカン」までの部分３．測定方法

総
 揮
 発
 性
 有
 機
 
化
 
合
 
物(

Ｔ
Ｖ
Ｏ
Ｃ)

 
測
 
定
 
仕
 
様
 
書

　　物質
２．測定対象化学

て行う。
測定方法｣（以下「厚労省の測定方法」という。）の新築住宅の例に準拠し
　試料採取および測定は，厚生労働省の｢室内空気中化学物質の採取方法と１．一般事項24

排水層

※　システム製造所の仕様による

・　１５ｃｍ

・　ノシバ※　コウライシバ

６．屋上緑化 (23.5.2)(23.5.3)

・　屋上緑化システム ・　　６ｃｍ

・　３０ｃｍ

・　適用する
材質（・　軽量骨材

・　板状成形品）

・　屋上緑化軽量システム
・　適用しない

工　　法 土壌層厚さ

５．芝 種　別 (23.4.2)

・　下水汚泥コンポスト(10L/㎡)　・　パーク堆肥(50L/㎡)

※　Ｂ種
・　Ａ種

※排水性及び土壌硬度の確認

(23.2.3)

(23.2.3)

４．土壌改良材

・　客土※　現場発生の良質土３．植込み用土

植栽基盤の適用

・　適用しない
※　適用しない

※　適用する
・　適用する

種　別 樹　　　種　　　等

芝，地被類木
樹木

・　Ｄ種
・　Ｃ種

(23.2.2)(表23.2.2)２．植栽基盤

確認等
１．植栽地の (23.1.3)

植
　
　
栽
　
　
工
　
　
事
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・

・　モルタル目地
・　コンクリート平板舗装 ※　砂目地
・　インターロッキングブロック舗装 (22.8.2)(22.8.4)(表22.8.1)

(22.7.2)(22.7.6)

・　舗石舗装基層

16．区　画　線

15．砂利敷き

14．ブロック系

(22.9.2)※　Ａ種（通路） ・※　Ｂ種（建物周囲その他）

・　アスファルト混合物※　コンクリート版

※　ＪＩＳＫ５６６５　３種１号

舗装

舗装の平たん性は著しい不陸がないものとする

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　　　※行わない　　　・行う

構成　　　　・図示

装

ファルト舗

13．透水性アス

１程度以下・　塗布工法
３～５・　ニート工法

厚　さ(mm)

図示による

常温系

加熱系
・　石油樹脂系混合物
※　アスファルト混合物

種　　　類

・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部

部　　　位

着色骨材・自然石（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (22.6.3)

12．カラー舗装 (22.6.2)

早強ポルトランドセメント

(22.4.2)(22.4.4)(表22.4.4)

(22.3.3)(表22.3.1)

※　行う（箇所:埋戻し及び盛土部）

・　なし
※　使用しない

※　あり
・　使用する

溶接金網舗装
11．コンクリート (22.5.3)

アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　・行う (22.4.6)

舗装の平坦性は、通行の支障となる水たまりを生じない程度とする

図示による
舗装の厚さは

※　行う (22.3.5)９．路盤の締固め
度の試験

・　行わない (22.2.5)７．路床の締固め
度の試験

・
・　粗粒度アスファルト混合物（２０）
※　再生粗粒度アスファルト混合物（２０）基　層
・
・　細粒度アスファルト混合物（１３）
・　密粒度アスファルト混合物（１３）
※　再生密粒度アスファルト混合物（１３）表　層

加熱アスファルト混合物の種類
舗装

10．アスファルト

・　クラッシャランスラグ　ＣＳ－４０
・　クラッシャラン　Ｃ－４０

（透水性舗装の場合を除く）
※　再生クラッシャラン　ＲＣ－４０８．路盤材料

(ＣＢＲ)試験

６．路床土の ・　行う（※　乱した土　　・　乱さない土）※　行わない (22.2.5)
支持力比

１．再　生　材

(22.2.2)(22.2.3)(表22.2.1)

※　砂フィルター層

層用材料
及び凍上抑制

３．フィルター層

５．砂の粒度試験 (22.2.3)・　行う※　行わない

・　使用しない　　　　　　　 　　　　　　　　(22.1.3)

・　消石灰(・特号　・１号)・　生石灰（・特号　・１号）
・　フライアッシュセメントＢ種

・　高炉セメントＢ種

(22.2.2)(22.2.3)

(22.2.3)・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

※　普通ポルトランドセメント

路床の盛土材料

路床安定処理添加材料４．路床安定処理

・　切込砂利又は切込砕石※　再生クラッシャラン凍上抑制層

※　使用する

２．盛土材料

舗
　
　
　
装
　
　
　
工
　
　
　
事
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ホールふた
２．鋳鉄製マン

※Ｂ種

※再生クラッシャラン

排
　
水
　
工
　
事

21

(21.3.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

４．埋戻し土

１．グレーチング

・ 地業の材料　

 簡易密閉式とし，表面には用途別の標準文字付きとする。

・　ステンレス製 ※　鋼製

３．縁石及び側溝

 図示

 アルミ製　　既製品：ﾜｲﾔｰ，ﾌｯｸ等の吊り金物(4ｾｯﾄ／ｍ）共

 鋼製　　既製品

30．郵便受

レール
29．ピクチャー

ボックス
28．消火器

・・　１００
・　４０

・　６０
・　３０ 市販品　　フック数（本）27．かぎ箱

・
・　１.８ｍ程度※　天井まで

※　アルミニウム合金製
 高　さ
 材　種26．出隅面取材

・　磁器質タイル※　コンクリート製 屋　外
誘導ブロック

25．視覚障害者用

表面発泡シート張りアルミニウム製枠 ※　既製品24．屋内掲示板

（※　１００角　・　１５０角）

ｍ
Ｈ＝

・　ロープ式
・
・　同一断面式

※　テーパー式
※  アルミニウム合金
※　ハンドル式

 操作方式
 材　種
 形　式

 ※　ステンレス製（SUS 304）既製品　彫り込みタイプ既製品

23．旗　竿

22．旗竿受金物

 ※　１段　　　・　２段21．水切棚 ・

※　塩化ビニル製又は塩化ゴム製

 ※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型

 ・
 ※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型20．つり戸棚

）バックガード（※有　・無）
 ・
 ※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型19．コンロ台

）トラップ付
 ・流し台

18．ステンレス

受　　　わ　　　く

・　硬質アルミニウム合金製
※　ステンレス製（SUS 304）

材　　　　　　種

・　ステンレス製（SUS 304）
・　硬質アルミニウム合金製

マット
17．くつふき

）

形　　式

・　一般形充填用
※　一般形貼物用
・　額縁タイプ
※　目地タイプ

寸　　　　法

※　６００×６００
・　４５０×４５０
・　６００×６００
※　４５０×４５０

床

天　井
材　　　　種

・

・
※　アルミニウム製

※　アルミニウム製
施工箇所

16．点　検　口

(表14.2.1)

ボックス
製カーテン

15．アルミニウム
※　ＢＣ－１種 ・　ＢＣ－２種表面処理

※　角型
※　ステンレス製

・　Ｃ型
・　アルミニウム製

 形　状
 材　質 (20.2.14)14．カーテン

レール

・ダブル
・シングル
・ダブル
・シングル

形　　式

・引分け
・片引き
・引分け
・片引き

ひだの種類

・
※箱ひだ、つまひだ
・
※箱ひだ、つまひだ

※手引　・ひも引　
・電動
※手引　・ひも引　

引分け装置

・電動

(20.2.14)(表20.2.1)13．カーテン

名称・品質など

※製造所の仕様による・ その他の材料
 スクリーンの生地

・電動式※　チェーン式・　スプリング式
無地で製造所仕様の標準タイプ

 操作方式
(20.2.13)

スクリーン
12．ロール

・　操作棒式
スラットの成形（mm） ・　１００・　８０・※　２５

・コード式※　ギヤ式 ※　２本操作コード方式

・　クロススラット
・　縦型ブラインド※　横型ブラインド

※　アルミニウム合金

開閉方式

スラット
形　　　　　式

(20.2.12)11．ブラインド

・アルミニウム合金系　　・スチール系

安全使用温度　・４００℃　　・６００℃
(20.2.11)

 煙突用成形ライニング材ライニング材
10．煙突

構成基材

(20.2.4)

(20.2.3)

（スライディン
グドア）

３．移動間仕切

２．可動間仕切

ション）
（パーテー

(20.2.10)９．表　示

 耐湿鏡　ｔ＝５　　　ステンレスフレーム付き (20.2.9)８．鏡

 ・黒板

 ・ホワイトボード
※緑

・ほうろう黒板※鋼製黒板
※焼き付け

・
・

色
種類
区分

(20.2.8)
ホワイトボード

７．黒板及び

 （床仕上げが異なる場合に設ける。但し、建具部は建具表による。）
 ステンレスＦＢ（SUS304）　t５～６×Ｈ１２ (20.2.7)６．床目地棒

・　埋込み工法
ビニールタイヤ入り（幅約35mm)
※　接着工法 取り付け方法

ステンレス（SUS304） 材　種
（ノンスリップ）

(20.2.6)５．階段滑り止め

厚４０中心吊りアール形アルミ製エッジ，
アルミ製
ステンレス製 H＝６０

 扉
 フレーム
 幅　木

メラミン樹脂系化粧板（標準色） 表面材

帽子掛け戸当たり付き

(20.2.5)４．トイレブース

ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
の
　
工
　
事
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仕様による
材質，寸法等は図示又は製造所の
不燃
３６dB/500Hz以上

 取り付け用あと施工アンカー
 防火性能
 遮音性

ハンドル回転式又はプッシュ式
ｔ＝０.５以上

 パネル圧接装置の操作方法

製造所仕様の化粧鋼板（標準色）
規定しない

 パネル表面材の材質及び仕上げ
 パネルの操作方法による種類

防火性能
遮音性
パネル表面材

不燃
３６dB/500Hz以上
焼付塗装鋼板（標準色）ｔ＝０.５以上

スタッド式（内蔵）構造形式による種類

（支柱調整式工法）
パネル工法

施工箇所は図示
・　有り（※固定式　　・可変式）
※　なし空調用吹き出し(吸い込み）パネル

配線取出し用切り欠きパネルは１枚／㎡以上とする。
床表面仕上げ材の品質は標準仕様書19章による。

・　図示による※　一般部分の仕様に準ずるボーダー部

(20.2.2)

・支柱分離型
（置敷工法）

（置敷工法）

パネル工法
・支柱一体型

・溝工法

・タイル
床タイル

・帯電防止

表面仕上げ

・
・　5,000
・　3,000

※　0.6G
・　1.0G

施工場所
（N)

耐荷重性能
水平力(Ks)
適用地震時

(mm)
仕上り高工法

フロア
アクセス

１．フリー

19

内
装
工
事

※　グラスウール使用部分の室内側防湿シート
※　被覆品　　・防湿層ポリエチレンフィルム(t0.15)張り　(重ね100)

※24Ｋ品 JIS表示認証製品
・
※　100・　グラスウール

保温材

下記以外

(スキン層
　　 あり)

JIS表示認証製品※　25

接地部分及び

ピット内部
屋根防水部分３種ｂ

※Ａ種押出法
２種ｂ

※Ａ種押出法
・Ａ種ビーズ法

保温材
プラスチック

・　ＪＩＳＡ発泡
備　　考箇　所種　　　類 厚さ(mm)

 上記以外に用いる断熱材

・

・

JIS A 9521の

JIS A 9521の
備　　考

※　30
・

※Ａ種１Ｈ

フォーム断熱材

・　吹付け硬質
フォーム断熱材

フォーム断熱材

ーム断熱材

　　ム断熱材

・　硬質ウレタン

※　施工範囲は建築工事標準詳細図(図7-01-1)による。

・

(19.9.2)(19.9.3)

　　 あり)
(スキン層

・

・

・

JIS表示認証製品

・２級　※３級
による難燃性
JIS A 9526

・ ・

・

・

・
・

・

・
・　フェノール

ウレタン

・
・　25

・
※　25

ピット内部
屋根防水部分
接地部分及び・３種ｂ

・２種ｂ 下記以外

（Ａ種）

※　押出法ポリス

・　ビーズ法ポリ

　　チレンフォー

スチレンフォ JIS表示認証製品※Ａ種押出法
２種ｂ

・Ａ種ビーズ法
箇　所種　　　類 厚さ(mm)

 断熱材の打込み及び現場発泡工法14．断　熱　材

品質は参考商品名である。

・不燃

防　火　種　別品　　　質

・不燃
・不燃 ・準不燃

・準不燃

・準不燃
・準不燃

・その他
・その他

・その他
・その他

・不燃
施　工　箇　所

(19.8.2)13．壁紙張り

(19.7.2)※　ジョイントコンパウンド ・　アクリル系シーリング材12．遮音シール材

・　突付け工法　　　・　目透し工法
※　継目処理工法　　・　突付けＶ目地工法せっこうボードの目地処理

せっこうボード
不燃積層

(せっこうボード製品)
ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｓ

・ 　15(不燃）
・ 12.5(不燃）

ＧＢ－Ｆ
(せっこうボード製品)
強化せっこうボード JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）

　 9.5(不燃）

天井

壁

チン模様
トラバー

色　　※白
・黄

（裏桟付き）
木目模様

特殊模様

木目模様

ＧＢ－Ｄ
(せっこうボード製品)
化粧せっこうボード

シージング JIS A 6901

※12.5(準不燃）
・ 9.5(準不燃）
　12.5(準不燃）

天井
壁

せっこうボード
(せっこうボード製品)

※12.5(不燃）

JIS A 6901

・ 9.5(準不燃）
・　15(不燃）
※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）

天井

壁

ＧＢ－Ｒ
(せっこうボード製品)
せっこうボード

11．石こうボード (19.7.2～3)(表19.7.1)(表19.7.5)

及び合板張り
その他ボード 種類又は記号

けい酸カルシウム板
(繊維強化セメント板)
0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

グラスウール
吸音ボード

ガラスクロス

(吸音材料) ＤＲ

ロックウール
化粧吸音板

※ 内部用
・ 軒天用

額縁張り品

(JIS A 3414 
EP18程度)

壁

天井

普通

立体
模様

・　10(不燃)
・　 8(不燃）

・　12(不燃)
・　 6(不燃）
・　12(不燃)

・　12(不燃)
・　12(不燃)

※　 9(不燃）

　　25(不燃）

種別など 厚　　さ（mm） 規格番号
JIS A 5430
(タイプ2)

JIS A 6301
(32K)

JIS A 6301

・　15(不燃）
・　19(不燃）

(19.6.2)(表19.6.1)
・　Ｄ種（　　　　　　　）
・　Ｂ種

※　Ｃ種
・　Ａ種 畳の種別10．畳　敷　き

・さくら
・なら

ワックス塗り

ワックス塗り
塗りの上

・　大型積層

ない
・行わ

・

・

・行う

(体育館床)
工法

・特殊張り
フローリング

・ひのき
・さくら
※なら

フローリング
・　複合

・複合フローリング

※ウレタン樹脂
・接着工法

※Ｃ種
・Ｂ種
・Ａ種

ない
※行わ
・行う

・

防湿処理種別 工法樹種種　別

・既塗装品

・生地のまま

・オイルステン
ワニス塗り

・釘止め工法
塗装

(303×303)

長さ400以上

・　フローリング
ブロック１等

※なら
・ ・

※１５

※なら・　フローリング
ボード１等

・釘止め工法
・接着工法

幅　７５
・
※１５

・接着工法

・
※ウレタン樹脂

塗装工法厚さ(mm)樹種種　別

・既塗装品
ワックス

・生地のまま
ワックス
塗りの上

・オイルステン
ワニス塗り

(19.5.5～6)(表19.5.3～4)(19.5.2～3) ・単層フローリング
張り

９．フローリング

ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
の
　
工
　
事

20

内
　
　
　
　
　
装
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

19

NS

令和2年

№ 伊賀市阿保地内

ｍ／ｍ

日付.
設
　
計

係　員

A-04 建築工事特記仕様書No4

宿直室 A

外壁裏

天井裏

50土間下

200行政機能

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

 室名札 サイン計画による

・　アルミスラット

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



機器と付属操作スイッチの渡り配管配線

伊賀市阿保地内№

ｍ／ｍ

設
　
計

日付. 係　員

令和2年

A1版　NS
A3版　NS工事区分表

項　目

位置ボックス

ウエザーカバー、ペントキャップ

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

換気扇

3.つりボルト及び

4.外壁まわり

インサート

切り込み及び補強

開口部の墨出し

補強を要しないボードの切り込み

補強を要するボードの切り込み及び下地の補強

項　目建築 電気 機械 備　考

2.既製間仕切り

1.軽鉄天井・壁下地

仕上げ関係

建築 電気 機械 備　考

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

機器付属の制御盤への電源供給配管線

（接地線共）

機器付属の制御盤以降の配管配線

項　目

桝及び桝ふた

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

6.その他

3.植栽

建築

屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

屋外雨水排水設備

桝及び桝ふた

項　目

2.雑排水・汚水

屋外排水設備・外構

1.雨水

電気 機械 備　考

電 気 配 線 配 管

建築

1次側

電気 機械

2次側

備　考

工　事　区　分　表

植栽

客土

A-05

スリーブ・型枠の穴埋め

屋上基礎で押さえコンにアンカーしない軽微なもの

機器取り付け用アンカー・架台

建築設計図に記入あるもの

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

屋外・屋上の基礎

予備スリーブの穴埋め

使用されたスリーブの穴埋め

S.SRC 造貫通鋼管スリーブ・補強

3.設備機器の基礎

2.鉄骨造・鉄骨鉄筋

コンクリ－ト造の

はり貫通孔

貫通孔・開口部の墨出し

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の補強

補強を要する型枠材及び取付け

貫通スリーブ材及び取付け

貫通孔・開口部

（梁・壁・床）の

1.鉄筋コンクリート造

ものは建築工事

建築設計図にある

同上用防水・マンホール・タラップ式

湧水・汚水ピット・RC造各種水槽

トラフ・ピット類（ふたを含む）4.その他

躯 体 関 係

共　通

(引込負担金・基本料金を含む)

本設電力引込工事

本設上水引込工事

水道は既設利用工事用電力引込工事

使用工事別

引込負担金は別途

水道は既設利用

本設受電後引渡までの電力基本料金

本設後引渡までの上水基本料金

電話本設引込工事

別途

工事上の各種申請届出費用

試運転用も含む

試運転用も含む

各工事別

試運転用も含む

各工事別

別途 別途 別途

各工事別

各工事別

各工事別

各工事別

各工事別

その他は機械工事

同上ダクト工事

同上一次側電気配管配線、スイッチ

同上水栓・給排水管接続

身障者手すり

鏡（規格寸法のみ）

洗面カウンター
6.便所まわり

床パネルの切り込み加工

コンセント
7.フリーアクセスフロア

8.その他

ーへの配管配線工事

自動扉・電動シャッターから付属のスイッチ・センサ

自動扉・電動シャッターへの電源供給

消火器BOX設置工事

ドアチェック、フロアヒンジ

点検口（天井・床下）

排煙口等の天井仕上げ材の取付け

消火器

自動閉鎖装置を取りつけるｼｬｯﾀｰの切り込み補強及び

衛生器具

家具工事（設計図に記載のもの）

サイン工事（設計図に記載のもの）

ブラインド・カーテン

工事用電力・上水道料金・仮設トイレ屎尿くみ取り料金

本設受電後引渡までの電力・上水道使用料金

ECP 板の壁開口・補強

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

ATM設置に伴う配管、配線

フード（建築詳細図に記載のもの）

流し台・つり戸棚・水切り棚・コンロ台・電気温水器

（建築詳細図に記載のもの）
その他は機械工事

5.湯沸室まわり

（給湯ｻｰﾋﾞｽを含む）

11月12日



伊賀市阿保地内№

ｍ／ｍ

設
　
計

日付. 係　員

令和2年

計画場所

付近見取図　S=1/2500

支所
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5
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00

50
0

5001,000 500

支所

①

a

b

30.000

床面積　①

30.000

0.500

ｘ

ｘ

ｘ

30.500

0.500

31.500

ｘ

ｘ

2

2

=

=

=

915.000

915.00

30.000

31.500

㎡

② 4.850

床面積　②

ｘ 11.800 = 57.230

57.23㎡

㎡

③ 2.000

床面積　③

ｘ 5.000 = 10.000

10.00㎡

㎡

④

床面積　④

建築面積　④

ｘ =

㎡

㎡

設計概要

工事概要・付近見取り図・求積表 A3版　1/400
A1版　1/200

求積表　S=1/200

1,000 4,750

6,250

1
,
0
0
0

2
,
5
00

1,
0
0
0

4
,
5
00

ｃ 4.750

建築面積　①+a+b+ｃ

ｘ 2.500 =

988.38㎡

A-06

1,000

4
,
0
0
0

④

1.000 4.000 4.000

4.00

4.00

工事名称

工事概要 建築（意匠、構造）工事

外構工事

（別途工事）

電気設備工事

機械設備工事

敷地概要 工事場所

敷地面積

用途地域

3,708.79 ㎡

建物概要 主要用途

工事種別

建築面積

延べ面積

容積対象床面積

建ぺい率

容積率

・地方公共団体の支所、図書館、集会所

・新築

支所

合計

支所

合計

合計

988.38

4.00

915.00

57.23

10.00

4.00

986.23

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

棟別概要 棟名

用途

工事種別

階数

構造

最高の高さ

最高の軒高さ

建築面積

床面積

支所

地方公共団体の支所、図書館、集会所

新築

地上1階　地下0階　塔屋0階

鉄骨造

SGL+

SGL+

合計

1階

6.660

4.000

988.38

915.00

m　　/平均GL+

m　　/平均GL+

㎡

㎡

m

m

新築

地上1階　地下0階　塔屋0階

GL+

GL+

合計

1階

3.020

2.900

57.23

57.23

m

m

㎡

㎡

自転車置場上屋

新築

地上1階　地下0階　塔屋0階

GL+

GL+

合計

1階

2.300

10.00

10.00

m

m

㎡

㎡

新築

地上1階　地下0階　塔屋0階

アルミニウム合金造

GL+

GL+

合計

1階

2.047

2.047

4.00

4.00

m

m

㎡

㎡

ゴミ集積庫自転車置場上屋思いやり駐車場上屋

家具、サイン工事

ゴミゴミ集積庫

ゴミゴミ集積庫駐車場上屋

思いやり駐車場上屋 自転車置場上屋

自転車置場上屋

自転車置場上屋

思いやり駐車場上屋

思いやり駐車場上屋

ゴミ集積庫

ゴミ集積庫自転車置場上屋

思いやり駐車場上屋

③

②

防火地域

高度地区

他の地域・地区

日影規制

基準建ぺい率

基準容積率

道路・壁面後退等

・伊賀市の適正な土地利用に関する条例における地域拠点等の拠点区域

・指定なし

・指定なし

・法２２条指定区域

・指定あり。対象外建築物（高さ10m以下による）

・60％

・200％（＜道路幅員5.68m×0.6＝340％）

・北側前面道路　巾5.68m

-用途地域無し

・都市計画区域内　無指定区域

・法22条地域

鉄骨造

ゴミ集積庫

24.78%

28.05%

919.00

1,040.01

43.89

3.74

3.918

6.578

鉄骨造

2.129

11.875 d 3.850 11.400ｘ

建築面積　d 43.89

43.890 e= 0.850

建築面積　e

ｘ 4.400 = 3.740

3.74

4,850

2
0
0

1
1
,
4
0
0

2
0
0

850 3,850 150 1,000
850
150 e

3
0
0

4
,
40
0

3
00

d

点線は、屋根の跳ねだし部分の先端から1ｍ以内バックの部分

点線は、屋根の跳ねだし部分の先端から1ｍ以内バックの部分

（=柱で囲われた部分）

三重県伊賀市阿保147-25、151-1、158の一部

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

青山複合施設建設工事

11月12日



Y4
00

Y4
00

Y5
00

Y5
00

Y6
00

Y6
00

Y7
00

Y7
00

Y8
00

Y8
00

X400

X400

X500

X500

X600

X600

X700

X700

プラスチック杭

金属鋲

基準点

計算点

T3

T8

536.571

453.134

594.287

521.043

T4

T9

549.725

503.060

点 名

640.442

653.867

X

T5

T10

Y

512.207

500.200

基 準 点 座 標 リ ス ト

654.480

644.857

T1

T6

500.000

495.238

500.000

636.044

T2

T7

507.280

473.353

541.203

571.763

測 点 X n Y n X

面 積

倍 面 積

地 積

地 番

ｎ＋１ ｎ－１X－（ ） Y ｎ

坪 数

距 離

座 標 求 積 表

147-25+151-1+158

K10 520.689 572.342 47.93537021.369928 

K11 539.428 616.463 6.65512935.859592 

K11-1 541.673 622.728 0.3961627.810992 

K1-3 542.042 622.582 17.4874447.103226 

K1-2 548.816 638.704 2.5245115.380336 

K1-1 550.051 640.906 0.401551.179160 

K1 549.676 641.049 22.815-13903.070712 

K2 528.363 649.193 26.104-29677.857995 

K3 503.961 658.466 0.786-16247.648550 

K4 503.688 657.728 8.995-2247.456576 

K5 500.544 649.300 8.889-4061.371500 

K6 497.433 640.973 6.269-3398.438846 

K7 495.242 635.099 2.151-2666.145602 

K8 493.235 635.874 52.107-13034.145252 

K9 474.744 587.158 48.27416119.835732 

7417.596067m2 

3708.7980335m2

1121.9114   

3708.79m2     

22
.
81
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.
10

4

8.9958.8896.269
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27
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T6T7
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T9T10

K2

K3K4
K5
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K7

K8K9

K10

K11

磁北

水 路

147-36

 宅地  

伊賀市

宅地

宅地147-49

 95.17m2 

実測＝3708.79㎡

宅地

690.00m2公園

151-1

伊賀市

124.20m2
宅地

19m2

147-23
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伊賀市阿保地内№
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敷地求積図
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

A1版1/150
A3版1/300室内面積表・平均地盤計算書

A
+30

-270

4,850

-420-420

6,1003,375

1
5
,
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0

600 3,600

平均地盤面計算表室内面積表

平均地盤面＝③合計/②合計/2
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伊賀市阿保地内№

ｍ／ｍ

設
　
計

日付. 係　員

令和2年

仕上げ表

木製の巾木、壁見切り用木材とも 杉ムク材(三重県産) 特一程度品又同等品以上とする。

外部仕上表

内部仕上表

A1版　NS
A3版　NS

屋根

軒樋

外壁

ゴムアス系ルーフィングt=1.0敷き

野地板：硬質木毛セメント板t=25

前高165、前高130、折板120

押し出し成形セメント板t=60　横張工法

研削素地吸水防止剤仕様

屋上

縦樋

巾木

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水、トップコート

勾配増し打ちコンクリートt=0～140

VP100カラー、VP125カラー、VP65カラー

モルタル塗り金コテ押さえｔ＝20,EP

ポーチ屋根

ドレン

開口部

幕板：鉄部DP塗装

幕板笠木：カラーガルバリウム鋼板t=0.4

縦引きドレン100、65

中継ドレン100

アルミサッシ

アルミカーテンウォール

スチールドア、シャッター

ポーチ柱

小屋裏換気

軒天

鉄部DP塗装

SUS小屋裏換気孔、西邦工業(株)SXU200MS同等、金網とも

軒天換気材、カラーGL鋼板(Joto：FV-N12W50F-L27同等)

階

1

室　名

風除室

守衛室

宿直室

ホール
多目的スペース

南廊下

行政機能
地域包括市民 

センター

相談室

倉庫1

サーバー室

休憩室1、2

更衣室1、2

ｺﾋﾟｰ室

職員通路

書庫倉庫

外倉庫

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

床

コンクリート化粧仕上

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押さえ

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押さえ

土間コンクリート

土間コンクリート

コンクリート化粧仕上

土間コンクリート

タイルカーペット

OAフロアH200、一部モルタル金コテ押え

土間コンクリート

タイルカーペット

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

タイルカーペット

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

タイルカーペット

OAフロアH200

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

厚さ

180

2.0

28

150

2.0

28

150

180

180

6

24

150

6

24

6

24

150

6

150

2.0

28

150

2.0

28

150

2.0

28

150

2.0

28

150

2.0

28

150

30

150

巾　木

ステンレスHL

ビニル巾木

ビニル巾木

ステンレスHL

ハイパーティション

ビニル巾木

ビニル巾木

ハイパーティション

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾃ押え

t=20

高さ

60

60

60

320

塗装

壁

せっこうボード

一部タイガーFeボード

LGS

せっこうボード

LGS

せっこうボード

フレキシブルボード

LGS

厚さ

12.5

12.5

12.5

12.5

6

塗装

EP

EP

EP

EP

天　井

杉羽目板

LGS

化粧せっこうボード

LGS

化粧せっこうボード

化粧せっこうボード

LGS

厚さ

12

9.5

9.5

9.5

塗装 廻縁

木

塩ビ

塩ビ

塩ビ

天井高

2,700

2,400

2,400

2,900

室名札
ｶｰﾃﾝ

BOX
備　考

照明BOX

カウンター

ミニキッチン

階

1

室　名

多目的WC

女子WC

男子WC

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

床

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

一部汚垂れ石

厚さ

2.0

28

150

2.0

28

150

2.0

巾　木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

高さ

60

60

60

塗装

天　井

厚さ

9.5

9.5

9.5

塗装

EP

EP

EP

EP

EP

廻縁

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

天井高

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,600

2,400

2,600

2,600

2,600

2,600

室名札
ｶｰﾃﾝ

BOX

○

○

○

備　考

大便器、手すり、洗面器、手洗器

ベビーチェア、フィッティングボード

ベビーシート、オストメイト

洗面器、鏡、大便器、手すり

ベビーチェア、フィッティングボード

照明BOX

洗面器、鏡、小便器、大便器、手すり

ベビーチェア、フィッティングボード

掃除流し

照明BOX

ミニキッチン

屋内側、硬質ウレタンフォーム(現場発泡）ｔ＝30

防塵塗装

一部防塵塗装

木製建具の額縁は桧ムク材(三重県産) 特一程度品又は同等品以上とする。

特記なき限り巾木H=60とする。

■特記事項

A-11

室外機置場軒裏：ケイカル板t=6、EP

塗装仕上の略号

・・合成樹脂調合ペイントSOP

EP ・・合成樹脂エマルション塗料

OS ・・オイルステイン塗料

DP ・・耐候性塗料

準不燃

法定防火材料認定番号

ボード類・・カッコ内は最小厚を示す クロス類・・下地との張合せによる防火性能(直張り)9828QM-

塗料・塗壁等・・下地の種類別

NM-8585　・・塗料塗装/不燃材料

QM-9816　・・塗料塗装/準不燃材料

・・EP

・・EP

・・せっこうボード（9.5）

QM- ・・硬質木毛セメント板（25）9701

ビニルクロス貼り（不燃）

3991(不燃下地/不燃石こうﾎﾞｰﾄﾞ)・・ビニル壁紙（RE51856)壁装材料　NM-

不　燃 NM-8599 ・・ロックウール吸音板（9）

不　燃 NM- ・・グラスウールマット（100）3847

NM-不　燃 ・・硬質ウレタンフォーム吹き付け（30）4674

NM-不　燃 8697 ・・ガルバリウム鋼板

NM-不　燃 1240 ・・押し出し成形セメント板

60

60

60

60

60

60

60

60

60

LGS

せっこうボード

一部タイガーFeボード

LGS

ハイパーティション

せっこうボード

一部ハイパーティション

LGS

せっこうボード

一部ハイパーティション

ハイパーティション

せっこうボード

LGS

せっこうボード

一部ハイパーティション

LGS

せっこうボード

一部ハイパーティション

LGS

せっこうボード

一部ハイパーティション

LGS

せっこうボード

一部ハイパーティション

LGS

せっこうボード

LGS

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

LGS

杉羽目板

LGS

ロックウール化粧吸音板

LGS

ロックウール化粧吸音板

LGS

化粧せっこうボード

LGS

化粧せっこうボード

LGS

化粧せっこうボード

LGS

化粧せっこうボード

LGS

化粧せっこうボード

LGS

化粧せっこうボード

LGS

化粧せっこうボード

LGS

12

9

9.5

9

9.5

9.5

9.5

9.5

9.5

9.5

9.5

9.5

木

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

4,730

2,600

2,600

2,600

2,600

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400
2,635

2,635

○

○

湯沸サービス

受付カウンター

ミニキッチン

アコーディオンカーテン

天井収納はしご

掃除具入

WC通路

ﾍﾞﾋﾞｰﾙｰﾑ

授乳室

阿保地区
市民センター

倉庫2

会議室1、2、3

机椅子庫

図書室

事務室

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

タイルカーペット

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

タイルカーペット

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

ビニル床シート

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

タイルカーペット

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

タイルカーペット

モルタル塗り金コテ押え

土間コンクリート

28

150

2.0

28

150

2.0

28

150

2.0

28

150

2.0

28

150

6

24

2.0

28

150

6

24

2.0

28

150

6

24

6

24

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

壁

メラミン化粧板

LGS

メラミン化粧板

せっこうボード

LGS

メラミン化粧板

せっこうボード

LGS

せっこうボード

LGS

せっこうボード

LGS

ビニルクロス貼り

せっこうボード

LGS

ビニルクロス貼り

せっこうボード

LGS

せっこうボード

LGS

せっこうボード

LGS

せっこうボード

一部ハイパーティション

LGS

せっこうボード

一部ハイパーティション

LGS

せっこうボード

LGS

せっこうボード

LGS

厚さ

3

12.5

3

12.5

3

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

塗装

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

せっこうボード

せっこうボード

せっこうボード

せっこうボード

せっこうボード

化粧せっこうボード

LGS

化粧せっこうボード

LGS

ロックウール化粧吸音板

LGS

化粧せっこうボード

ロックウール化粧吸音板

LGS

化粧せっこうボード

LGS

ロックウール化粧吸音板

LGS

ロックウール化粧吸音板

LGS

9.5

9.5

9.5

9.5

9

9.5

9.5

9

9.5

9.5

9

9.5

9

9.5

不　燃 3522NM-　　　　・・ケイ酸カルシウム板（6） 準不燃

不　燃 NM-2694 ・・フレキシブルボード（6）

不　燃 NM- ・・せっこうボード（12.5）8619

不　燃 NM- ・・普通硬質せっこうボード（12.5）9645

普通硬質せっこうボード

ロックウール化粧吸音板

LGS

9

9.5

12.5 EP

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

不　燃 NM- ・・タイガーFeボード（12.5）4798

不　燃 NM- ・・化粧せっこうボード（9.5）1864

不燃積層せっこうボード捨貼り

不燃積層せっこうボード捨貼り

不燃積層せっこうボード捨貼り

不燃積層せっこうボード捨貼り

不燃積層せっこうボード捨貼り

不燃積層せっこうボード捨貼り

不燃積層せっこうボード捨貼り

・・不燃積層せっこうボード（9.5）0441NM-不　燃

コンクリート化粧仕上

稼働間仕切り

図書室カウンター

立平葺(H=25)＠333　ガルバリウム鋼板t=0.4(馳内部ホットメルト充填）

ガルバリウム鋼板は塗装溶融55％アルミニウム亜鉛合金めっき鋼板 t=0.4とする。

シート防水、硬質ポリウレタンフォームt=30、QLルーフ下地

立ち上がり硬質木毛セメント板t=25下地

下地・仕上略語

・・軽量鉄骨LGS

・・プラスターボードPB

WP ・・木材保護塗料塗り

杉羽目板貼りt=12、WP塗り、下地桟16x45@303

WP

WP

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日

杉羽目板は、杉ムク材(伊賀産)本実加工、12x135、特一程度又同等品以上とする。

床コンクリート化粧仕上は、クリスタルハード：ＣＨ-ＲＳ/Ｐ＃200仕上げ同等以上とする。
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平面図
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0
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0
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0
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0
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0

Y1
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X1 X2 X3 X4

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

280 9,420 12,000 8,020 280

30,000

X1 X2 X3 X4

200

9,500 5,500 5,000 5,000 5,000

200

3,500 3,700 3,700 4,000 7,000 3,600 1,500 3,000

1,200

2
0
0
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0
0

7
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0

1
0
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0
0
0

1
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00
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8
,
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0
0

4
,
0
0
0

1
1
,
0
00

3
,0
0
0

2
,
00
0

2
,0
0
0

相談室

ｻｰﾊﾞｰ室

書庫・倉庫

宿直室

守衛室

女子WC

ﾍﾞﾋﾞｰﾙｰﾑ 授乳室多目的WC

WC通路

多目的スペース

地域包括支援センター

行政機能

倉庫1

机椅子庫

ﾍﾞｯﾄﾞ

ﾍﾞﾝﾁ

申請台

申請台

ﾍﾞﾝﾁ

天井収納ﾊｼｺﾞ

会議室1会議室2

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

休憩室1

休憩室2

更衣室1

更衣室2

ｺﾋﾟｰ室

市民センター

阿保地区

会議室3

湯沸サービス

搬入口

衝立

ﾍﾞﾝﾁ

倉庫2
図書室

公用車
掲示板

外倉庫

ポーチ 風除室

自転車置場

思いやり駐車場

車椅子駐車場

平面図　S=1/100

Yp

Xp

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

PS

総合盤

EPS

通路
職員

男子WC

掃除具
入れ

図書返却ポスト
南廊下

A-12

-270

自販機
置場

4
,
5
0
0

2
,2
5
0

2
,2
5
0

2,250

6,250

4,000

4,000

有効巾

1,660

9
9
5

有
効

巾

有効巾

1,200

有
効

巾

99
5

有効巾

1,200

有効巾

1,410

有効巾

1,900

有
効
巾

1
,
8
90

有効巾

5,380

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

+440

+500ホール

※外倉庫を除く
室内床レベル全て

+180

+440

+250

ATM

事務室

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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日付.

ｍ／ｍ

A1版1/100
A3版1/200

伊賀市阿保地内№

令和2年

立面図　No1

280 9,420 12,000 8,020 280

30,000

X1 X2 X3 X4

隣
地

境
界
線

南立面図　S=1/100

2,952

Y1Y2Y3Y4Y5

280 6,520 10,400 5,000 8,020 280

30,500

道
路

境
界

線

5
0
0

3
,
5
0
0

▽1FL

▽最高の高さ

西立面図　S=1/100

12,382

前面道路

道
路

境
界

線

12,382

1.0

1.25

道
路
斜
線
制
限

6,945

隣
地

境
界

線

1.0

1.25

1.0

1.25

2
0
,
0
0
0

2
0
,
00
0

▽SGL

▽軒高

▽最高の鉄骨梁天
30

100

100
8

100
15

100
8

100
8

100
15

100

100
15

6
0
0

6,
1
6
0

5
,
5
60

2
,0
6
0

3
,
5
0
0

2
,0
6
0

6
0
0

▽最高の高さ

▽軒高

▽1FL

5
0
0

▽1FL

▽最高の高さ

▽SGL

▽軒高

▽最高の鉄骨梁天

3
,
50
0

6
0
0

6
,
1
6
0

5
,
5
6
0

2
,
0
6
0

A

A

A

B

B

C

DD

D

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

外壁：押し出し成形セメント板t=60　横張工法、研削素地吸水防止剤仕様

巾木：モルタル塗り金コテ押さえｔ＝20,EP

軒樋：前高165

軒樋：前高130

軒樋：折板120

斜め樋：カラーガルバリウム鋼板曲げ加工t=0.4

縦樋：VP125カラー

縦樋：VP100カラー

縦樋：VP65カラー

鉄部DP塗装

水切：ガルバリウム鋼板t=0.4

L

L

K

K

K

F
G

G

H

I

IIII

C

JJ

J J

30
100

N SUS小屋裏換気孔

NN

5,940

A-13

1,500 1,500

2,250 1,500 1,500

4,000

Xp

目隠しフェンス

▽平均GL

6
0
0

▽最高の高さ

M

3
,
50
0

2
,
0
6
0

▽軒高

▽1FL

▽平均GL

6
,
57
8

3,
9
1
8

4
18

8
2

6
,
5
7
8

3
,
9
1
8

4
1
8

82

屋根：立平葺(H=25)＠333　ガルバリウム鋼板t=0.4(馳内部ホットメルト充填）

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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伊賀市阿保地内№

令和2年

立面図　No2
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隣
地
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界
線

北立面図　S=1/100
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Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

2806,52010,4005,0008,020280
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道
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境
界

線

隣
地

境
界
線

東立面図　S=1/100

13,413

道
路

境
界

線

前面道路

1.0
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道
路
斜
線
制
限

13,4135,008
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1.0
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1.0

2
0
,
0
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0
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0
,
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0

5
0
0

▽最高の高さ

▽1FL

▽SGL

5
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0

▽1FL
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▽軒高

▽軒高

▽最高の鉄骨梁天
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屋根：立平葺(H=25)＠333　ガルバリウム鋼板t=0.4(馳内部ホットメルト充填）

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

A1版1/50
A3版1/100矩計図No1
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ﾌｫ-ﾑｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞ t=50
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15 (2枚重)
砕石t=100

天井：化粧せっこうボードt=9.5

床：ビニル床シートt=2.0 コンクリート化粧仕上

壁：せっこうボードt=12.5、EP

モルタル塗り金コテ押さえt=28

研削素地吸水防止剤仕様

ゴムアス系ルーフィングｔ＝1.0敷き

グラスウール敷き込みt=100

軒樋：前高165
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ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15 (2枚重)
砕石t=100

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　t=150
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下地：硬質木毛セメント板ｔ＝25　　　
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せっこうボードt=12.5、EP
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土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　t=180

照明BOX

（詳細図参照）

屋内側、硬質ウレタンフォーム(現場発泡）ｔ＝30

壁：せっこうボードt=12.5、EP

給湯サービス

別図参照
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グラスウール敷き込みt=100

グラスウール敷き込みt=100

C100x50x20x2.3@900下地
構造用合板t=12貼り

幕板：別図参照

壁：せっこうボードt=12.5、EP

室外機置場軒裏：ケイカル板t=6、EP
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廻縁：杉、WP

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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計

日付.
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伊賀市阿保地内№

令和2年
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ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15 (2枚重)
砕石t=100

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　t=150
ﾌｫ-ﾑｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞ t=50
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15 (2枚重)
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床：ビニル床シートt=2.0 コンクリート化粧仕上 床：タイルカーペット敷き
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下がり壁見切：塩ビ
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天井：ロックウール化粧吸音板貼りt=9 天井：ロックウール化粧吸音板貼りt=9
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ガルバリウム鋼板t=0.4
（馳内部ホットメルト充填）

ゴムアス系ルーフィングｔ＝1.0敷き
下地：硬質木毛セメント板ｔ＝25　　　

屋根：立平葺（Ｈ＝25）＠333　　　

杉羽目板貼りt=12、WP

杉羽目板貼りt=12、WP

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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コンクリート直押さえ

霧よけ：ｱﾙﾌｨﾝAF91

杉羽目板貼りt=12、WP

鉄骨階段はさび止めまで

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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角型化粧ケース

笠木：ガルバリウム鋼板t=0.4
ｽﾁｰﾙ幕板

（詳細図参照）

（詳細図参照）
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ガルバリウム鋼板t=0.4
（馳内部ホットメルト充填）

ゴムアス系ルーフィングｔ＝1.0敷き
下地：硬質木毛セメント板ｔ＝25　　　

巾木：モルタル塗り金コテt=20、EP

研削素地吸水防止剤仕様
外壁：押し出し成形セメント板t=60

屋内側、硬質ウレタンフォーム(現場発泡）ｔ＝30

屋内側、硬質ウレタンフォーム(現場発泡）ｔ＝30

研削素地吸水防止剤仕様
外壁：押し出し成形セメント板t=60

ｽﾁｰﾙ幕板
（詳細図参照）

鉄部SOP塗装

硬質ポリウレタンフォームt=30

金属下地　機械固定

不燃積層せっこうボードt=9.5捨貼り

屋根：立平葺（Ｈ＝25）＠333　　　

杉羽目板貼りt=12、WP

杉羽目板貼りt=12、WP

杉羽目板貼りt=12、WP

杉羽目板貼りt=12、WP 杉羽目板貼りt=12、WP 杉羽目板貼りt=12、WP杉羽目板貼りt=12、WP

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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LSD

5
5
8

2
,
0
4
2

杉羽目板貼りt=12、WP

廻縁：杉、WP

下がり壁見切：杉、WP 下がり壁見切：杉、WP 下がり壁見切：杉、WP

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

3,500 3,000 3,500 3,000

A B C D

壁

巾木

床

天井

せっこうボードt=12.5、EP

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

ビニル床シートt=2.0

化粧せっこうボード貼りt=9.5

2
,4
0
0守衛室展開図　S=1/50

3,500 4,000 3,500 4,000

A B C D

2
,
40
0

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

宿直室展開図　S=1/50

せっこうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

化粧せっこうボード貼りt=9.5

ビニル床シートt=2.0

11,000 7,000 11,000

CBA

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

化粧せっこうボード貼りt=9.5

2
,6
3
5書庫倉庫展開図　S=1/50

4,000 3,000 4,000 3,000

A DCB

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

化粧せっこうボード貼りt=9.5

2
,
6
3
5外倉庫展開図　S=1/50

防塵塗装

ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾃ押えt=20、H320

7,000

D

2
,
6
3
5

展開図No3 A3版1/100
A1版1/50

ビニル床シートt=2.0

9
5
0

7
5
0

カウンター

AW

9
4
0

1,
0
5
5

4
0
5

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

2
,
0
0
0

LSD

1
,
90
0

WD

1,
9
0
0

WD

2,
0
4
0

1
0
0
4
55

4
0

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

LSD

2,
0
0
0

2
,
00
0 2
,4
9
5

250

FIX FIX FIX

ｽﾁｰﾙ間柱SOP

1
,
05
5

9
4
0

FIX

ｽﾁｰﾙ間柱SOP

フレキシブルボードt=6、EP

せっこうボードt=12.5、EP

せっこうボードt=12.5、EP
目隠しパネル

A-25

50
0

7
0
0 4
0
5

5
0
0

2
,
14
0

4
55

4
0

6
3
5

4
05

ビニル巾木、H60

ビニル巾木、H60

3
2
0

2
,
5
8
0

9
0
0

塩ビ見切り縁 塩ビ見切り縁 塩ビ見切り縁

タモ集成t=30、OSCL
(SUS-平金物補強）

額縁：米栂25x40、SOP

建具枠：米栂25x120、SOP

建具枠：米栂25x120、SOP

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

2,350 2,200 2,350

A B C D

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

ビニル床シートt=2.0

多目的WC展開図　S=1/50

せっこうボード貼りt=9.5、EP

2
,
4
0
0

A B C D

2
,
40
0

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

ビニル床シートt=2.0

ﾍﾞﾋﾞｰﾙｰﾑ展開図　S=1/50

せっこうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

3,700 3,680 3,680 3,700 3,680

A B DCB

2,
4
0
0

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

ビニル床シートt=2.0

せっこうボード貼りt=9.5、EP

メラミン化粧合板貼り

女子WC展開図　S=1/50

3,700 4,180

A B

2
,
4
0
0

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

ビニル床シートt=2.0

せっこうボード貼りt=9.5、EP

3,700 2,820 7,400 2,200 1,120

A B C D

2
,
4
0
0

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

ビニル床シートt=2.0

せっこうボード貼りt=9.5、EP

化粧せっこうボード貼りt=9.5

授乳室展開図　S=1/50

せっこうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

化粧せっこうボード貼りt=9.5

ビニル床シートt=2.0

ビニル巾木、H60

仕上(※図中特記以外）

天井

床

巾木

壁

2
,
40
0

DCBA

1,7001,700

A1版1/50
A3版1/100展開図No4

2
,
0
0
0

LSD

9
40

1
,
0
5
5

4
0
5

9
4
0

1
,
0
5
5

4
0
5

1,
8
80

2
0

1
,8
8
0

2
0

2
,
0
0
0

LSD

open

7
3
0

1
70

1
,
0
0
0

1
,
4
0
0

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt=25
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt=25open

openopen
open

1,120

B

1
,
0
00

1
,
40
0

1
,3
0
0

1,
1
0
0

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt=25

1,120 3,700

C

open

4,180

D

7
3
0

1
7
0

1,
5
0
0

1
,3
0
0

1,
1
0
0

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt=25

1,120

open

1,7001,700

2
,
00
0

2
,
00
0

LSD

open

2
,
00
0

LSD

2
,
0
0
0

掃除具入

3,045 1,135

open open

1,2002,500

1
,
1
0
0

1
,
3
0
0

open
ﾍﾞﾋﾞｰﾙｰﾑ入口

掃除具入 掃除具入

WC通路・掃除具入展開図　S=1/50

照明BOX

照明BOX照明BOX

ｽﾁｰﾙ見切縁140x25　SOP

ｽﾁｰﾙ見切縁140x25　SOP

ｽﾁｰﾙ見切縁140x25　SOP ｽﾁｰﾙ見切縁140x25　SOP

ｽﾁｰﾙ見切縁140x25　SOP

1,800 1,800 1,450 1,450

A-26

40
0

4
0
0

4
0
0

2,200

ｽﾁｰﾙ見切縁140x25　SOP

補強材（C-100x50x20x3.2）で補強すること（建築工事）
洗面器、手すり等、壁で支持する壁内には、

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼り（普通硬質PB下地）

掃除具入

腰：コンパネ2重貼りの上メラミン化粧合板

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

ビニル床シートt=2.0

せっこうボード貼りt=9.5、EP

メラミン化粧合板貼り

男子WC展開図　S=1/50

掃除具入展開図　S=1/50

せっこうボードt=12.5、EP

せっこうボードt=12.5、EP

200

SUS巾木出隅

200

SUS巾木出隅

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

3,600 2,000 3,600 2,000

A

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

化粧せっこうボード貼りt=9.5

2
,
4
0
0サーバ室展開図　S=1/50

せっこうボードt=12.5、EP

B C D

3,600 3,600

A

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

化粧せっこうボード貼りt=9.5

せっこうボードt=12.5、EP

2
,
40
0休憩室1、2展開図　S=1/50

DDCB B休憩室1 休憩室1 休憩室2 休憩室2 休憩室2 休憩室1

3,000 3,000

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

化粧せっこうボード貼りt=9.5

せっこうボードt=12.5、EP

ビニル床シートt=2.0

2,
4
0
0更衣室1展開図　S=1/50

A B C D

3,000 2,000 3,000 2,000

A B C D

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

化粧せっこうボード貼りt=9.5

せっこうボードt=12.5、EP

ビニル床シートt=2.0

更衣室2展開図　S=1/50

2,
4
0
0

3,000 3,000

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

化粧せっこうボード貼りt=9.5

せっこうボードt=12.5、EP

ビニル床シートt=2.0

2
,
4
0
0コピー室展開図　S=1/50

A B C D

1,500 7,000 7,000

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

化粧せっこうボード貼りt=9.5

ビニル床シートt=2.0

2
,
4
0
0

A B

タイルカーペット、OAフロア

展開図No5

A1版1/50
A3版1/100

D

STP

2,150 2,150

2
,
0
6
3

1
7
2

2
,
0
6
3

1
7
2

LSDLSD

AW

9
4
0

1,
0
5
5

4
0
5

9
40

1
,
0
5
5

4
0
5

9
4
0

1
,
0
5
5

4
0
5

1
6
5

2
,
0
63

2
,
0
63

9
40

1
,
0
5
5

4
0
5

AW

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

ビニル床シートt=2.0

1
,
99
5

1
0
0
5
0
0

4
0

2
3
5

AW

3
37

3
37

LSDLSD

open

open

2,850 2,850

2
,
0
63

2
,
0
63

LSDLSD

3
37

3
37

2
,
0
0
0

LSD

2,
0
6
3

1
7
2 1
6
5

LSD LSD

2,1502,300 2,150 2,300

2
,
0
0
0

LSD

消火器BOX

職員通路展開図　S=1/50

せっこうボードt=12.5、EP
目隠しパネル

下がり壁見切：塩ビ

A-27

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

4
0
0

4
0
0

AW

エアコン室内機

2
3
5

995

せっこうボードt=12.5、EP

下がり壁見切：塩ビ

せっこうボードt=12.5、EP

下がり壁見切：杉、OS

エアコン室内機
（取付下地補強） （取付下地補強）

APT

APT APT APT APT APT

APT SPT SPT APT

APT APT

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



令和2年

№ 伊賀市阿保地内

ｍ／ｍ

日付.
設
　
計

係　員

3,400 3,000 3,400 3,000

A DCB

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外） 2
,
60
0相談室展開図　S=1/50

化粧せっこうボード貼りt=9.5

タイルカーペット

2,600 2,000 2,600 2,000

A B C D

2
,6
0
0

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ハイパーティション

ハイパーティション

タイルカーペット

倉庫1展開図　S=1/50

4,000 3,500 4,000

A B C D

2,
6
0
0

壁

巾木

床

天井

仕上(※図中特記以外）

ビニル床シートt=2.0

机椅子庫展開図　S=1/50

化粧せっこうボード貼りt=9.5

3,500

タイルカーペット

会議室1、2，3展開図　S=1/50

ビニル巾木、H60

仕上(※図中特記以外）

せっこうボードt=12.5、EP

天井

床

巾木

壁

5,000 5,000 5,000 8,500 8,500

2
,
6
0
0

BBA A A会議室2 会議室1会議室3 会議室1 会議室2、3

会議室3会議室3会議室2会議室1 CCC D

8,5005,0005,0005,000

A3版1/100
A1版1/50

展開図No6

せっこうボードt=12.5、EP

せっこうボードt=12.5、EP

ビニル巾木、H60

ビニル巾木、H60

2
,
0
4
2

5
5
8

open open

LSD

LSD

2
,
04
2

5
5
8

LSDSLW

SLW

2
,
0
63

1
72

3
6
5

SLW

2
,
0
6
3

LSD

5
37

2
,
0
6
3

5
37

LSD

2
,
0
6
3

5
37

LSD

1
,
9
9
5

9
4
0

1
0
0

50
0

2
,
6
0
0

A-28

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

1
,
6
55

55

ロックウール化粧吸音板貼りt=9

ロックウール化粧吸音板貼りt=9

SPT SPT

SPT SPT SPT SPT

SPT SPT

SPTSPT

LSDSPT

5
5
8

2
,
0
4
2

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



令和2年

№ 伊賀市阿保地内

ｍ／ｍ

日付.
設
　
計

係　員

2,180 2,250 2,180 2,250

2
,
4
0
0

壁

巾木

床

天井

せっこうボードt=12.5、EP

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

倉庫2展開図　S=1/50

ビニル床シートt=2.0

化粧せっこうボード貼りt=9.5

A B C D

5,500

2
,
60
0

A

壁

巾木

床

天井

せっこうボードt=12.5、EP

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

阿保地区市民センター展開図　S=1/50

壁

巾木

床

天井

せっこうボードt=12.5、EP

仕上(※図中特記以外）

図書室展開図　S=1/50

木製巾木、H60

3,500 5,000 3,500 5,000

A B C D

2
,
6
0
0

壁

巾木

床

天井

せっこうボードt=12.5、EP

仕上(※図中特記以外）

ビニル巾木、H60

展開図No7

A1版1/50
A3版1/100

2
,
0
6
3

5
37

見切り、米栂t=25、OP

LSD

2,
0
0
0

WD

事務室展開図　S=1/50

13,500

13,500

85
8
5
5

1
,
05
5

1
,9
9
5

1
,
05
5

9
4
0

LSD

9,500

2
,
1
00

17
0

2
5

AD

1
,
1
6
0

9
4
0

2,
6
0
0

9,500

9
4
0

1
,
6
5
5

2,
6
0
0

A B

C D

FIX

LSD

FIX

タイルカーペット

タイルカーペット

タイルカーペット

8,500 5,500 8,500

DCB

2
,0
0
0

9
4
0

1
,
6
55

AW
ﾐﾆｷｯﾁﾝ

B

WD

冷蔵庫

せっこうボードt=12.5、EP
目隠しパネル

ロックウール化粧吸音板貼りt=9

ロックウール化粧吸音板貼りt=9

ロックウール化粧吸音板貼りt=9

A-29

5

5

5
0
0

6
0
5

6
0
5

6
0
5

4
0
0

6
0
0

建具枠：米栂25x120、SOP

建具枠：米栂25x120、SOP

額縁：米栂25x40、SOP

2,
0
6
3

1
7
2
3
6
5

2
,0
63

5
3
7

SPT

SPT

STP

2,
0
6
3

5
3
7

LSD STP

1,350 3,650

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

スタッド

二重貼@450内外

一重貼@300内外

スラブ又は梁下

上部ランナー 

ボードを延長する場合 

天井仕上材 

見切縁 

下部ランナー 

Ｈ

Ｃ
Ｈ

アンカー　＠８００ 

ＦＬ 

スタッド ランナー 開口部補強材 スタッド高さ

間柱・ランナーの種類　　特記なき限り下記に依る

90形

100形

90X45X0.8 92X40X0.8 C-75X45X15X2.3

100X45X0.8 102X40X0.8 2C-75X45X15X2.3 4.5～5M以下

3.7～4.5M以下

C-60X30X10X2.367X40X0.865X45X0.865形 3.7以下

50形 50X45X0.8 52X40X0.8 2.7以下

スタッド

巾木：ABS樹脂 H=60

アルミジョイナー

メラミン不燃化粧板t=3

LGS：90x45x0.8

ビニル巾木　H=60

モルタル下地
モルタル下地

ｽﾃﾝﾚｽ箔

1/5軽量鉄骨間仕切り

WC

PB t=12.5下貼り

巾木 1/5 1/5WC壁：メラミン不燃化粧板　出隅・入隅納め

壁：メラミン不燃化粧板t=3
目透かし

20

3
木口化粧材

PB t=12.5下貼り

壁：メラミン不燃化粧板t=3

(焼き付け塗装仕上げ）
アルミジョイナー

壁：メラミン不燃化粧板t=3

PB t=12.5下貼り

PB t=12.5下貼り

壁：メラミン不燃化粧板t=3

コーキング

PB t=12.5下貼り
壁：メラミン不燃化粧板t=3

PB t=12.5　EP

PB t=12.5下貼り

WC壁：メラミン不燃化粧板　平目地　目透かし納め

1/5

床:ビニル床シートt=2

1/5

天井:化粧PB t=9.5

（LGS下地）

天井:化粧PB t=9.5
（LGS下地）

（LGS下地）

ホール下がり天井

50

1
5

10

天井：ロックウール化粧吸音板張りt=9
PBt=9.5捨て貼り

（LGS下地）

塩ビ廻縁

職員通路下がり天井

天井:化粧PB t=9.5

面台壁：メラミン不燃化粧板t=3
コンパネt=12 LGS：90x45x0.8

面台：メラミンポストフォーム

木下地140ｘ45

2
5

2
5

150

10

壁：メラミン不燃化粧板t=3

PB t=12.5

1/5 1/5

面台壁：メラミン不燃化粧板t=3
LGS：90x45x0.8

面台：メラミンポストフォーム

木下地140ｘ45

2
5

10

壁：メラミン不燃化粧板t=3

PB t=12.5

コンパネt=12ｘ2重貼り

面台(小便器） 汚だれ陶板 1/5

汚だれ陶板t=5

2
.
8

床:ビニル床シートt=2

床:ビニル床シートt=2
モルタル下地

コーキング

面台(手洗い、洋風便器）

1/5

塩ビ見切り

1/5

ＶＰ５０φ（ステンレス目皿付）

最寄りの排水溝又は排水桝迄

一般歩行ノンスリップタイプ

防水剤入りモルタル

枠 ステンレス既製品

6
7

2
0

3
0

8 ステンレスラインマット

1/5

タッピンねじ又は溶接　＠８００ 

PB t=12.5　EP

WC通路床見切り 1/5床見切り

土間コンクリート下地 モルタル下地

SUS目地棒5x12

床:ビニル床シートt=2 床:ビニル床シートt=2 床:コンクリート化粧仕上

1
5
0

3
0

SUS見切り： -40x20x2.0
モルタル充填

床:タイルカーペット
OAフロア

天井　廻縁

部分詳細図No1

玄関マット

A1版1/5、10
A3版1/10、20

1
8
0

1
0

A-30

1/5

亜鉛鉄板補強材

パテ処理

コーキングコーキング

コーキング コーキング

モルタル下地
(ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ・ﾌﾛｱPU同等)

壁：塗装　クロス下地　出隅納め

150

30

1
0

3

12.5

7
7

7

2
3

2
3

ピクチャーレール

風除室

ホール

壁：プラスターボードt=12.5　EP

壁面先付けタイプKS-PCR40A-SWS-2

天井先付けタイプKS-PCR40A-STS-2を壁面付け

フックは、いずれも2個/m（KS-PCR-2最大荷重30kg）

塩ビ廻縁 （LGS下地）
塩ビ廻縁

（LGS下地）
天井:化粧PB t=9.5 天井:PB t=9.5　EP

壁：メラミン不燃化粧板t=3
PB t=12.5下貼り

PB t=12.5　EP

25 15

1
5

3
0

PB t=12.5　EP

下地桟16x45@303

杉羽目板t=12

1/10

WP塗り

廻縁：杉55x45　WP

杉25ｘ50　WP

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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伊賀市阿保地内№

令和2年

15

1
5

1
0

L-50×50×6

Zクリップ

シーリング

特殊ウレタンガスケット

特殊ウレタンガスケット

RW充填自重受け40×23×5  3段毎※ 

L-50×50×6(通し)

硬質パッキング 

シーリング

出隅コーナー0.4t(SUS) 
内水切りプレート 

L-50×50×6 L=100 @900
L-50×50×6 L=120

ECPコーナー　60t

実
開
口
高
さ

2
5

7016.5

60 1021.5

60 105

開口補強材

硬質パッキング

開口補強材

重量受けアングル

ECP　60t

ECP　60t

2020

実開口幅

1
0

5
6
0

7
0

1
6
.
5

1
0

6
0

5

Zクリップ

硬質パッキング

ECP　60t ECP　60t

1/5 1/5 1/5外壁押し出し成形セメント板コーナー 外壁押し出し成形セメント板巾木 外壁押し出し成形セメント板-サッシ 1/5

(NVナット)
高耐力角ナット

Zクリップ

硬質パッキング

開口補強材

シーリング

水切り 水切り

シーリング

開口補強材

シーリング

シーリング

水切り

シーリング

硬質パッキング 

Zクリップ

15 RW等 

硬質パッキング 

シーリング材

自重受け金物L-50×50×6(通し)

Zクリップ

L=100 @900 
C-100×50×5×7.5

ECP　60t

6
0

10
0

6
0

10
0

60100

L-50×50×6 L=100

L-50×50×6

1
0

25

50

1
0
5
5

5
0
0

200 20

54
0

外壁押し出し成形セメント板

シャッター納まり

カラー鋼板t=0.8曲げ

コーキング

可動中柱

445

75 60 200 60

80

1
2
6

75

角型化粧ケース

右収納

ケース外面110

F
L
~
10
2
5

128
80

1
26

F
L
~
1
3
0
0

ケース外面110

1/10 1/40

天井開口部下地補強 1/20

取付チャンネル

目地タイプ
一般部分を示す

天井下地材回転軸

スライドアングル

４５０ｘ４５０

４
７

.
５

天井補強チャンネル

天井仕上材

解錠

取付金具

グレモン錠

スライドアングル

４０°

施錠

断面図　１／10

天井点検口 1/20

※特記なき限り一般タイプとする。

野縁

補強野縁

野縁 補強野縁

つりボルト位置

補強野縁受け 補強野縁受け

野縁受け

(
3)

(3)

W
(3
)

L (3)

伏　図　1/20 伏　図　1/20

W

野縁受け

つりボルト位置

野縁

野縁

(
3
)

(3)

(
3
)

L (3)

照明器具

照明器具用吊ボルトは別途

・野縁受けの持出しが３００ｍｍ以上の場合は増しづりを行なう。

・補強野縁受け材及び取り付け用補強材は野縁受け材と同材とする。

伏　図

(35)L

W
(
2
8
)

補強野縁

補強野縁

つりボルト位置

取付け用補強材

補強野縁受け

  

  

野縁受け野縁

野縁

野縁受け
補強野縁受け

補強野縁

つりボルト位置

補強野縁

伏　図

  W

吹出口 点検口

野縁Ｍバー

●パネルサイズ
　　500×500×27. 4mm

●材質・ 表面処理
　　表面板・ 裏面板
　　溶融亜鉛メッキ鋼板　
　　　（ 軽量無機質材充填）

●パネル重量
　　標準パネル（ 開口無し） ： 約7. 6kg/枚
　　開口パネル（ 開口有り） ： 約7. 4kg/枚

●有姿最弱部集中荷重（ 加圧板φ50） ※
　　3, 000N（ 300kgf）
　　たわみ5. 0mm以内
　　残留変形3. 0mm以内
　　※有り姿による試験（ JAFA新規格）

●耐震性能

●適応床高さ
　　H=200mm
　　タイルカーペット厚7mm含む

単位: mm

＋15
－15

■適応床高さ

※H寸法はタイルカーペット厚さ7mmを含む

＋15
－15

基準納まり図　S=1/20

縦断面詳細図　S=1/3

切断寸法100＜A≦600

65
標準パネル
開口パネル

パーチクルボード

十字穴付タッピンネジ
φ4×40

受台カバー+BB脚
BB脚

支持脚十字穴付タッピンネジ
φ4×40

BB脚

十字穴付タッピンネジ
φ4×40

ロックリング

パーチクルボード 標準パネル
（ 一列パネルの方向を変える）

BB脚

開口パネル

開口カバー BB脚

1
0
0
＜
A
≦
2
0
0

支持脚
BB脚

200＜A≦600
（ 200＜A≦300は中央にＢＢ脚を配置し補強する。）

500A 500

BB脚 パーチクルボード

受台カバー+ＢＢ脚

500 500 500

2
0
0

開口パネル
標準パネル

標準パネル
開口パネル

BB受台カバー

BB受台　（ H70-300）

支柱（ H130-150）

受台カバー＋ＢＢ脚部　納まり図 支持脚標準部　納まり図

支柱（ H130-150）

パネル受台・ H

受台カバー

ボルトストッパー

ロックリング

標準パネル
開口パネル

標準パネル
開口パネル

500

タイルカーペットロックリング
（ オプション）

標準パネル

2
7
.
4

7

Ｈ
＝
2
0
0

h
=
1
6
5
.
6

85

@500

２００ 約165. 6

適応床高さ（ Ｈ） 調整範囲配線空間（ ｈ ）

パーチクルボード

開口パネル
標準パネル

　　積載荷重300kg/㎡-1G　クリア

1/5OAフロア

部分詳細図No2

返却ポスト
開館中はカウンターへお返しください。

1
8

4
7
0

1
8

5
0
6

18 390 18

426

1/15返却ポスト

A1版1/5,10,15,20
A3版1/10,20,30,40

シルク印刷

SUS曲げ加工

1
0
0

1
8

4
7
0

1
8

380

ローラー

コーキング

押し出し成形セメント板t=60

390

5

St-1.6t、SOP

C-100x50x20x3.2
縦C-100x50x20x3.2＠900

A-31

10

St-1.6t、SOP

1
7
02
05

170

205

1
5

60 10

Zクリップ

硬質パッキング 

特殊ウレタンガスケット

L-50×50×6(通し)

F.B,6×90程度 @600

15

ECP　60t

φ10(SUS)

1.0t(SUS)外水切りプレート

シーリング

シーリング

35

20 120

30 110 72.5 12.5

硬質パッキング

LGS65

内装ボード

鉄部SOP塗装

PBt=12.5EP

225 10

10
5

2
6
5

30 30330

藤澤建機(株)MF-3ZC　 3000N仕様　同等

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

外
部

床
よ
り
1
,
2
0
0

水抜きパイプ
＠縦目地

SUS水抜きパイプ

11月12日
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1/30給湯サービス

4
5
0 2
5
0

4
5
0

6
00

1,6161,053

1,330 2,170

600 1,466

1
,
9
5
0

600

6
0
0

981

電気温水器

IHｺﾝﾛ

3
0
0

11
7

75

7
5

2
50

A

A

B

B

C

C

I

J

1,250

支柱φ34x2.3　SOP

8
0

12

PL-6　SOP

皿ビス留め

自販機置場

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ ｼﾛｯｺﾌｧﾝ

A
A

A A

B

B

B

B

C C

D

D
D

E

E

E

E

E

F

G GGJ

H H H

F

IHｺﾝﾛ

CB積みt=150
鉄筋D10@400ﾀﾃﾖｺ

2
0
0

2
0
0

4
00

80
0

8
5
0

6
00

5
0
0

72
0

1
,
1
3
0

1
,
8
5
0

75 175

250

支柱φ34x2.3　SOP

225 375

600

たわみ防止L-30x30x3＠450ビス留め

棚受金物

1/15
ミニキッチン　W=1200タイプ

9
1

2
9
0

2
1
0

44400

15 1,170 15

1,200

259

1,200

102

4
4
8
6

1
0

5
0
0

5
0

3
1
2

1
0
6

275 666

包丁差し

LED照明

583

6
0
0

151,17015

1,200

244

1
4
0

7
1
0

8
5
0

1
,
0
5
0

1
,
9
0
0

1
5

換気扇用スイッチ

1
4
0

7
1
0

8
5
0

1
,
0
5
0

1
,
9
0
0

1
5

1
5

1
5

6
0
0

1
,
0
7
5
（
上
台

）

1
,
0
7
5
（
上
台

）

8
2
5
（
下
台
）

8
2
5
（
下
台
）

幕板
LED照明

幕板

500

70 430

500

210 290

91

照明用スイッチ

防熱板
防熱板

■仕様

下台

（側板）特殊樹脂コート化粧パーティクルボード アンティックホワイト

（背板）特殊樹脂コート化粧MDF アンティックホワイト

（底板）特殊樹脂コート化粧合板 アンティックホワイト

（幕板）低圧メラミン化粧パーティクルボード アンティックホワイト

トップ

シンク

キャビネット

ステンレス（SUS430）

ステンレス（SUS430）

扉

取手

付属品

樹脂製 ホワイト

排水トラップ、直管接続用フクロナット

包丁差し、排水円板

上台 キャビネット （側板シンク側）特殊樹脂コート化粧パーティクルボード アンティックホワイト

外側：特殊樹脂コート化粧合板＋ラワン合板 アンティックホワイト

（側板コンロ側）内側：t3不燃化粧板

（背板）t3不燃化粧板＋ラワン合板＋パーティクルボード

（天板）t3不燃化粧板＋パーティクルボード

（幕板）内側：t3不燃化粧板

外側：低圧メラミン化粧パーティクルボード アンティックホワイト

（中間棚・棚板）特殊樹脂コート化粧パーティクルボード アンティックホワイト

照明器具

側板木口カバー

LED照明：6.7W

コンセント

ジョイントボックス

塩ビ成型品（コ型形状）L=900

サイドカバー 塩ビ成型品（Ｔ型形状）L=499

低圧メラミン化粧パーティクルボード四方木口貼 アンティックホワイト

（水切棚）軟鋼線材 ポリエチレンコーティング ホワイト

取付穴：□275 VD-18Z4-SW（ダクト径φ150）換気扇

防熱板

シングルレバー水栓 SF-WL438SY-JG

IHヒーター用（100V用）DMK-JB-E100V

IH一口コンロ CH-11CJG

水栓金具

流し台断面図IHコンロ断面図

コンロ、シンク面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt=32A

B

C

D

E

F

G

カウンター、棚：タモ集成フリー板t=30、OSウレタン塗装

照明板：タモ集成フリー板t=30、D=250、OSCL

壁：タンボアR溝チークt=4.6、下地PBt=12.5

壁：メラミン化粧合板t=3、下地コンパネt=12

ｻｲﾚﾝﾄｼｰﾄ（全面仕様）

排水部品S-SB（直管締付）

設備機器は以下同等品とする。

・ｵｰﾊﾞｰｼﾝｸ 中外交易YME500-390S

壁：PB t=12.5　EP

H

I

J

巾木：モルタル塗り金コテ押さえt=20、EP

ステンレスノンスリップ

A1版1/30、15
A3版1/60、30

・水栓　LIXIL-SFWL420SYX

部分詳細図No3A-32

自販機置場

カーテンボックス，照明BOX

アルミサッシスチールカーテンBOX

25 150 25

1
2
0

1
0

風除室照明BOX

25 150 25

1
2
0

1
0

米栂t=25　SOP

WC照明BOX

1/10

K

K

K K

B

C

D

E

E

G

H

H

H

支柱φ34x2.3　SOP

自販機置場

棚受金物

K

H

D

G

電気温水器

■給湯サービス仕様

カウンタ小口

K

米栂t=25　OS

米栂t=25　OS

米栂30x30、OS

米栂30x30、OS

たわみ防止L-30x30x3＠450ビス留め SOPSOP

アルミ見切りジョイナー（焼付け塗装）

米栂t=25　SOP

米栂t=25　SOP

1
,
8
8
0

2
5

25 1,825

150 25

1
20

2
0

1
0

St-1.6t、SOP

170

ステンレス巾木　H=60

1
0
0 5
0

I

I

I

1
8
0

1
0
0 5
0

・IHｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ　パナソニックKZ-11C

・シロッコファン　富士工業(株)XAI-3A-6016SI

・給湯器(機械設備工事）　LIXIL-EHPN-KB25ECV2

配管、配線は設備工事

（建築工事）

飲料用電気温水器セット SEHPNKB12ECV2A2

※LIXIL　DMK12LKWC1E100、同等品とする。

床：コンクリート化粧仕上

1
8
0

1
8
0

1/10消火器BOX

②扉　　ｽﾁｰﾙ　t2.0　ﾎﾟﾘｯｼｭﾎﾜｲﾄ　焼付塗装

①本体　ｽﾁｰﾙ　t1.2　ﾎﾟﾘｯｼｭﾎﾜｲﾄ　焼付塗装

③取手　ｽﾁｰﾙ　t1.2　ｸﾞﾚｰ　　　　焼付塗装

▽FL
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3
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1
0
0

1
5

1
0

1
5

6
3
0
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2.5
252.413.8 13.8
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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縦樋：VP65カラー
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笠木：カラーガルバリウム鋼板加工ｔ＝0.4
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目隠しフェンス

SUS小屋裏換気孔、西邦工業(株)SXU200MS同等、金網とも

A-33

21
0 4

30

けらば包み

鋳鉄縦引きドレン

1/50

1/50

1,500

けらば一体斜め樋：カラーガルバリウム鋼板曲げ加工t=0.4

シート防水、硬質ポリウレタンフォームt=30、QLルーフ下地

・立平ロック25型（(株)セキノ興産大垣店）

■立平葺きは、下記メーカーの同等以上とする

・ヨドルーフフェスタ400（(株)淀川製鋼所）

・三晃式立馳葺E-20（三晃金属工業(株)）

立平葺(H=25)＠333　ガルバリウム鋼板t=0.4(馳内部ホットメルト充填）

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年
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（馳内部ホットメルト充填）
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ケラバ唐草：屋根同材加工

ケラバ包み：屋根同材加工

母屋：Ｃ－100×50×20×2.3 

ケラバ包み：屋根同材加工

ケラバ唐草：屋根同材加工

＠1,820毎にダブル
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1,500 280

1,780
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2535
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外壁：押出成形セメント板t=60

研削素地吸水防止剤仕様

（馳内部ホットメルト充填）

ガルバリウム鋼板ｔ＝0.4

ゴムアス系ルーフィングｔ＝1.0敷き
下地：硬質木毛セメント板ｔ＝25
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15軒先唐草：屋根同材加工

軒先包み：屋根同材加工

軒樋：前高160

母屋：Ｃ－100×50×20×2.3 ＠606
＠1,820毎にダブル
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軒先唐草：屋根同材加工

水上取合水切り：屋根同材加工

1
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軒先唐草：屋根同材加工

水上取合水切り：屋根同材加工
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棟取付金具

水上取合水切り：屋根同材加工

1
8
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10 35
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棟包み板：屋根同材加工

ケラバ包み：屋根同材加工
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30

棟取付金具

230

コーキング及びバックアップ材
20

笠木：ガルバリウム鋼板ｔ＝0.4曲げ加工
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屋根：シート防水

QLルーフ

笠木：ガルバリウム鋼板ｔ＝0.4曲げ加工

先端シール

勾配1/50

亜鉛メッキ鋼板t=1.2

立ち上がり下地：硬質木毛セメント板ｔ＝25

立ち上がり接着工法

塩ビ被覆鋼板

デッキプレート受け材C-100x50x20x2.3

H-350x175x7x11

C-75x45x15x2.3

L-90x90x9
HTB1-M16

35
0

点線部分：目地コーキング

PL-9

PL-9
HTB1-M16

（外部のフランジはコーキング不要）

A A
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H-350x175x7x11

梁

L-90x90x9

@1,250
※ブラケットは、3m部材に3個所

▽ブラケット位置

▽ブラケット位置
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置

▽
ブ
ラ
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ッ

ト
位

置

コーキング及びバックアップ材

A-A断面図

S=1/10
S=1/10

S=1/10

S=1/10

S=1/10

S=1/10

S=1/10

230
棟包み板：屋根同材加工

棟取付金具

100
8

外壁：押出成形セメント板t=60

研削素地吸水防止剤仕様

外壁：押出成形セメント板t=60

研削素地吸水防止剤仕様

S=1/10ポーチ幕板詳細図

屋根庇納まり 棟納まり 壁水切り納まり

けらば納まり

5 15

25

屋根納まり図

A1版1/10
A3版1/20

軒天換気材、カラーGL鋼板

Joto：FV-N12W50F-L27同等

※外部の幕板鉄部は、亜鉛メッキの上DP塗装とする。
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H-350x175x7x11

L-90x90x9
HTB1-M16
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0

点線部分：目地コーキング
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PL-9
HTB1-M16

（外部のフランジはコーキング不要）

内部

構造用合板t=12貼り
C100x50x20x2.3@900下地
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笠木：ガルバリウム鋼板ｔ＝0.4曲げ加工

立ち上がり下地：硬質木毛セメント板ｔ＝25

立ち上がり接着工法

C-75x45x15x2.3

PL-9

PL-9
HTB1-M16

H-350x175x7x11

庇梁B15梁に干渉する部位はW=170カットする

現場にて処理

※庇と笠木の取合い納まりは、

庇取合部

A-34

斜め樋：屋根同材加工

（2枚重ね）

※内部の幕板鉄部は、一般さび止めの上SOP塗装とする。

けらば一体斜め樋納まり　G 片流れ棟包み納まり

大屋根勾配違い段部納まり

0
～
1
2
0

3
0

硬質ポリウレタンフォームt=30
金属下地　機械固定

L-150x150x10

PL6

L-150x150x10 L-150x150x10

屋根：立馳葺（Ｈ＝25）＠333

屋根：立馳葺（Ｈ＝25）＠333

＠333

LGSの下、下地桟：16x45@303
軒天：杉羽目板貼り t=12　WP

軒天：杉羽目板貼り t=12　WP

軒天：杉羽目板貼り t=12　WP

軒天：杉羽目板貼り t=12　WP
定規廻り縁：杉　WP

軒天：杉羽目板貼り t=12　WP

定規廻り縁：杉　WP 定規廻り縁：杉　WP 定規廻り縁：杉　WP

軒天：杉羽目板貼り t=12　WP

定規廻り縁：杉　WP

定規廻り縁：杉　WP

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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鉄部DP塗装E

E E

下がり壁見切り：杉OS 下がり壁見切り：杉OS

下がり壁見切り：杉OS

A

F Joto：FV-N12W50F-L27同等

F

F

F

F

F

軒天換気材、カラーGL鋼板

A
F

ｼｬｯﾀｰ角型化粧ｹｰｽ

化粧梁鉄部DP塗装

A-35

下がり壁見切り：塩ビ

木製照明BOX 木製照明BOX

木製照明BOX

StｶｰﾃﾝBOX

StｶｰﾃﾝBOXStｶｰﾃﾝBOXStｶｰﾃﾝBOXStｶｰﾃﾝBOXStｶｰﾃﾝBOXStｶｰﾃﾝBOX

StｶｰﾃﾝBOX

せっこうボードt=9.5目透かし貼り、EP、塩ビ廻縁

ロックウール化粧吸音板t=9、不燃積層せっこうボードt=9.5捨て貼り、塩ビ廻縁

杉羽目板貼りt=12、木製廻縁、WP

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

化粧梁鉄部DP塗装

F

11月12日

照明棚

段型見切り　杉25x100、WP

段型見切り　杉25x100、WP
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・研削素地吸水防止剤仕様

・t=60　横張工法（公共建設工事標準仕様書　外壁パネル工法B種）
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※本割り付けは参考とし、施工図にて決定する。

A-36

支持材や貫通等による割り付け調整を　必ず関係会社と協議すること。

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）
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係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

建　　具　　表　　１

記　号　．　数　量

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

記　号　．　数　量

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

記　号　．　数　量

姿　図

姿　図

姿　図

建具表　１

1
AD AD

2
AD ＡＤ

32ｂ

ＡＤ
4

ＡＤ
5

3
2
0

ＡＤ
７

1 1 1ランマ、両袖ＦＩＸ窓付自動引き分けかまち戸

風除室 風除室

1

1外倒し排煙窓付片開きアルミフラッシュ戸

70ｍｍ

会　議　1

100ｍｍ

外倉庫ＦＬ

70ｍｍ

通　路

1

ランマ、両袖ＦＩＸ窓付自動引き分けかまち戸

図書室

ホール

1

500 70 1,358 1,358 70 500

3,856

図書室

AD

ホール

ＡＤ
6

片開きアルミフラッシュ戸 1

ＡＷ
３

縦すべり出し窓

70ｍｍ

網戸付

ＡＷ
２

1２連引き違い窓

休憩室　1

70ｍｍ

網戸付

ＡＷ
１

70ｍｍ

縦すべり出し窓 3

1
1

ＳＤ
1

ＳＳ
1

ＳＳ 1
2

39ｍｍ

外倉庫

39ｍｍ

ホール

障害物監視装置、急降下停止装置、停電時手動操作装置付

移動式間柱

上部開放

70ｍｍ

図書室

A1版1/50
A3版1/100

A1版1/50

A3版1/100

中央ランマ付、両袖ＦＩＸ窓付半自動片引きかまち戸 嵌め殺しランマ付片開きスチール戸軽量手動スチールシャッター

両側外倒し排煙窓、中央４連嵌め殺し窓付片開きアルミフラッシュ戸

ＦＩＸ ＦＩＸ

ＦＩＸ

ＦＬ-3+3（合わせガラス）

1
,
3
00

設計風圧力：P=1200Pa 製品：LIXIL MLCW Lタイプ 130方立 非防火仕様　同等品

角型化粧シャッターＢＯＸ

ホール 行政機能

天井面

125ｍｍ

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

埋込式オペレーター

1,
30

0

A-39

ＦＩＸ ＦＩＸ ＦＩＸ

（マスターキィ対応） （マスターキィ対応）

（マスターキィ対応） （マスターキィ対応） （マスターキィ対応）

100ｍｍ 100ｍｍ

衝突防止マーク張り 衝突防止マーク張り

ＦＩＸ

ＦＬ－５

ＦＬ－５ＦＬ－５

100ｍｍ

衝突防止マーク張り

ＦＬ-5ＦＬ-5

内倒し排煙窓付親子アルミフラッシュ戸

注記）

70ｍｍ

書庫、倉庫

ＦＬ-5

ＦＬ-5

ＦＬ-3+3（合わせガラス）、ＦＬ-5 ＦＬ-3+3（合わせガラス）、ＦＬ-5

ＦＬ-5

ＦＬ-3+3（合わせガラス）、ＦＬ-5

ＦＬ-5

スチール鋼鈑ｔ＝1.0 焼付塗装

ＦＬ-5、ＦＬ－6

ＦＬ-6
ＦＬ-6

（ドアー）アクリル系焼付塗装（シャッター）　カラー鋼鈑

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

▽FL▽FL▽FL▽FL

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

9
0

6
2
0

50
1
,
9
7
0

5
0

5
0

6
4
2

1
,
1
7
3

4
,
64
5

1
5
5

C
H
=
4
,
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0

C
H
=
2,
4
0
0

C
H=
2
,
6
0
0

CH
=
2
,
4
0
0

CH
=
2
,
4
0
0

CH
=
2
,
4
0
0

▽CL▽CL▽CL

▽CL

▽CL

無目付き熱線センサー、シリンダー錠、　他付属金物一式 無目付き熱線センサー、　他付属金物一式

ランマ網戸付 アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁

アルミ曲げ加工パネルｔ＝1.0

アルミ曲げ加工パネルｔ＝1.0

排煙オペレータ、レバーバンドル、ＰＨ，ＤＣ、他　付属金物一式

露出型オペレーター

排煙オペレータ、レバーバンドル、ＰＨ，ＤＣ、他　付属金物一式 電子錠

ランマ網戸付 ランマ網戸付ｽﾁｰﾙ額縁、

網戸、ｽﾁｰﾙ額縁、ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX

ｽﾁｰﾙ額縁、ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX

排煙オペレータ、レバーバンドル、ＰＨ，ＤＣ、他　付属金物一式 レバーバンドル、ＰＨ，ＤＣ、他　付属金物一式

ｽﾁｰﾙ額縁、

ｶﾗｰ鋼板スラットｔ＝0.8 他付属金物一式レール：ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　角形ｹｰｽ：ｶﾗｰ鋼板

内部：ｽﾁｰﾙ3方額縁　W=160x25　（SOP)

軽量電動スチールシャッター

ｶﾗｰ鋼板スラットｔ＝0.8 他付属金物一式レール：鋼板（SOP)　角形ｹｰｽ：ｶﾗｰ鋼板

三和シャッター（株）　ブロードシャッター　ＳＢ20形　同等品

（シルバー） （シルバー） （シルバー） （シルバー）

（シルバー）（シルバー）（シルバー）（シルバー）

（シルバー） （シルバー） （シルバー）

FL-3+3（合わせガラス）

上げ下げロール網戸付 アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁 アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁 アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁

カムラッチハンドル、フリクションアーム、他　付属金物一式 クレセント（サブロック付）、他　付属金物一式 カムラッチハンドル、フリクションアーム、他　付属金物一式

額縁、カーテンＢＯＸ寸法については、詳細図参照のこととする。

自閉性引き戸クローザー（ストッパー付）、他　付属金物一式 レバーバンドル、ＰＨ，ＤＣ、他　付属金物一式

カムラッチハンドル、排煙オペレーター、小開口ストッパー、他　付属金物一式

両サイド３連突き出し排煙窓、縦すべり出し窓、嵌め殺しアルミカーテンウォール
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▽休憩室有効排煙ライン▽宿直室有効排煙ライン
（女子WC、男子WCも）

▽会議室1有効排煙ライン

8
0
0

8
0
0

3
9
5 8
0
0

▽ホール有効排煙ライン

▽職員通路有効排煙ライン

995

40
2
,
5
9
5

2
3
5

断面図

C
H=
2
,
4
0
0

▽コピー室有効排煙ライン

男子WC、女子WC、コピー室

3

宿直室、更衣室1・2

7
0
0

4
2
3

7
0
0

4
23
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記　号　．　数　量

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

記　号　．　数　量

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

記　号　．　数　量

姿　図

姿　図

姿　図

建　　具　　表　　２

1

1
ＡＤ

片開きアルミフラッシュ戸 1

屋上　室外機置場

8

70ｍｍ

図書室

付属金物一式

ＡＷ
１０

引き違い窓
ＡＷ

9

図書室

70ｍｍ

ＡＷ
８

５連引き違い窓 1 1

70ｍｍ

阿保地区市民センター

網戸付

ＡＷ ＡＷ
５ ６

2

70ｍｍ

会議室1,2、3

70ｍｍ

ＡＷ
４

６連引き違い窓 1
ＡＷ
７

３連引き違い窓

行政機能

70ｍｍ

ＦＬ-3+3（合わせガラス） ＦＬ-3+3（合わせガラス）

ＦＬ-3+3（合わせガラス）

70ｍｍ

1

会議室3

2

２連縦すべり出し窓 縦すべり出し窓

網戸付 （屋内用サッシ）

アルミ曲げ加工パネル

1,465 70 1,465

3,000

AW

図書室

ホール

11
ＡＷ
１１

２連嵌め殺し窓
ＡＷ
１２

引き違い窓

70ｍｍ

網戸付

守衛室

ＦＬ-3+3（合わせガラス）腰ＦＬ-3+Ｆ-4（合わせガラス）

ＦＩＸ

70ｍｍ

ＦＬ-3+3（合わせガラス）

図書室 図書室

ＦＬ-3+3（合わせガラス）

70ｍｍ

網戸付

注記）

ＦＬ-5

▽FL
▽FL ▽FL ▽FL

▽FL▽FL▽FL▽FL
▽FL
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,
60
0

C
H
=
2
,6
0
0

C
H
=
2
,6
0
0

C
H
=
2
,6
0
0

C
H
=
2
,
6
00

C
H
=2
,
6
0
0

C
H
=2
,
6
0
0

C
H
=
2
,
40
0

▽CL▽CL▽CL
▽CL

▽CL
▽CL▽CL

▽CL

クレセント（サブロック付）、他　付属金物一式

網戸付

ＦＬ-3+3（合わせガラス）、 ＦＬ-3+3（合わせガラス）、

カムラッチハンドル、フリクションアーム、他　付属金物一式 カムラッチハンドル、フリクションアーム、他　付属金物一式

上げ下げロール網戸付 上げ下げロール網戸付

ｔ＝1.0

係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

A1版1/50
A3版1/100建具表　２

A1版1/50

A3版1/100

A-40

クレセント（サブロック付）、他　付属金物一式

クレセント（サブロック付）、他　付属金物一式

腰FIX付縦すべり出し窓

カムラッチハンドル、フリクションアーム、小開口ストッパー、他　付属金物一式

上げ下げロール網戸付 アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁

アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁、ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁、ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁、ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁、ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX

アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁、ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁 アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁

（シルバー）（シルバー）

（シルバー） （シルバー） （シルバー） （シルバー）

（シルバー）（シルバー）（シルバー）

（シルバー）

2
ＡＨＷ

70ｍｍ

ホール

６連内倒し排煙窓

1,
30
0

網戸付

Ｆ-４

▽FL

▽CL

CH
=
4
,
7
3
0

（シルバー）

アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁

1
1

ＡＨＷ

1,
30
0

70ｍｍ

ホール

３連内倒し排煙窓

網戸付

Ｆ-４

▽FL

▽CL

C
H
=
4
,7
3
0

（シルバー）

アルミ2重水切り、ｽﾁｰﾙ額縁

1
ＡＷ

▽FL

CH
=
2
,
4
0
0

▽CL

13
引き違いカウンター窓

70ｍｍ

網戸付

守衛室

ＦＬ-3+3（合わせガラス）

（シルバー）

アルミ額縁アングル(両面）

アルミ額縁アングル(両面）

クレセント（サブロック付）、　付属金物一式 排煙オペレーター装置、他　付属金物一式 排煙オペレーター装置、他　付属金物一式 レバーバンドル、ＳＵＳ丁番，ＤＣ、シリンダー錠、他　付属金物一式

クレセント（サブロック付）、他　付属金物一式クレセント（サブロック付）他　付属金物一式

額縁、カーテンＢＯＸ寸法については、詳細図参照のこととする。

アルミ2重水切り

1
,0
0
0

1
5
0

800

1
,
9
95

750

2
,
5
95

8,200

1,584 70 1,584 70 1,584 70 1,584 70 1,584

2
,
5
9
5

4,310

1,390 70 1,390 70 1,390

1,080

2
,5
9
5

1
,
4
5
5

9,230

1,480 70 1,480 70 1,480 70 1,480 70 1,480 70 1,480
1,080

2
,
59
5

2
,
59
5

94
0

1
,
6
55

94
0

1
,
6
55

94
0

1
,
6
5
5

9
4
0

1
,
6
5
5

5
5

1
,
05
5

200 1,080

2,360

2,
1
0
0

9
4
0

1
,1
6
0

1,800

1
,
9
95

94
0

1
,
0
5
5

1
,
9
95

94
0

1
,
0
5
5

1,200

8
5

80
0

7070 1,10070 1,10070 1,10070 1,100

6
9
0

4
0

4
,
0
0
0

1,100 1,100

6,950

70 1,100 70

6
9
0

4
0

4
,
0
0
0

1,100 1,100

3,440

1,500

9
50

7
5
0

1
,
7
00

7
9
5

8
00

▽図書室有効排煙ライン

7
9
5

8
0
0

7
9
5

8
0
0

7
9
5

8
0
0

▽会議室123有効排煙ライン ▽会議室3有効排煙ライン ▽阿保地区市民センター有効排煙ライン

8
0
0

▽図書室有効排煙ライン 1
9
5

8
0
0

1
9
5

▽図書室有効排煙ライン 8
0
0

3
95

▽守衛室有効排煙ライン

5

8
0
0

7
9
5

8
00

▽ホール有効排煙ライン

1,
1
4
0

▽行政機能有効排煙ライン

▽クレセント高さ

1
,
5
0
0以

下

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

1
,
5
0
0
以
下

▽クレセント高さ

▽クレセント高さ

1
,
5
00
以

下

1
,
50
0
以

下

▽クレセント高さ

11月12日



係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

記　号　．　数　量

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

記　号　．　数　量

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

記　号　．　数　量

姿　図

姿　図

A1版1/50
A3版1/100

建　　具　　表　　３

建具表　３

ＴＢ
1

ＬＳＤ
1

ＬＳＤ
2

ＬＳＤＬＳＤ
3 4

D C D C

有
効
H=

20
00

2
0
4
0

4
0

L
H
=
1
0
0
0

1
1

880

有効W=800 4040

1 1

トイレブース

軽量親子スチールドアー

姿　図

A1版1/50

A3版1/100

ＬＧＳ内蔵型半自動式2枚引込ハンガードアー

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装

ｽﾃﾝﾚｽ製  

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装

※各部位仕上別紙詳細図参照※各部位仕上別紙詳細図参照

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装

※各部位仕上別紙詳細図参照

ＷＤ
１

木製片開きフラッシュ戸
ＷＤ

木製片開きフラッシュ戸
２

36ｍｍ 36ｍｍ

倉庫　２

1 1

トイレブース
ＴＢ
3

1 トイレブース1 1
ＴＢ
4

ＴＢ
5

2

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装

軽量片開きスチールドアー

コマニー（株）ＬＳＤ同等品コマニー（株）ＬＳＤ同等品

D C

有効W=900

980

1

コマニー（株）ＬＳＤ同等品 ※各部位仕上別紙詳細図参照

1 1 1 1 1
4 5 6 7 8

HD-3KB HD-3KB

481521 21

有効W＝800 有効W＝800
962962 330 841841 120110

4208

EUP

HD-3KB HD-3KB

4515

有効W＝800 有効W＝800

962 841(803)

824

962 841

(155)

120

1965
2 31

欠番

SDW=1777

PH

SDW=1777SDW=1777 SDW=1777350

ｽﾃﾝﾚｽ製ロック、振動ローラー、踏摺ＳＵＳｔ＝1.5　他附属金物一式  

ｽﾃﾝﾚｽ製ロック、振動ローラー、踏摺ＳＵＳｔ＝1.5　他附属金物一式  

42ｍｍ

充填材：グラスウールｔ２５

コマニー（株）SL同等品

更衣室１、更衣室２

守衛室 多目的ＷＣ，授乳室 サーバー室

レバーハンドル、ＳＵＳ丁番　他附属金物一式 レバーハンドル、ＳＵＳ丁番　他附属金物一式

書庫、倉庫 宿直室

掃除具入

40ｍｍ

笠木・壁レール：　アルマイトクリア仕上げ
グレビティヒンジ：　ステンレス製

コマニー（株）ＣＢ－ＡＲ同等品

高圧メラミン樹脂化粧板（ＢＭＤエンボス仕上げ）

ロック：　ステンレス製

巾木：　ＳＵＳ　ＨＬ仕上げ

40ｍｍ

男子ＷＣ 高圧メラミン樹脂化粧板（ＢＭＤエンボス仕上げ）

笠木・壁レール：　アルマイトクリア仕上げ ロック：　ステンレス製

グレビティヒンジ：　ステンレス製 巾木：　ＳＵＳ　ＨＬ仕上げ

コマニー（株）ＣＢ－ＡＲ同等品

A-41

ＴＢ
2

ＴＢ
2

ＴＢ
5

隔て板隔て板

高圧メラミン樹脂化粧板（ＢＭＤエンボス仕上げ）女子ＷＣ

40ｍｍ

笠木・壁レール：　アルマイトクリア仕上げ ロック：　ステンレス製

グレビティヒンジ：　ステンレス製 巾木：　ＳＵＳ　ＨＬ仕上げ

コマニー（株）ＣＢ－ＡＲ同等品

ｽﾃﾝﾚｽ製ロック、振動ローラー、踏摺ＳＵＳｔ＝1.5　他附属金物一式  

42ｍｍ

コマニー（株）SL同等品

更衣室２

42ｍｍ

コマニー（株）SL同等品

笠木、巾木、床レール、壁レール等　附属金物一式

裏打材：石こうボードt2.5

表面材：溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装
行政機能

笠木、巾木、床レール、壁レール等　附属金物一式

60ｍｍ

コマニー（株）ＥＵＰ同等品  コマニー（株）SL同等品

42ｍｍ

笠木、巾木、床レール、壁レール等　附属金物一式

コピー室

632

200 600

280

120

600 600 100

300

912 420

3432

L
H=

9
70

1006

100800106

6
0

700

200 600

900

1500

20 580

160

290

600990

800

L
H=

9
70T
AH

=
18

54

L
H=

9
70

2550

40

20
40

L
H=

10
00

1
1

4040

42

422000

21

2815

(415)12001200 (415)12001200

2815

36 1200 900

(346)

2482

40

C
H
=2

40
0

4
0

CH
=2

4
00

60
40

C
H=

2
40

0

MO
=1

2
50

L
H=

90
0

P
=4

25

25

L
=4

50

MO
=1

2
50

L
H=

90
0

P
=4

25

25

L
=4

50

有
効

H
=2

0
75

1
7
5

25

有
効

H
=2

0
75

1
7
5

25

P
=4

2
5

25

有
効

H
=
20

75

17
5

L
=4

5
0

25

L
H=

9
00

MO
=
12

50

2525

17
5

有
効

H
=
20

75

MO
=
12

50

L
H=

9
00

L
=4

5
0

P
=4

2
5

C
H=

24
0
0

60
40

20 280

300

6
0

900

1500

20 580

800

6
0

60

40 有効W=1200 40

1280

1
1

LH
=
10

00 有
効
H
=2

00
0

2
0
40

4
0

有
効
H
=2

00
0

M
O
=6

65
P=
30

0

L=
3
25

L
H=

96
5

25 SDW=1576

TW=555

121

OW=1021

有効W=900

HD-2KL 2連

有
効
H
=2

00
0

28
0

2
2
80

10

軽量片開きスチールドアー

アルミパーティション アルミパーティション アルミパーティション アルミパーティション スチールパーテーション

表面材：カラー鋼板t0.5mm
充填材：ペーパーコア

職員通路
表面材：カラー鋼板t0.5mm
充填材：ペーパーコア

表面材：カラー鋼板t0.5mm
充填材：ペーパーコア

表面材：カラー鋼板t0.5mm
充填材：ペーパーコア

ＰＴ ＰＴ ＰＴ

ＰＴ ＰＴ ＰＴ ＰＴ ＰＴ

SUS沓摺 SUS沓摺

ポリ化粧合板 ポリ化粧合板

コマニー（株）HD-2KL2連型同等品

戸当リ帽子掛 隔て板×2ヶ所

2
0

T
AH

=
17

54

O
H=

1
90

0

戸当リ帽子掛

2
02
0

20

O
H=

19
00

OH
=1

9
00

O
H=

19
00

T
AH

=
17

54

2
,0

00

1
,
90

0

800 800

レバーバンドル、ＳＵＳ丁番，戸当り、ＤＣ他　付属金物一式 レバーバンドル、ＳＵＳ丁番，戸当り、ＤＣ他　付属金物一式レバーハンドル、ＳＵＳ丁番　他附属金物一式 SUS沓摺 SUS沓摺 SUS沓摺 SUS沓摺 SUS沓摺 SUS沓摺

SUS沓摺 SUS沓摺

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

記　号　．　数　量

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

記　号　．　数　量

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

硝　子

見　込

金　物

備　考

場　所、　仕　上

記　号　．　数　量

姿　図

姿　図

A1版1/50
A3版1/100

姿　図

A1版1/50

A3版1/100

ｽﾃﾝﾚｽ製  

建具表　４

建　　具　　表　　４

スチールパーテーション

スチールパーテーション

16

スチールパーテーション
13

スチールパーテーション
15

3

321

1 2

圧接操作口

（面付ウラ）

1 2 3 4 5 6 7 8

11

HD-3KB

有効W＝2000

HD-3KB

有効W＝1000

FL5

HD-3KB

有効W＝1000

HD-3KB

有効W＝1000

DP芯
DP芯

1 1 1

1

欠番
10 12 14

1

9
スチールパーテーション

PH

36 (760)

826

PH

D C

2

上下・シールド圧接操作口

（面付ウラ）

上下・シールド圧接操作口

（面付オモテ）

60ｍｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製ロック、振動ローラー、踏摺ＳＵＳｔ＝1.5　他附属金物一式  

裏打材：石こうボードt2.5

表面材：溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装
充填材：グラスウールｔ２５ 裏打材：石こうボードt2.5

表面材：溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装
充填材：グラスウールｔ２５ 充填材：グラスウールｔ２５

裏打材：石こうボードt2.5

表面材：溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装
充填材：グラスウールｔ２５

パネル性能：500Hz時 53.6dB減衰（パネル単体） ドアパネル性能：500Hz時 30.0dB減衰 環境配慮仕様（リサイクル対応） コマニー（株）ＤＰ－６０Ｓ同等品

裏打材 石こうﾎﾞｰﾄﾞt9.5

65ｍｍ

遮音性能 パネル性能：500Hz時 53.6dB減衰（パネル単体）
ドアパネル性能：500Hz時 30.0dB減衰 環境配慮仕様（リサイクル対応）

コマニー（株）ＤＰ－６０Ｓ同等品

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC）ｔ0.6mm焼付塗装表面材

裏打材 石こうﾎﾞｰﾄﾞt9.5

枠　材 溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC） ｔ=1.6

充填材 グラスウール（32kg/m3）t40

65ｍｍ

遮音性能

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC）ｔ0.6mm焼付塗装

スチール製薄型遮音可動間仕切り スチール製薄型遮音可動間仕切り

コマニー（株）ＥＵＰ同等品  

笠木、巾木、床レール、壁レール等　附属金物一式

吊レール、ランナー、天井・床シールド、サイドシールド等　附属金物一式吊レール、ランナー、天井・床シールド、サイドシールド等　附属金物一式

会議室１、２ 表面材

レバーハンドル、ＳＵＳ丁番、　

会議室２

充填材：グラスウールｔ２５裏打材：石こうボードt2.5

表面材：溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装
コピー室

60ｍｍ 60ｍｍ

会議室１、２、３
裏打材：石こうボードt2.5

表面材：溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装
行政機能

レバーハンドル、ＳＵＳ丁番　他附属金物一式

60ｍｍ 60ｍｍ

笠木、巾木、床レール、壁レール等　附属金物一式

相談室

事務室（図書室）

A-42

36 1200

2943

1200(487) 20

P
H=

2
53

5

962 962

9
00

12

382

150

150

662

96213.5

150

150
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コマニー（株）HD-2KL　2連型同等品特記

ｽﾃﾝﾚｽ製  

ウレタン樹脂（ローラー式）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材 

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装

溶融亜鉛めっき鋼板 SGCC ｔ=1.2

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材 芯材

窓  縁

点検ﾊﾟﾈﾙ

ドアパネル

枠  材

表面材

塩化ﾋﾞﾆｰﾙ（ｸﾞﾚｰ）

溶融亜鉛めっき鋼板 t1.0/t1.6

ﾕﾆｯﾄ枠 表面材 溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ1.6mm焼付塗装
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 ﾚ ｰ ﾙ
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金  物 ﾛ ｯ ｸ

振止ﾛｰﾗｰ

戸袋パネル

ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ  

表面材

芯材

溶融亜鉛めっき鋼板 SGCC ｔ=0.6

(HD-2KL2連型)(躯体付壁収納タイプﾟ)
LGS内臓型半自動式2連引戸仕様一覧表

自閉制動装置内臓備考

コマニー（株）ＬＳＤ同等品

金物

特記

ロック

丁番 ｽﾃﾝﾚｽ製

軽量スチールドア仕様一覧表（LSD）

ドアパネル

ドア枠 表面材

表面材

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ1.6mm焼付塗装

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装

補強 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC)ｔ2.3mm焼付塗装

補強 溶融亜鉛めっき鋼板 t1.0

芯材 ペーパーコア

沓摺 冷間圧延ステンレス鋼板t1.5

エッジレスタイプ

分割方式

備考 環境配慮型仕様

レバーハンドル

（メーカー外工事）
仕上ゲボード t9.5

（メーカー外工事）
仕上ゲボード t9.5

スタッド
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仕上ボード t12

90

(メーカー外工事)
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縦見切枠

クッション材

建築壁ボード仕上

DW2=SOW/2+85(535)

点検側
▲

60

10

121

(
1
0
)

52

(
1
0
)

4
4

4
7

5
5

9
7
2
9

戸尻補強

ボードウケ補強

(
1
0
)

DW1=SOW/2+176(626)

開口補強 t1.6
(別途工事)
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LGSスタッド
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パネル縦断面図

(
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片開き横断面図

ドアパネル縦断面図

コーナー金具

竪  枠

W

両額縁一般両開キドア

片引横断面図

3

コマニー（株）SL同等品

金物

特記

ロック

丁番 ｽﾃﾝﾚｽ製

アルミパーティション仕様一覧表（SL）

ドアパネル

パネル関係 表面材

表面材

カラー鋼板 ｔ０．４７ モシクハ　冷間圧延鋼板（ＳＰＣＣ）ｔ０．５／ｔ０．６塗装仕上

カラー鋼板 ｔ０．５　モシクハ  冷間圧延鋼板（ＳＰＣＣ）ｔ０．５／ｔ０．６　塗装仕上

充填材 ペーパーコア

充填材 ペーパーコア

部材関係 アルミニウム合金押出形材（Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５）アルマイト仕上笠木(天井レール)

アルミニウム合金押出形材（Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５）アルマイト仕上巾木・床レール

アルミニウム合金押出形材（Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５）アルマイト仕上ポール・中間材

軟質塩化ビニール目　地

ステンレス製

塗装 ポリエステル樹脂焼付塗料　モシクハ　メラミン樹脂焼付塗料

打掛錠(ベストNA-30)
ロック

パイプトッテ

62(ロック)

沓摺
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溶接アングルピース t2.3
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（別途工事）

片引横断面図

打掛錠(ベストNA-30)
ロック

パイプトッテ

62(ロック)

沓摺
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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コマニー（株）ＥＵＰ同等品  特記

丁番

金物

石こうボードt2.5裏打材

スチールパーティション仕様一覧表(EUP)
パネル 表面材 溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装

ﾛ ｯ ｸ

充填材 ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 

部材関係 外笠木：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材 焼付塗装

ステンレス製

遮音性能 パネル性能：500Hz時 35.0dB

グラスウール（４０ｋｇ／立方ｍ）ｔ２５充填材
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溶融亜鉛メッキ鋼板（ＳＧＨＣ）ｔ１．６スタッド

塗装 メラミン樹脂焼付塗料　モシクハ　ポリエステル樹脂焼付塗料
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EUP付HD-3KB

アルミニウム押出形材 アルマイトクリア仕上

ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂(ﾗｼﾞｱﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ内蔵)

コマニー（株）HD-3KB同等品特記

ｽﾃﾝﾚｽ製  

ウレタン樹脂（ローラー式）

溶融亜鉛めっき鋼板（SGCC)ｔ0.6mm焼付塗装

溶融亜鉛めっき鋼板 SGCC ｔ=1.2

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材 

外付半自動式引戸仕様一覧表(HD-3KB)
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レール

吊  車

金  物 ﾛ ｯ ｸ
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備考 自閉制動装置内臓　フリーストッパー　煙感知器連動ストッパー対応

ウレタン樹脂（ローラー式）振レ止メ

ゼンマイ式　自閉装置

エアダンパー制動装置

メラミン樹脂焼付塗料塗  装 パネル

部　材 ポリエステル樹脂焼付塗料　モシクハ　メラミン樹脂焼付塗料
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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伊賀市阿保地内№

令和2年

1 1階 ホール  衝立、ベンチ

A1版1/30
A3版1/60家具図A-50
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名

品

番
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ベンチ -

仕　　　様

ビニールレザー張地

2台

名

品

番

品
申請台 SWM-2H1.M.ZZ

仕　　　様

メラミン化粧板貼　下地合板天 板

樹脂コート化粧パーティクルボード本体主材

附 属 品

4アジャスター

樹脂コート化粧MDFフラッシュ棚 板

3 1階 ホール  申請台
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衝立 -

仕　　　様
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番

品
ベンチ -

仕　　　様

ビニールレザー張地

メラミン化粧板貼　下地合板天 板

2 1階 ホール  ベンチ

南廊下

置場
自販機

事務室

入れ
掃除具

男子WC

職員
通路

EPS

総合盤

PS
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風除室

外倉庫

図書室
倉庫2
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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公用車人　自転車

H

KBM H=188.909
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日付.
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伊賀市阿保地内№

令和2年

A1版1/150
A3版1/300
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行政機能

倉庫1

机椅子庫
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図書室
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PS

総合盤

EPS

男子WC

掃除具
入れ

事務室

自販機
置場

南廊下

02

施設名称表示-2

01

施設名称表示-1

05

一方方向表示

03

施設入り口表示（P)

サイン配置図　S=1/150

04

高さ制限表示

06

車椅子駐車場表示

通路
職員

S

S

01

S

02

02 ｘ6

S

02

S

03

S

02

S

01

S

01

S

07

S

04

S

05 ｘ3

S

08

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｏ Ｏ

　施設名称表示-1

　施設名称表示-2

　施設入口表示（P)

　高さ制限表示

　一方通行表示

　車椅子駐車場表示

名称番号

　コーナー表示（吊下）

　室名表示（壁付）

　会議室表示（扉/使用中）

　トイレ表示-1（触知）

　トイレ表示-2（壁付）

　トイレ表示-3（扉貼）

　守衛室表示（壁付）

　職員通用口表示

S-01

S-02

S-03

S-04

S-05

S-06

S-07

S-08

S-09

Ｏ-01

Ｏ-02

Ｏ-03

Ｏ-04

Ｏ-05

Ｏ-06

サイン計画図No1
サイン配置図（外部、内部）

A-51

ｘ3

ゴミ集積庫

　カウンター表示

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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日付.
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伊賀市阿保地内№

令和2年

■ ピクトグラム JIS Z8210）：交通エコロジー・モビリティ財団編 その他

男子
Men

女子
Women

乳幼児用設備
 Nursery

ベビーベッド
Baby bed

多目的
Multipurpose

 授乳室
Nursing room 

オストメイト
Ostomate 

ベビーチェア
Baby chair 

　施設名称表示-1

　施設名称表示-2

　施設入口表示（P)

　高さ制限表示

　一方通行表示

　車椅子駐車場表示

名称番号

　コーナー表示（吊下）

　室名表示（壁付）

　会議室表示（扉/使用中）

　トイレ表示-1（触知）

　トイレ表示-2（壁付）

　トイレ表示-3（扉貼）

　守衛室表示（壁付）

　職員通用口表示

　カウンター表示

S-01

S-02

S-03

S-04

S-05

S-06

S-07

S-08

S-09

●英数字：DINOT-Regular   

●和字：UD新ゴ Pro-R     

■サイン書体（フォント）

■ サイン特記事項

1.総記 

2.表示面（文字・原稿）

3.色彩 

4.材料 

本設計図書は、サインリスト（員数表）・キープラン・詳細図からなる。

キープラン・詳細図は、サイン分類記号により示す。

表示デザインは、文字・ピクトグラム・フロア平面図などの諸要素を、

下記の点を考慮して決定する。

A：視認性の良さ B：表示板としての美しさ（具体的には文字の

大きさと、適切な余白の確保に留意する）

最小の文字高は10mmとする（ただし、フロア平面図内の最小の文字高は

4mmとする）表示面により、長体を使用することも考えられる。

版下は、指定図及び現場監督員の指示に従って製作し拡大時における変形等

は入念に修正し現場監督員の承諾を受ける。

色彩・字体のほか表示内容は施主と協議し決定する。

サイン印刷に先立ち、原寸原稿によりバランスなどの確認及び現場立会

により施主の確認を受けること。

主要な材料は、見本を提出して、現場監督員の承認を受ける。

金物は、JIS規格のあるものはこれによるものとし、その種類、材質、仕上げ

機構、その他の仕様は特記による。

5.鋼 材

6.塗 装

7.取付け

8.その他

屋外部に使用される場合の防錆処理は現場監督員と協議して決定する。

鋼材はJIS規格品を使用する。

材料の商品名、塗装種別または特殊な仕上げなどは特記による。

塗装仕上り面は見本に比べてはなはだしい差異がないようにする。

取付後の微調整が困難な場合は、仮付け後適切な尺具を用いて水平を出し、

面揃えなどを行ったのち本付けする。

取付位置については、あらあじめ図面上（平面詳細図・展開図・天井伏図など）

で関連工事との調整を行い、現場監督員の指示によるものとする。

サイン表示内容については、施設運営者、現場監督員との調整の上承認を得

ること。

官庁諸手続き等の必要時は請負者が行なう。

一次側電源工事は、電気設備工事とし、接続工事以降をサイン工事とする。

基礎工事は、建築工事とし、設置工事以降をサイン工事とする。
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5
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5
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1
0
0
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1
5
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1
0
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1
,
3
0
0

仕　様

ステンレスt8.0-PHL 仕上げ

スタットピン（SUS）+ 接着固定

備　考：施設名称は仮名です

2
4
0

8
0

1
6
0

25

仕　様

ステンレス箱文字-PHL 仕上げ

化粧SUS パイプ

スタットピン（SUS）+ 接着固定

備　考：施設名称は仮名です

表　示：アルミ複合板t3.0+3.0

フレーム：SUS-□30×30 焼付塗装仕上

36 850

2
,
9
0
0

2
5
0

3,000

2
50

L-40x40x3
取付アングル

備　考：取付方法は打合せ

Y3 Y2 Y1

▽最高の鉄骨梁天

▽軒高
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立面図　1/200
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縮尺 数量 １

8 10

Ｏ-01 施設名称表示-1 1/30
1/15

縮尺 数量 １Ｏ-02 施設名称表示-2 1/150
1/20

Y3Y4Y5

280 6,520 10,400

30,500

西立面図　S=1/150
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900 600

B-PL-15t
A-Bt-M16

タテ・ヨコ筋共
D10@200

Rib-PL-9t

▼GL

縮尺 数量 １Ｏ-03 施設入口表示（Ｐ） 1/30 Ｏ-04 高さ制限表示

インクジェット出力シート貼り

縮尺 数量 １1/200
1/30

A1版1/15,20,30,150,200
A3版1/30,40,60,300,400

表　示：SUS加工、焼付塗装仕上

シート切文字加工貼

特記仕様・書体・ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ・員数・サイン意匠図-1

備考内部外構

1

1

1

1

1

1

合計

1
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1

1

1

1

仮名称「青山地域複合施設」

仮名称「青山地域複合施設」
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カウンター別途工事
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1
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サイン計画図No2A-52
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

△取手天端合せ

仕　様

表　示：アルミ複合板t3.0+ ステ板3.0

　　　　インクジェット出力シート巻込貼り

備　考：

使用ピクト

縮尺 数量

Ｏ-05 一方通行表示 縮尺 数量 １1/30

3
5
0 1
5
0

3
5
0 1
5
0

3
5
0 1
50

5,004 9,70912,00010,000

行政機能　地域包括支援センター

4
,
7
30 2
5

2,
5
8
5

阿保地区市民センター/会議室1-3

吊下：St パイプ Φ27.2 焼付塗装仕上

下地枠：St□45×45 焼付塗装仕上

表示面：アルミ複合板t3.0
　　　　インクジェット出力シート貼り
文　字：塩ビシート切文字貼り

仕　様

吊下：St パイプ Φ27.2 焼付塗装仕上

下地枠：St□45×45 焼付塗装仕上

表示面：アルミ複合板t3.0

　　　　インクジェット出力シート貼り

文　字：塩ビシート切文字貼り

備　考：コーナー名は仮名です

表示面のアルミ複合板は分割とする

4
,
7
3
0

9,800

3,800

5,300

Ｍ10

S=1/3

Ｏ-06縮尺 数量 １1/30 車椅子駐車場表示

1
4
0

3
0
0

5
0

1,
3
5
0

▼GL

1,200

2
3
0

53
0

9
0

10
0

A-Bt-M16 タテ・ヨコ筋共
D10@200

1,500ｘ600

B-PL-15t

600

Rib-PL-9t

▼GL

100

1
4
0

3
0
0

5
0

9
0

2
3
0

53
0

1
0
0

600

Rib-PL-9t

▼GL

表　示：SUS加工、焼付塗装仕上

シート切文字加工貼
表　示：SUS加工、焼付塗装仕上

シート切文字加工貼

サイン意匠図-2

100

B-PL-15t
A-Bt-M16

タテ・ヨコ筋共
D10@200

800

500

1
,
4
0
0

図書室

縮尺 数量 3
1/100
1/50

縮尺 数量1/30 縮尺 数量1/30 縮尺 数量 １1/30 縮尺 数量1/30 縮尺 数量1/30

縮尺 数量 １1/30 縮尺 数量 １1/30

20
0

1
,
50
0

表　示：アルミ複合板t3.0+ ステ板3.0

　　　　インクジェット出力シート巻込貼り

備　考：

仕　様

300

30
0

1
,
4
0
0

仕　様

表示面：透明アクリルt3.0

　　　　点字UV 印刷

　　　　背面インクジェット出力シート貼り

ステ板：t3.0

備　考：

1
3
.5
2
0
0

1
,
50
0

200

1/10

在空表示：ダイカンVOS-PL08
150

1
3
.5

スライドTop＝65

スライド

本体

アクリル黒マット5ｔ

アクリル黒マット5ｔ

空室表示

青・赤シート貼り

10 130 10

仕　様

表　示：アルミ複合板t3.0+ ステ板3.0

　　　　インクジェット出力シート巻込貼り

備　考：ダイカンVOS-PL08

20050

2
0
0

1
,
50
0

1/10

仕　様

表　示：アルミ複合板t3.0+ ステ板3.0

　　　　インクジェット出力シート巻込貼り

備　考：取付方法は要検討

200

2
0
0

1
,
6
04

仕　様

表　示：アルミ複合板t3.0+ ステ板3.0

　　　　インクジェット出力シート巻込貼り

備　考：

50200

2
0
0

1
,
50
0

仕　様

表　示：アルミ複合板t3.0+ ステ板3.0

　　　　インクジェット出力シート巻込貼り

備　考：

パーテション：透明アクリルt5.0

固定金具：ST-FB 加工 焼付塗装

数字・文字：塩ビシート切文字貼り

備　考：カウンター仕切位置要確認

仕　様

S-01

2
5

10,000

Ｓ-01

Ｓ-02 Ｓ-03 Ｓ-05Ｓ-04 Ｓ-06

Ｓ-07 Ｓ-08 Ｓ-09

コーナー表示（吊下）

室名表示-1（壁付） 会議室表示（扉/使用中） トイレ表示-1（触知） トイレ表示-2（壁付） トイレ表示-3（扉付） 439 3

守衛室表示（壁付） 職員通用口表示 カウンター表示 1/50 3

どなたでもご利用ください
Toilet

サイン計画図No3
A1版1/30,50,100
A3版1/60,100,200A-53

1
5
0

6
0
0

7
5
0

OPEN OPENOPENOPEN

1,900 1,900 1,900 1,900

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

A1版1/100
A3版1/200

伊賀市阿保地内№

令和2年

平面図　S=1/100

カーテン・ブラインド計画図

28
0

8
,
0
2
0

5
,
0
00

1
0
,
4
0
0

6
,5
2
0

2
8
0

3
0
,
50
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

2
0
0

2
0
0

7
,0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
3
,
5
00

Yp

ホール

280 9,420 12,000 8,020 280

30,000

X1 X2 X3 X4

280 9,420 12,000 8,020 280

30,000

X1 X2 X3 X4

200

9,500 5,500 5,000 5,000 5,000

200

3,500 3,700 3,700 4,000 7,000 3,600 1,500 3,000

1,200

相談室

ｻｰﾊﾞｰ室

書庫・倉庫

宿直室

守衛室

女子WC

ﾍﾞﾋﾞｰﾙｰﾑ 授乳室多目的WC

WC通路

多目的スペース

ｼ
ｬｯ

ﾀｰ

地域包括支援センター

行政機能

倉庫1

机椅子庫

ﾍﾞｯﾄﾞ

ﾍﾞﾝﾁ

申請台

申請台

ﾍﾞﾝﾁ

天井収納ﾊｼｺﾞ

会議室1会議室2

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

休憩室1

休憩室2

更衣室1

更衣室2

ｺﾋﾟｰ室

市民センター

阿保地区

会議室3

湯沸サービス

衝立

ﾍﾞﾝﾁ

倉庫2
図書室

外倉庫

ポーチ 風除室

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

PS

総合盤

EPS

通路
職員

男子WC

掃除具
入れ

事務室

自販機
置場

南廊下

28
0

8
,
0
2
0

5
,
0
00

1
0
,
4
0
0

6
,5
2
0

2
8
0

3
0
,
50
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

2
0
0

8
0
0

2
0
0

8
,
5
0
0

4
,
0
0
0

1
1
,
0
00

3
,0
0
0

2
,
00
0

2
,0
0
0

番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

室名

ホール

ホール

守衛室

図書室

図書室

図書室

会議室3

会議室2

会議室1

会議室1

行政機能

更衣室

休憩室

スタイル

ロールスクリーン

ロールスクリーン（遮光生地）

ロールスクリーン（遮光生地）

ヨコ型ブラインド（遮熱コート）

ヨコ型ブラインド（遮熱コート）

ロールスクリーン（遮光生地）

ロールスクリーン（遮光生地）

ロールスクリーン（遮光生地）

ロールスクリーン（遮光生地）

ロールスクリーン

ロールスクリーン

ロールスクリーン

ロールスクリーン

サイズ（WxH)

5000

4200

1200

1800

750

1640

1470

1100

1100

1100

800

1550

750

1150

750

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

1300

3000

1100

1100

1100

1700

1700

1700

1700

1700

2600

1500

1100

1100

1100

数量

2

1

1

1

2

5

3

2

2

1

1

6

2

2

1

備考

ツーコード、取付高4800

ツーコード、取付高3000

阿保地区市民センター

①

②

③

④

⑤

⑤
⑥ ⑦ ⑧ ⑧ ⑨ ⑨ ⑩ ⑪

⑫

⑬

⑬

⑭⑮

A-54

タテ型ブライド（ｸﾛｽｽﾗｯﾄ100mm巾）

タテ型ブライド（ｸﾛｽｽﾗｯﾄ100mm巾）

宿直室

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日



グラウンド

KBM H=188.909

公用車

11

ｼｬｯﾀｰ

5
,
5
0
0

5
,
0
0
0

1
,
5
0
0

2,000

3,000

掲示板

2,0004,500

+30

自転車置場
公用車

5,500 5,000

65
,
0
0
0

植込
植込

北東２ 

道路側　北西側

敷地西側（北）
スロープ３

ス
ロ
ー

プ
２

2
5
02
5
0

2
5
0

集水枡（蓋T-25細目）

3
0
0

A-A断面

D-D断面

B-B断面

集水用L型（蓋T-25細目）

集水用L型（蓋T-25細目）
集水用L型（蓋T-25細目）

C-C断面

H

5
,
5
0
0

5
,
0
0
0

ポーチ

2,300 600 3,600

1,000 5,000 6,4006,400 5,000

5 9

+500

+290

+210

-200

1
1
,
1
3
0

2,483

水勾配
2％

水勾配
2％

35.38ｍ2

3
0
,
5
0
0

ﾊﾞﾘｶｰ

計画建築物

植込

植込

敷地西側（南）

駐車場南側

ス
ロ
ー

プ
１

丸庭

植込

敷地南側

+250

4
,
8
1
2

+180

2,952
石碑移設

I-I断面

Ｋ－Ｋ断面

Ｇ－Ｇ断面
Ｈ－Ｈ断面

Ｊ－Ｊ断面

Ｕ
1
8
0

Ｕ
1
8
0

Ｕ300

BOX200
0×

1700

Ｌ型コンクリート擁壁　

植込

北東１ 

-250

-250 -270

-270

-470

+30

-470

-1230
-1260-1260

+180

+170

+500

+170

±0

±0

-210

-210

-220

-230 -220

+140

+140

+150

+150

+150

+500
+30

Ｆ－Ｆ断面

キュービクル

発電機

-210

-200

-210

+500

+550

外　構　工　事

数量

19.5

34.5

1.0

4.0

148.5

（参考）
番号

6

7

8

9

1

2

3

4

5

場　所 内　容

-2

-3 上部　溝蓋一部集水桝蓋

-4 南側　勾配側溝　Ｕ－300

-5 上部　溝蓋一部集水桝蓋

-6 アスファルト舗装　2層　Ａ-8-25 

-7 アスファルト舗装　1層　Ａ-5-15 

アスファルト舗装　1層　Ａ-5-15 

アスファルト舗装　1層　Ａ-5-15 

-8 アスファルト舗装　1層　Ａ-5-15 

-9 ライン引き

ゼブラマーク 

横断歩道

ＨＤマーク　等

本

ヶ所

ヶ所

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

備　考

敷地内

敷地内

駐車場 バス路

一般駐車場

西歩道部

中央歩道部

公用車エリア

-1 北側　Ｌ型側溝市　道

22,840
L型側溝250

17,380

13,680
3,290

L型側溝250
6,680

5,000 5,710
L型側溝250

横断側溝300
横断側溝300

横断側溝300

Ｅ－Ｅ断面

-230

2
7
,
6
0
0

30,000

30,000

5
,
0
0
0

L型側溝250

ＰＵ側溝（ＰＵ3-300Ｂ）
ＰＵ側溝（ＰＵ3-300Ｂ）

ＰＵ側溝（ＰＵ3-300Ｃ）ＰＵ側溝（ＰＵ3-300Ｃ）

自由勾配側溝（300×500）

自由勾配側溝（300×400）

Ｕ字溝（ＰＵ1-300Ｂ）

Ｕ
字
溝
１

種
（

Ｐ
Ｕ

1
-
1
8
0
）

Ｕ
字

溝
１

種
（

Ｐ
Ｕ

1
-
1
8
0
）

集水桝

集水桝

集水桝

集水桝

集水桝

集水桝

集水桝

集水桝

集水桝

600*600*700

600*600*700

5
,
5
0
0

植込
ｹﾞｰﾄ壁 ｹﾞｰﾄ壁

植込

2
5
0 3
0
03
0
0

集水用L型（蓋T-25細目）
集水用L型（蓋T-25細目）

支所ｻｲﾝ

東側ゲート壁

-60

-60

西側ゲート壁

係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

A1版1/200
A3版1/400

外　構　図　　　　Ｓ＝１／２００

2.6

42.3

70.2

4.3

3.2

3.6

施工面積

施工面積

10

11

12

13

14

15

アスファルト舗装　1層　Ａ-5-15 -10

３）

４）

5）

6）

7）

8）

1）

2）

ＲＣ擁壁、石碑移設

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

4.6

11.5

長さ

30.9

59.7

3.6

3.6

長さ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ＲＣ壁

5.3

4.6

東側

南側敷地内

植え込み

建物南側、東側

道路側　入口　東

道路側　北西側

敷地　西側

敷地　南側

駐車場　南側

駐車場　中央部

東側

ゲート壁

掲示板

石碑移設エリア

敷地南側

外　構　平　面　図A-55

縁石、植栽、購入土　　　　化粧ＣＢ２段積み

縁石、植栽、購入土　　　　化粧ＣＢ２段積み

1）

２）道路側　北東2

道路側　北東１

縁石、植栽、購入土　　　　縁石150*150*600

縁石、植栽、購入土　

縁石、植栽、購入土　

縁石、植栽、購入土　

1ヶ所アルミ製既成品 Ｗ3698　Ｈ＝1800

ガードパイプ　Ｈ＝800

ガードパイプ　Ｈ＝800
ガードパイプ　Ｈ＝800

ガードパイプ　Ｈ＝800

ガードパイプ　Ｈ＝800

ゴミ集積庫

4000*1000　Ｈ2047

北側　Ｕ字溝　Ｕ-300Ｂ 図示

図示

図示

図示

23，100

ﾊﾞﾘｶｰ

ﾊﾞﾘｶｰ

18.99.3

入口　東

15.9 12.9

メ
ッ
シ

ュ
フ

ェ
ン
ス

Ｈ
＝
9
0
0

メ
ッ
シ
ュ

フ
ェ

ン
ス
Ｈ

＝
1
50
0

22

23

24

ｋ

ｌ

ｍ 1ヶ所ゴミ集積庫

新設建築物

新設建築物

1ヶ所自転車置場

新設建築物 思いやり駐車場 1ヶ所11.800×4.850

5.000×2.000

4.000×1.000

48

69

91.6

143625 既設アスファルト舗装　撤去

既設ネットフェンス　撤去

既設ネットフェンス　撤去

南側　法面　植栽撤去

㎡

㎡

㎡

㎡

（撤去工事）駐車場

Ｈ＝900

Ｈ＝2000

撤去

40.0

18.5

17

18

19

20

21

既設撤去を伴う工事

ｆ

ｇ

ｈ

i

ｊ

Ｈ＝1500

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

新設

24.0

48.2

18.5

42.3

45.0

敷地東側

敷地南側

敷地西側

敷地南西側

敷地南中側

既設ＣＢ塀3段、８段（14ｍ）撤去

既設ＣＢ塀3段撤去、　目隠し塀新設

メッシュフェンス新設

　目隠し塀新設

東側　Ｕ字溝　Ｕ-180
Ｈ＝1800

Ｈ＝1800

Ｈ＝900

化粧ＣＢ　2段積み

キュービクルエリア メッシュフェンス新設

ＲＣ　屋外階段　Ｗ1800

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

1.65

5.64

6.28

6.0

3.60

㎡ ｍ

㎡

ＳＵＳ手スリ

ＳＵＳ手スリ

ＳＵＳ手スリｍ

ｍ80.4

スロープ１

スロープ2

スロープ3

丸　庭

会議室外階段

a

ｂ

ｃ

ｄ

e

Ｗ＝1.2　Ｌ＝1.65

Ｗ＝1.2　Ｌ＝5.64

Ｗ＝1.2　Ｌ＝6.00

Φ2000

ガードパイプ Ｈ＝800　

施工面積 長さ

㎡

㎡

3.14

7.2

6.77

1.98

2.73

256.016 ポーチ（階段を含む）、犬走り

アスＡアスＢ

アスＡアスＢ

アスＡ アスＢ

アスＡ アスＢ

アスＢ アスＢ

アスＢアスＢ

アスＢ

アスＢ

アスＢ

アスＢ

アスＢ

7

3

コンクリート洗い出仕上げヶ所
（ポーチ、階段部、スロープ平場、犬走り、掲示板前、自転車置場） 

西側（支所サインヶ所）

バリカー

3.0 ヶ所

ヶ所2.0北ゲード入口　擬石ボラート

擬石
ボラート
2ヶ所

ﾊﾞﾘｶｰ

662

630

350

158.0

60.0

ＲＣ塀、化粧ＣＢ２段、植栽、土

ＲＣ塀、化粧ＣＢ２段、植栽、土

支所サイン

ﾊﾞﾘｶｰ

ﾊﾞﾘｶｰ

9.0

フラッグポール　6.0ｍ　 ３.0 本

駐車場中央部

フラッグポール
6.0ｍ　３本

アルミ製
（埋込タイプ）

26 切土、盛土駐車場

目かくしフェンス　ＬＶ－１８００

目
か
く

し
フ

ェ
ン

ス
　

Ｌ
Ｖ

－
１

８
０

０

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

49.7

150 5,000
150

1,800

6,220

6
,3
3
0

8,500 6,250

7,500
1,000

4
2
,
1
0
0

3
5
,
7
7
0

15,000
2,380

3,290

20,000
2,840

1
9
,
4
0
0

18,330

18,3305,670

24,950

24,950

11,390

11,390

1,260

1,260

4
6
,
7
5
0

11月12日



係　員
設
　
計

日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

基礎コンクリート100

RC-40　下層路盤工　100

300

(再生)粗密度アスコン（20）50

250

M-30上層路盤工100　

密粒度アスコン（13）50

RC-40　下層路盤工　140

埋戻し土（良質土）

300460 300

集水用L型250

敷モルタル20

基礎コンクリート100

基礎砕石100

L型側溝250

密粒度アスコン（13）50

(再生)粗密度アスコン（20）50

M-30上層路盤工100　

100

S=1:20

S=1:20S=1:20S=1:20

S=1:20

S=1:20

S=1:20 （Ｅ－Ｅ　断面）

外　構　詳　細　図　1

A1版1/20
A3版1/40

市　道 北側　Ｌ型側溝

敷地西側

キュービクルエリア　入口ネットフェンス門扉

300

300 300

密粒度アスコン（13）50

(再生)粗密度アスコン（20）50

M-30上層路盤工100　

敷モルタル

1
0
02
0

15
0

62
0

道
路

境
界
線

公用車駐車場

基礎コンクリート

基礎砕石
埋戻し土（良質土）

RC-40　下層路盤工　140

底打ちコンクリート50

基礎砕石100

敷モルタル20

350 300

100 250200

公用車駐車場
1
00

3
0

U型側溝

5
65

コンクリート蓋

5
0

300

8
00

100 250200

5
0

8
00

300

コンクリート蓋
公用車駐車場

6
6
5

1
0
0 3
0

U型側溝
道

路
境
界

線

道
路

境
界

線

350 300

(再生)粗密度アスコン（20）50

M-30上層路盤工100　

300

密粒度アスコン（13）50

RC-40　下層路盤工　100

基礎コンクリート100

基礎砕石100

敷モルタル20

L型側溝250

100 250

道
路

境
界
線

200

50
8
0
0

500

500 500

520

φ60.5×3.2φ60.5×3.2

落しφ16

舟形落し受付

φ50.8×1.6

GL+0m

蝶番

両面スライド施錠φ16

ＵＮ両開き門扉 Ｈ１５００－５０×Ｗ２０００

Ｆ－Ｆ断面

キュービクル

発電機

-210

-200

-210

+500

+550

（Ａ－Ａ　断面） （Ｂ－Ｂ　断面）

（Ｄ－Ｄ　断面）

（Ｃ－Ｃ　断面）

（Ｆ－Ｆ　断面）キュービクルエリア

キュービクルエリア　外周ネットフェンス

ガ－ドパイプ　Ｈ＝800
　（ＰＺ－Ａ３－８Ｂ）

ガ－ドパイプ　Ｈ＝800
　（ＰＺ－Ａ３－８Ｂ）

ガ－ドパイプ　Ｈ＝800
　（ＰＺ－Ａ３－８Ｂ）

（リブ付パイプ）

φ50.8×1.6 φ50.8×1.6

（リブ付パイプ）

隣
地

境
界

線
D10

コンクリートブロック

150

1605

鉄筋コンクリート

均しコンクリート

基礎砕石

D10@400

水抜きパイプ
VUφ150(1本／3㎡）

1
0
0

2
5
0

38
0

6
1
0

D13

D10

D13

D10@400

水抜きフィルター

3
0

380170

550 50

1
5
0

（リブ付パイプ）

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

（リブ付パイプ）

GL+0.5m

キュービクル

発電機

1400×900×1202Ｈ

（屋外低騒音タイプ
ヤンマー：ＡＰ45Ｃ同等品）

（電気設備工事）

3300×2000×2200Ｈ

（電気設備工事）

下部セメント系地盤改良厚400
（固化剤500ｋｇ/ｍ3）

令和2年

Ｄ１０＠200タテヨコシングル

1-Ｄ１３

Ｄ１０＠200タテヨコ　
　　　　　　　シングル

Ｄ１０＠200タテヨコＷ

1-Ｄ１３

2-Ｄ１３

土間コンクリート厚200

砕石　厚100

Ｄ１０＠200タテヨコ　
　　　　　　　シングル

A-56

ＵＮ－Ａ１５００Ｌ－５０

ＵＮ－Ａ１５００Ｌ－５０

ＵＮ－Ａ９００Ｌ－５０

ＵＮ－Ａ９００Ｌ－５０

メッシュフェンスＨ＝900

メッシュフェンスＨ＝1500

2000

14
7
0

3
0

1
5
0
0

2000 2000

3
0

8
7
0

90
0

2
0
0

2000 2000

3
0

1
4
7
0

1
50
0

2
5
0

5,140

5,465

6
,
1
1
2

6
,
0
94

7
0
0

1
,5

0
0

7
0
0

5
0

2
,0

00

6,112
4
00

10
0

2
00

3
00

1
00

2
0
0

7
0
0

2
33

2
3
3

23
3

7
0
0

3
00

1
00

2
0
0

600

300 300

200
600200

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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日付.
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伊賀市阿保地内№

令和2年

S=1:20S=1:20

S=1:20

（Ｇ－Ｇ　断面）

（Ｉ-Ｉ　断面）

石碑移設（旧青山中学校記念碑） （Ｈ－Ｈ　断面）

（Ｊ-Ｊ　断面）

（Ｋ－Ｋ　断面）

1
,
6
0
0

500

S=1:20

記 念 碑

端部カバー t=0.8 折板 t=0.6

100
15

5

2
,6

00
A1版1/20
A3版1/40

外　構　詳　細　図　2

目線高

隣
地

境
界

線

目かくしフェンス　ＬＶ－１８００

ナット付縦枠

t=0.8

敷地南側

敷地南側　図書室前ＲＣ屋外階段　Ｗ＝1800

ＲＣ屋外階段　

ＳＵＳ手すり

目かくしフェンス　ＬＶ－１８００

目かくしフェンス
　ＬＶ－１８００

目かくしフェンス
　ＬＶ－１８００

アスファルト舗装

有効寸法

＠2000

Ｕ-180

既設
ＣＢブロック積

隣地
建築物

Ｌ型コンクリート擁壁　

(150/150x150x600)

コンクリートブロック

石碑寸法　4000×1600×厚500

2
5

1
，

2
15

1
,3

55

80
0

8
0
0

φ42.7×2.3

フェンス基礎（規格品）
400*400*700

2,145

フェンス基礎（規格品）
400*400*700

ガ－ドパイプ　Ｈ＝800
　（ＰＺ－Ａ３－８Ｂ）

ガ－ドパイプ　Ｈ＝800
　（ＰＺ－Ａ３－８Ｂ）

ガ－ドパイプ　Ｈ＝800
　（ＰＺ－Ａ３－８Ｂ）

落蓋式Ｕ型側溝

JIS A 5372

基礎砕石

据付モルタル（1:3）

落蓋式Ｕ型側溝

JIS A 5372

基礎砕石

据付モルタル（1:3） 据付モルタル（1:3）

落蓋式Ｕ型側溝

JIS A 5372

アスファルト舗装

基礎砕石

1-Ｄ１３

1-Ｄ１３

Ｄ１０＠200

Ｄ１０＠200

2-Ｄ１３

2-Ｄ１３

2-Ｄ１３
2-Ｄ１３

2-Ｄ１３

2-Ｄ１３

2-Ｄ１３

Ｄ１０＠200タテヨコＷ

Ｄ１０＠200タテヨコＷ

Ｄ１０＠200タテヨコＷ

Ｄ１０＠200タテヨコＷ

Ｄ１０＠200タテヨコＷ

1-Ｄ１３

Ｄ１０＠200タテヨコシングル

A-57

2000 200075

1
00

0
3

3
4

3
8
00

70
0

400

□100×50×2.3

17
＠
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0
＝
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0
0
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0
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1
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0 50

1
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15
0
5
0
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1,
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5
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0
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2

1
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2

1
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19
2

3
5
0

1
00
50

20
0
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271 300 300 300 300 150

1,
5
00

1,
8
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5
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00

0
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9002001,060 400

1,400

300 200 900
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4
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）
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日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

自由勾配側溝(300×500)

(18-8-25BB)(18-8-25BB)
(18-8-25BB)

二次製品PU桝

300×300×600
参考重量；179kg/組

インバートコンクリート

均しコンクリート(18-5-40BB)

基礎材(RC-40)
均しコンクリート(18-5-40BB)

基礎材(RC-40)

インバートコンクリート

二次製品PU桝

300×300×700
参考重量；205kg/組

二次製品PU桝

300×300×800
参考重量；218kg/組

インバートコンクリート

均しコンクリート(18-5-40BB)

基礎材(RC-40)

平 面 図平 面 図

敷モルタル(空練1:3)

基礎砕石（RC-40）

二次製品桝 300×300×550 二次製品桝 300×300×650

二次製品桝 (600×600×700) 二次製品桝 S=1:20

S=1:20

S=1:20S=1:20S=1:20 アスファルト舗装Bアスファルト舗装Ａ

アスファルト舗装

ボルト固定　参考重量；74.7kg/組

桝蓋600×600用（グレーチング蓋 T-25　）桝蓋600×600用（グレーチング蓋 T-25　）

ボルト固定　参考重量；74.7kg/組

桝蓋600×600用（グレーチング蓋 T-25　）

ボルト固定　参考重量；74.7kg/組

桝蓋600×600用（グレーチング蓋 T-25　）

ボルト固定　参考重量；74.7kg/組

PC-G桝(□600×H700)

注）5mに１箇所、嵩上げ用グレーチング蓋（0.5m/箇所,T-25）を設けること。

横断側溝 ＰＵ側溝

（自由勾配側溝）　展　開　図

A1版1/20
A3版1/40

外　構　詳　細　図　3

※集水桝内泥溜めは下流排水施設底高から

桝底まで150ｍｍ以上を確保すること。

基礎砕石材(RC-40)

敷モルタル(空練1:3)

U字溝(PU1-180）

U字溝(U-300) S=1:20

U字溝(U-180) S=1:20

プライムコート

ＰＫ-3

基層工（密粒度アスコン）ｔ＝50

表層工（密粒度アスコン）ｔ＝30

プライムコート　ＰＫ-4

路盤工（再生粒調砕石）ｔ＝250

ＲＣ-40

表層工（再生密粒度アスコン）ｔ＝50

プライムコート

ＰＫ-3

路盤工（再生粒調砕石）ｔ＝150

ＲＣ-40

アスファルト舗装２層　Ａ-8-25 1層　Ａ-5-15

300×300×750二次製品桝

※泥溜め

コンクリート蓋

基礎砕石材(RC-40)

コンクリート蓋

※泥溜め

基礎砕石材(RC-40)

(18-5-25BB)

均しコンクリート

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25BB)

(18-5-25BB)

均しコンクリート

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25BB)

注：5mに1箇所，嵩上げ用グレーチング蓋

　（0.5ｍ/箇所 T-25）を設ける。
注：5mに1箇所，嵩上げ用グレーチング蓋

　（0.5ｍ/箇所 T-25）を設ける。

断 面 図

PU側溝(PU3-300Ｂ)

グレーチング蓋

（T-25,細目,ボルト固定）

JIS型横断側溝

据付モルタル（1:3）

均しコンクリート

基礎砕石

JIS型横断側溝（300Ｂ用）

（300Ｂ用 T-25）

敷モルタル(空練1:3)

基礎砕石材(RC-40)

U字溝(PU1-300B)

敷モルタル(空練1:3)

基礎砕石（RC-40）

PC-G桝(□600×H750)

断 面 図

(600×600×950)

落蓋式Ｕ型側溝

JIS A 5372

基礎砕石

据付モルタル（1:3）

自由勾配側溝(300×400)

（敷地北側）

ヨコ:1/100
タテ:1/20

S=1:20

S=1:20

自由勾配側溝(300×400)

A-58
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日付.

ｍ／ｍ

伊賀市阿保地内№

令和2年

A1版1/20、1/100
A3版1/40、1/200

外　構　詳　細　図　4

一般　駐車場 

ブロック
ホ－ルキャップ

接着剤

1
2
0

8
0

4
0

アンカーピン
2-M10

110

200

90 駒止コンクリート
 駒止め     S=1/20

縁石等

マーキング
(白色)

駒止め

1300

5
0
0
0

1
0
0
0

2
0
0

3
8
0
0

4
0
0
0100

2500

100
150
100

縁石等

マーキング
(白色)

2500

駒止め

1300

5
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1
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0
0

2
0
0

3
8
0
0

3
6
0
0

@2500 @2500

(
9
8
0
)

@2500 2500 2500 @2500

550550600 600

 職員および公用車用駐車場 

駐車桝　2Ｓ＝1：100駐車桝　1

S=1:20

舗装止 S=1:20

無筋コンクリート

基礎砕石

230

180 50

1
5
0

1
0
0

180

支柱 SUS304

φ114.3×t2.5

ヘアーライン仕上げ

白反射テープ

ワンタッチ錠
六角キー

GL

ステンレスクサリ

6ミリ 電解研磨

キャップ

SUS304 バフ研磨

ゴムパッキン

外側パイプ

φ165

バリカー S=1:20

樹脂製底板

6 ナイロン

六角キー

外側ブッシュ

FC150

ワンタッチ錠

金属音緩衝材

樹脂製クサリ収納口

6 ナイロン(ガラス繊維入)

樹脂製金属音緩衝材

キャップ

SUS304

ゴムパッキン

注）1. 車止めは帝金(株)　ＫＳ-10Ｃ　と同等品以上とする。

（基礎ブロックを含む）

ブロック積壁

水抜きパイプ

水抜きフィルター

D10@400
D10D13

170 380

550
基礎砕石

均しコンクリート
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1
5
0

50

D13

1605
笠木

VUφ150(1本／3㎡）

3
03
8
0

2
5
0

1
0
0

4
0

4
1
0

4
5
0 D10@400

コンクリートブロック

3
0

4
0

6
1
0

6
5
0

3
8
0

2
5
0

1
0
0

VUφ150(1本／3㎡）

水抜きパイプ
150

D10

D13

1605
笠木

水抜きフィルター

D10@400
D10D13

170 380

550
基礎砕石

均しコンクリート

鉄筋コンクリート

1
5
0

50

D10@400

コンクリートブロック

注）1. コンクリートブロックは（株）ユニソン「ジャスティ　シャイングレー 15-9LW」、

笠木は「ファインボーダー16　ブライトグレー」と同等品以上とする。

3段積み ２段積み

S=1:5

駒止め

路面シート路面シート

5
0
0
0

2
0
0

3
8
0
0 400

650 650
3500

1200 1000

100駒止め

2
0
01
0
0
0

1
0
0
0

3500

1300

3500

1100 1300 11001100
1100

 車椅子駐車場  おもいやり駐車場 

5
0
0
0

3
8
0
0

Ｓ＝1：100

5
.
3

1
4

φ12.2

φ22.2

22.2

300

30 60 60 60 60 30

3
0
0

3
0

6
0

6
0

6
0

6
0

3
0

点字鋲　300角

点字・線鋲基本配列　（JIS）300角

ステンレス鋳鋼

ステンレス鋳鋼

点鋲：5×5　25個

A-59

調整高 h=10

調整ブロック600 h=100

斜壁600×900 h=600

直壁900 h=600

底付900 h=1300

ＶＰ150Φ

既設
ＢＯＸ2000×1700

基礎砕石

敷モルタル（1:2）

1号組立マンホール構造図

ナカ工業：ガイドステップ（NSH316-22-D 〈点鋲〉）　同等品

アルミ製　埋め込みタイプ

株式会社サンポール：ＦＰ－６Ｕ　同等品

Ｈ．Ｌ．後アルマイト処理
クリアー電着塗装

φ８５×ｔ２．０

Ｈ．Ｌ．後アルマイト処理
クリアー電着塗装

φ８５×ｔ２．７

継手

マンホール深さH=2100～2950

クリート

冠頭部
滑車フォルダー付

S=1/20

水抜孔

花壇

花壇

花壇

土間コンクリート
厚100

（4000*800）
ワイヤーメッシュ

Φ6□150入り

砕石敷厚100

（ポール＠1500）

植樹桝ブロック S=1:20S=1:20洗い出しコンクリート舗装

注）1. コンクリート舗装の目地間隔は5.0m以下とすること。

コンクリート（18-8-40)

目地シール

10×10
伸縮目地材

加熱施工注入目地材（低弾性タイプ）

洗い出し仕上げ
10

再生砕石(RC-40)

溶接金鋼入り　(φ6-150×150)

t=100

t=100

15
コンクリートブロック

1
5

1
5
0

1
0
0 1
0
2
6
0

据付モルタル（1:3）

無筋コンクリート

30 150 30

(150/150x150x600)

プラッグポール（ロープ型）

フラッグポール（6ｍ）３本 S=1/30

鉄蓋

マンホール深さH=2450

青山複合施設建設工事（建築主体工事）
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A3版1/100

2
5
0

3
0
0

入口　東

植込

植込

-60

-60

支所ｻｲﾝ

西側ゲート壁

西側ゲート壁 東側ゲート壁
ポーチ　丸　庭

ポーチＦＬ

350400

A
W

A
W

AD

ﾐﾆｷｯﾁﾝ
EPS

AW

自販機置場

IH

AW AD AW AW

PS

2
8
0

2
8
0

4
,
0
00

X1

Xp

X1

2,200

図書返却ポスト
搬入口

4,000 3,000 10,000 13,500

280 6,520 10,400 5,000 8,020 280
200 200

Y5 Y4 Yp Y3 Y2 Y1

30,500

Ｓ＝1/50西側ゲート塀、東側ゲート塀、ポーチ丸庭

ポ　ー　チ　詳細図 Ｓ＝1/50

A1版1/50

点字ブロック（ 注意喚起用）

点字ブロック（ 注意喚起用）

点字ブロック（ 注意喚起用）

点字ブロック（ 注意喚起用）

ステンレス製手すり

ステンレス製手すり

スロープ床屋外用　専用シートスロープ床屋外用　専用シート スロープ床屋外用
　専用シート

（ 色分け）

床： コンクリート洗い出し仕上げ

床： コンクリート洗い出し仕上げ

段鼻タイル

段鼻タイル 段鼻タイル

段鼻タイル段鼻タイル

丸　庭

壁厚150

Ｄ１３
Ｄ１３

Ｄ１０＠200タテヨコＷ
Ｄ１０＠200タテヨコＷ

Ｄ１３

壁コンクリート打ち放し
　全面補修

ブロック積壁

注）1. コンクリートブロックは（株）ユニソン「ジャスティ　シャイングレー 15-9LW」、

ブロック積壁

笠木は「ファインボーダー16　ブライトグレー」と同等品以上とする。

床： 玉石敷

Ｄ１３
Ｄ１３

Ｄ１３

床： 玉石敷厚100

Ｄ１３
壁コンクリート打ち放し
　全面補修 Ｄ１３

壁コンクリート打ち放し
　全面補修

ブロック積壁

Ｄ１０＠200タテヨコＷ
Ｄ１０＠200タテヨコＷ

Ｄ１０＠200タテヨコＷ Ｄ１０＠200タテヨコＷ
2段積み 2段積み

Φ

Y5 Y4 Yp Y3 Y2

スロープ床屋外用　専用シートスロープ床屋外用　専用シート スロープ床屋外用　専用シート

鉄筋Ｄ10＠200タテヨコシングル
土間コンクリート厚150

床： モルタル下地
　　防滑性ビニル床シート ｔ ＝2. 5張り

床： モルタル下地
　　防滑性ビニル床シート ｔ ＝2. 5張り

土間コンクリート厚150

鉄筋Ｄ10＠200タテヨコシングル

Y1

点字鋲　品名　ガイドステップ（ ＳＣＣ１４）

メカー： ナカ工業　同等品

床： 防滑性ビニル床シート ｔ ＝2. 5
メカー： タキロン　同等品

点字ブロック（ 注意喚起用）

スロープ床屋外用　専用シート

（ 色分け）

スロープ床屋外用　専用シート

床： モルタル下地
　　防滑性ビニル床シート ｔ ＝2. 5張り

土間コンクリート厚150

鉄筋Ｄ10＠200タテヨコシングル

ステンレス製手すり

手すり子（ ロングスパンリステ） Ｈ＝800支柱＠900
メカー： ナカ工業　同等品

スロープ　１

手すり子（ ロングスパンリステ）
Ｈ＝800支柱＠900

ステンレス製手すり

天端： モルタル金コテ

立上り： モルタル刷毛引き

鉄筋Ｄ10＠200タテヨコシングル
土間コンクリート厚150

手すり子（ ロングスパンリステ）
Ｈ＝800支柱＠900

ステンレス製手すり

天端： モルタル金コテ

立上り： モルタル刷毛引き

砕石　厚100

鉄筋Ｄ10＠200タテヨコシングル
土間コンクリート厚150

床： モルタル下地
　　防滑性ビニル床シート ｔ ＝2. 5張り

床： モルタル下地
　　防滑性ビニル床シート ｔ ＝2. 5張り

床： コンクリート洗い出し仕上げ

鉄筋Ｄ10＠200タテヨコシングル

土間コンクリート厚150

砕石　厚100

段鼻タイル

点字ブロック（ 注意喚起用）

※ ※

ポーチ

スロープ　２

スロープ　２ スロープ　１

床： コンクリート洗い出し仕上げ

土間コンクリート厚150

鉄筋Ｄ10＠200タテヨコシングル

砕石　厚100

点字ブロック（ 注意喚起用）

階段： コンクリート洗い出し仕上げ

段鼻タイル

※

ポーチ

外　構　詳　細　図　５

Ｄ１３

Ｄ１０＠200タテヨコシングル

A-60

東側ゲート壁

疑石ボラート　２ヶ所

サイズΦ250*450（全長600）
脱着式　基礎共
帝金ＴＰＮ-006Ａ同等品
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勾配1/12
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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A-61 外　構　詳　細　図　6

Ｓ＝1/30

屋根伏図　　　Ｓ＝1/30

屋根：アルミ押出形材　不燃認定ＮＭ-3044

1000100010001000

G.L.

950□以上750□以上

20

39.5
51.5

1082

1000

60
30
0

20
47

12
5

有
効
開
口
：
18
62

10
00

60
0以

上

50

4080

有効開口：899有効開口：899

立面図（側面）Ｓ＝1/30立面図（正面）Ｓ＝1/30

連棟支柱

10001000

10
00

1000 1000

20002000

950□以上750□以上

10001000

10
00

1000 1000

20002000

連棟支柱
950□以上750□以上

ゴミ集積庫

基礎伏図　　　Ｓ＝1/30

平面図　　　Ｓ＝1/30
面積計算 床面積（ 建築面積）

■国土交通省告示第408号（平成14年5月14日）　適　合

（国土交通省告示第607号　改正部分　平成19年6月20日）

■国土交通省告示第410号（平成14年5月14日）　適　合

使用箇所　支柱、前桁、後桁
Ａ6005Ｃ-Ｔ5　基準強度175Ｎ/ｍｍ2

アルミニウム合金の種類　使用構成部材　押出材　Ａ6063-Ｔ5　基準強度110Ｎ/ｍｍ2

ＪＩＳ（日本工業規格）に基づく材料を使用

■国土交通省告示第409号（平成14年5月14日）　適　合

使用材質　ＪＩＳＨ4100アルミ押出形材を主要構成部材として設計・製造。

ゴミストッカーＡＭＲ２型（引き戸式）　連結タイプ　同等品四国化成株式会社

（ＧＡＭＲ２Ｔ－Ｕ２０１０Ｌ）　南京錠2個付

ア　ル　ミ　製　ゴ　ミ　集　積　庫 （ アルミ合金造）

4. 0*1. 0＝4. 00 4. 0*1. 0＝4. 00㎡

A1版1/30
A3版1/60

G.L

A A'

B

B'

98

H=
10

60

18041804

b

90 1714

40
0

GL
H=

18
00

a

10
0

2

90

56
.5

90
3.

5

90

W=3698

1714

本体

アルミ押出し形材

連結柱

アルミ押出し形材

支柱

アルミ押出し形材

8.58.5

32 32

W=3698

(6
0)

44

1714 90

67有効W=1696

90

98

A-A'断面図（S=1：4）

本体

アルミ押出し形材

プッシュ錠 キー付

錠前

キャップ

t2.0

キャップ

t2.0

3mm
マグネットボード（ホワイト）

掲示ボード

保護板

強化ガラス
5mm

GL
H=

18
00

10
10

有
効

H=
89

3
92

75

H=
10

60

(60)90
3.

5
10

0
56

.5

98

B-B'断面図（S=1：4）

b

a

30 750

32 800

基準風速
50

600

650

基礎寸法 a,b

34 850650

36 900700

38 950750

Vo（m/s）
ba

650

700

100

450

500

750550

800550

800600

ba

地耐力（kN/m ）
2

※有効W,有効Hは掲示可能寸法を示す。

（PKA-H-1810-2WS_照明なし_強化_キー付）

株式会社カシイ ポステージ　連結タイプ　同等品

　　　　　　（マグネット付）

錠      前：プッシュ錠 キー付

保　護　板：強化ガラス 5mm

掲示ボード：マグネットボード（ホワイト）3mm

色　　　調：ＳＬＣ（サンシルバー）, ＢＤ（ダークブロンズ）

本体・支柱・連結柱：アルミ押出し形材　クリアー付

照      明：なし

重      量：88kg（単体45kg/台＋連結43kg/台）

擬石

ビシャン仕上げ

基礎ブロック　BDN-240

φ89.1×300

φ76.3×t3.2×300

打放し仕上げ

打放し補修後トロ塗り

G.L

均しモルタル(1:3 空練)

中央部に要水抜穴

クラッシャラン基礎(C-40)

Ｓ＝1/30ア　ル　ミ　製　掲　示　板

擬石ボラート（ 2ヶ所）

帝金：　TPN-006D同等品

Ｓ＝1/10
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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掲示板

4,500 2,000 2,000

竪
樋

車
止

め
パ

イ
プ

+30

平面図　1/50

植込
植込

ゴミ置場

植込植込

植込

植込

植込

自転車置場

駐車場

1,200

1,000 200

7
0
0

3
5
0

3
5
0

□150x150xφ5

7-D13

4-D13

フープ筋：D9-@100

立上り主筋：4-D9

1,200

1,000 200

5
0
0

5
0

6
0
0

矩計詳細図　1/20

1
20

キャップ

キャップ

仕　　様

名   称 寸　　法

柱梁間隔

高　　さ

柱

平面図に依る

2,300

屋　　根

梁

母　　屋

屋　　根

□-50×50×1.6

□-75×75×2.3

車止めパイプ

雨　　樋

塗　　装

積雪荷重

軒樋:塩ビ製　竪樋：塩ビ製60φ

粉体焼付塗装

SUS42.7φ

角波アルミ

配置図

800N/㎡ (積雪量40cm)

LFe=30KN/㎡(長期)・SFe=60KN/㎡(短期)地 耐 力

本 体 色

屋 根 色

車止めパイプ

SUS 42.7φ

ボイドφ250

小屋伏図 1/50
屋根伏図 1/50

車止めパイプ

屋根型式 L=(長さ) D=(出幅) H=(高さ)

L= D= H= 2,300

上屋

NCA-B-15 2,000

ガセットPL

黒色

黒色(表裏共)

 5,000

□-125×75×2.3

A-62
A1版1/50,1/20
A3版1/100,1/40外構詳細図No7

ワイヤーメッシュ
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（STKR400)

（STKR400)

(告示1400号不燃材料）

（STKR400) λx=91.6
λy=135.6

NCA-B-15

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日

（株）ニチプレ同等以上
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+500

+30

-270

-200

思いやり駐車場

車椅子駐車場

平面図　1/50

G G

屋根・小屋伏図　1/50

Y3

Y2

Y1

Y3 Y2 Y1

▽最高の鉄骨梁天

▽軒高

▽1FL

立面図　1/50

▽1FL

▽SGL

床水勾配

210 m/m

▽SGL

駐車場勾配あり

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

T

G

T T

G

▽SGL

スリーブ抜：２５０φ

矩計詳細図　1/20

5-D13

(タテ・ヨコ共)

5-D13

(タテ・ヨコ共)

スリーブ抜：２５０φ

▽SGL-270

基礎偏芯

A-63 外構詳細図No8
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▽アスファルト舗装

▽最高の高さ
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A1版1/50,1/20
A3版1/100,1/40

名   称 寸　　法

柱梁間隔

高　　さ

柱

平面図に依る

梁(T)

梁(G)

ガセットPL

小屋ブレース

雨　　樋

屋    根

t=4.5  ボルト:M12

1-M12(ターンバックル付)

塗　　装

軒樋:前高さW130 塩ビ製　

竪樋：塩ビ製60φ

ポリエステル粉体焼付塗装

本 体 色

屋 根 色

黒

黒

2,800(水下梁天)

仕　　様

思いやり駐車場

ルーフデッキ　t=0.5(88型)

□-150×100×3.2（STKR400)

□-100×100×2.3（STKR400)

□-60×60×1.6（STKR400)

（不燃材料NM-8697)

λx=λy=141.1

PGS-42

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日

（株）ニチプレ同等以上
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A1版1/200
A3版1/400

現況図（撤去図）
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A-64

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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A1版1/150
A3版1/300A-65 仮設計画図
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車
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進

入
口

方
向

工事車両
進入口

6，000

配置図（仮説計画入り）　S=1/150

パネルゲート

①②③④

⑪

⑤⑥⑦

⑧⑨⑩

北南住宅側仮囲い　 ： 防音シート 張り（ H3. 0m・ 支柱単管 @1800共） 　

北
南

住
宅

側
仮

囲
い

　
：

防
音

シ
ー

ト
張

り
（

H
3
.
0
m ・

支
柱

単
管

 
@1

8
0 0

共
）

　

北南住宅側仮囲い　 ： 防音シート 張り（ H3. 0m・ 支柱単管 @1800共） 　

仮囲い： 成形鋼板（ H2. 0m)

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

（
H
2.

0
m
)

仮囲い： 成形鋼板（ H2. 0m)

仮囲い： 成形鋼板（ H2. 0m)

※資材搬入出時には周囲を確認し ながら誘導を行う

※資材置場の場所は打合せにより決定する事とする。

※近隣住民の通行及び学童の登下校に支障のないよう に配慮すること 。

※作業中の解体物、 資材の搬入出には十分な安全を確保すること

※搬入経路は、 道幅が狭く 近隣に住宅が建ち並ぶ為、 通過する際は
　 地元車輌優先、 及び最徐行にて通過すること

工事用車両の動線を示す。

交通整理員立位置を示す。

外部足場　
防炎養生シート 張共

Y1

280

シート養生

仮囲い　 ： 防音シート 張り

鉄板敷きｔ＝２２　を示す。

▽軒高

▽最高の高さ

▽最高の鉄骨梁天

6
,
1
6
0

5
,
5
6
0

3
,
5
0
0

2
,
0
6
0

6
0
0

5
0
0 ▽1FL

▽SGL

手摺先行型くさび緊結式足場

く さ び緊結式足場Ｗ＝600

Ｗ６００

パネルゲートW5400ｘH4500　柱付き

（ H3. 0m・ 支柱単管 @1800共） 　

仮囲い：成形鋼板（H2.0m)

工事建築物

凡　例

Ｈ＝2,000

Ｈ＝3,000

工事場所

付近見取図　S=1/2500

⑦

④

⑩

監督員詰所10㎡

仮設事務所等内訳（参考）

建築：請負者詰所10㎡

電気：請負者詰所5㎡

機械：請負者詰所5㎡

建築：材料倉庫10㎡

電気：材料倉庫5㎡

機械：材料倉庫5㎡

建築：作業小屋40㎡

電気：作業小屋10㎡

機械：作業小屋10㎡

便所：男女別くみ取り式　3式

③

②

⑥

⑤

⑧

⑨

①

⑪

鉄板敷きｔ＝２２
横断水路上部

15.0㎡

工事車両通行ルート

横断水路上部　鉄板t=22養生　各15.0㎡

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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伊賀市阿保地内№

令和2年

構造特記仕様書

A1版　NS
A3版　NS

コンクリート
の材齢

による場合

印を適用し、選択項目は

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

印が無い場合は * 印を適用する。

設計図書の優先順位は下記による。

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

その他

1-2

1-1

1-3

1-4

1-5

1-6

含まない )

1-7

第三者機関による検査・試験費用は工事費に ( *含む

梁貫通位置、径、及び箇所数は( 意匠図 構造図  *設備図 )による。

公共建築協会  *日本建築家協会 )

   鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

   鉄筋コンクリート構造配筋標準図 

   鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 

  鉄骨工作標準図

2-2

2-1

ルート2 ルート3

ルート2 ルート3

鉄筋の継手

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

構造計算ルート方  向

X

Y

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

盛土

残土処分

山留め、根切り3-1

3-2

* 根切り土の中の良土

* 根切り土の中の良土

4-1 基礎及びスラブ下地業 (単位mm)

場   所

基 礎
独立,布

ベ  タ

屋内

屋外

:

:

A

B

(1)※ 砕 石

割栗石
厚 さ捨てコンクリート厚さ

60

60

60

60

60

60 100

100

100

100

100

100 B

B

B

B

B

B

150

150

150

150

150

150

打撃工法

埋込み工法

油圧ハンマー

プレボーリングセメントミルク注入工法

プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

杭周固定液 なし

中掘拡大根固め工法(認定工法)

回転埋設根固め工法(認定工法)

ディーゼルハンマー

* あり

a

4-2

4-3

4-4

設計地耐力

地耐力載荷試験

長期

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

地盤改良

無筋コンクリート地業

セメント系固化材撹袢

締固め工法

圧密排水工法

ソイルセメント杭

[ 載荷試験 ]一軸圧縮試験 (  箇所)

[ ]六価クロム溶出試験

短期 終局

節杭

t mm

* 行わない

* 行わない

* 行わない

行う

行う

注

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

PHC杭

ST杭

SC杭

PRC杭

梁貫通補強

6-1

Fc18 Fc21 Fc24 Fc27 Fc30 Fc Fc

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFcLFc30

普通コンクリート

25 40

    * 砕石

* 20

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

       高炉ｾﾒﾝﾄB種

       砂利        高炉ｽﾗｸﾞ骨材        再生骨材

*  普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

       人工軽量骨材

膨張材6-2

)

)

Fc

Fc

LFcFc

(ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

(気乾単位容積質量

6-3

減水剤 減水剤 躯体防水材

Fc LFc (気乾単位容積質量

AE高性能*AE混和材

注1.混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

cm

%

kg/m3

kg/m3

 60以下

185以下

270以上

備 考一  般箇  所

スランプ

水セメント比

単位水量

6-5 調合 (補正値は工事費に含む)

短期(18) 標準(24)

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

Fm=Max(Fc,Fd)+S

超長期(36)長期(30)

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

調合管理強度

空気量スランプ

]

][

[

試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)6-4

1)骨材 アルカリシリカ反応性 塩分含有量

2)フレッシュコンクリート

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

6)単位水量測定

*  行う

*  行う

*  行う

行う

行う

行う

*  行わない

*  行わない

行わない

行わない

行わない

行わない

S＝3～6

3 日

5 日

8 日 28 日

25 日

17 日

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁  下

28 日

設計強度5N/mm2 0.85Fcまたは12N/mm2

0 ℃以上

5 ℃以上

15 ℃以上

圧縮試験による場合

6-7 住宅性能表示

6-8

等級2 等級3劣化等級

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ

7-1 材種及び使用箇所

SM400A SM490A

SN400A

SN490C

SN400B SN490B

SN400C

BCR295

BCP235 BCP325

STKR400 STKR490

SHC400CSHC400B

SHC490B SHC490C

SS400

規 格 名 称

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

鋼   材   名 柱
通 し
ダイア

内
ダイア

大梁 ﾌﾞﾚｰｽ
小梁
他

7-8 溶接手法及び管理

7-10

1) ブラスト* ケレン

2)

)(単位 mm7-9 デッキプレート

タイプ

高さ 板厚1) 床用

高さ 板厚2) 合成スラブ用

形版高さ 板厚3) 型枠用

4) 防錆処理 Z27Z12亜鉛メッキプライマー

3)

2) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を * 行わない

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図

場内地均し * 場外搬出処分(* 自由

搬入良土

指定場所 )

* 50

* 50

* 50

* 50

* 50

50

* A

* A

* A

* A

* A

* A

* 60

* 60

* 60

* 60

* 60

60 * 100

100

100

100

100

100

(1)アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

(2)端部aは100以上とする。

kN/m2 kN/m2 kN/m2

1)杭種

2)工法

3)杭径,設計耐力,本数表

4)杭の構成は設計図による。

杭径(拡底部)mm 備  考本数長期kN 短期kN 終局kN

1)セメント   

2)粗骨材

最大径(mm)

軽量コンクリート( *  1種 2種 気乾単位容積質量  * 18.5 )

4)土間コンクリート

5)捨てコンクリート

6)防水押さえコンクリート

7)かさ上げコンクリート * 18.5

* 18.5

行う

 1回、現場タッチアップ程度とする)

§1 一般事項

§2 構造計算ルート

§3 仮設工事,土工事

§4 地業工事

§6 コンクリート工事

§7 鉄骨工事

構　造　特　記　仕　様　書

4)仕様書 (

A種 B種 C種

B種 C種

B種 C種A種

A種

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種

Fc36を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書（JASS5等）による。

FAX(06)6763-8206TEL(06)6763-8205(発行元)一般社団法人関西建築構造設計事務所協会(販売元)一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 http://fasa-net.jp http://www.kse-web.com/

5-4

5-5

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ②地反力を受ける

その他

①一般

塗装(工場塗 * 2回  

素地調整

下塗り用塗料

適用

室内
塗       料 種  別 標準膜厚

鉛、クロムフリ-錆び止め JISK5674 30μm

1種 2種

屋外

水系さび止めペイント JASS18   M-111

2種

30μm

* 1種* *

変性エポキシ樹脂プライマー JASS18   M-109 40μm

有機ジンクリッチプライマー JISK5552

行う溶融亜鉛メッキ3) 

構造物用さび止めペイント JISK5551

2種

A種

15μm

30μm

8-1 コンクリートブロック

8-2 ALC パネル

1)種類

2)厚さ mm

1)使用箇所

2)厚さ mm

3)外壁取り付け構法

内壁床 屋根 外壁

15075 (80) 100 175

A 種 B 種 C 種

100 120 150 190

方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考

8-3 押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さ mm

備   考使 用 箇 所構     法方  向

縦

横

8-4 PCa板

床 屋根

合成板

1)床及び屋根

現場打厚さ 合計厚さ 備     考mm mm mmPCa板厚さ

2)外壁 厚さ  mm

PCa板単独 厚さ mm

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

スライド構法

ロッキング構法

120(125)

ロッキング構法

アンカー構法

縦

横

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

③上載荷重が大きい場合 とする。

１梁の余長  の採用   大梁・小梁 * D' (梁有効成)

* min(    ,   )L 2Ｄ’

端部上下筋15d　中央上下筋20d

端部上下筋15d　中央上下筋20d

基 礎 梁

土間スラブ

土間コン
クリート

　　　　　　　　     基礎梁

基礎, 基礎梁

単位セメント量

※注1.スランプは特記なき限り施工者が決め監理者に報告する。

7-6

7-7 継手

スカラップ形状   * スカラップ工法 ノンスカラップ工法

フランジ

ウェブ

柱 梁

*  高力ボルト

*  高力ボルト

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

使用する 使用しない

7-4 頭付きスタッド

2) 大臣認定柱脚(メーカー仕様による)

使 用 箇 所長   さ(mm)径

100 120 150

80 100 120 150

80 100 120 15016 φ

19 φ

22 φ

7-5 溶接材料

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

  ABR400 ABR490 ABM400 ABM490(ABMはM24以上)

1) 材質 SS490 M

全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類

トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

F10T

S14T

 F8T

*  S10T

高力ボルト7-2

SSC400

SNR400

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

STK400 STK490
一般構造用炭素鋼管

 STKN400  STKN490

行う4) 常温亜鉛メッキ

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

行わない溶接部の検査(受入検査)7-11 行う*

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2018」表10.1溶接箇所数の数え方による。

ⅲ.大きさ30個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、4個以上のときは

ロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個を超え4個未満のときは、同じ

7-12

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

ロットからさらに30個のサンプルを抜取検査する。総計60個のサンプルについての不適合個数

の合計が4個以下のときはロットを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

「JASS6 鉄骨工事 2018 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5) 高耐食メッキ鋼板（t3.2mm以下）

行わない

用いる 用いない

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6 (最新版とする)

日本建築学会 JASS5(2018),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

日本建築学会 RC規準2018

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2018とすることができる。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2018により、合否

5)杭頭補強

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭

アースドリル工法

リバース工法

拡底アースドリル工法

BH工法

(

( 全数 % ) 行わない

方向)2

* 行う

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。

1)工法

2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す)

杭径(拡底部)mm 備  考本数長期kN 短期kN 終局kN管厚 mm

3)杭先端深さ

4)孔壁測定

5)使用材料

オールケーシング工法 （　　ベノト工法　　　　　　　）

コンクリート ( 普通ポルトランドセメント 高炉セメント )B種

鉄筋

Fc     

D

SD295A

SD390

D SD345

以上

以上D 以下

SKK400 SKK490鋼管(リブ付)

4-6 杭打地業共通事項

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

行う

* 行わない

* 行わない

1)[

2)載荷試験

3)SL塗布

試験杭 試験掘] 行わない行う(  本)

§5 鉄筋工事

5-1 材種

D  

D  

以下

以上

スパイラル 工場溶接

D  以上

D  以上

SD295A

SD345

SD390

SD490

重ね継手

スパイラル 工場溶接1275級

 785級

 685級

溶接金網

高強度せん断

補強筋

種 類 径 継    手

* 重ね継手

フック加工

重ね継手

機械継手(  級)

機械継手(  級)ガス圧接

K

(JISZ3120)引張り試験

抜取り検査

5-2

5-3

P

U

ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

溶接継手

溶接継手

* 溶接継手

* ガス圧接

* ガス圧接

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他,日本継手協会仕様書(2017年)及び下記を参照する。

JIS Z 3063 (鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法及び判定基準)

JIS Z 3064 (鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準)

本1 検査ロットにつき 原則 柱・梁の径毎に3本* 3

(JISZ3062) 熱間押抜き試験超音波探傷試験

箇所301 検査ロットにつき

不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した圧接箇所の数量で200箇所以内

２ ０ ２ ０ 年 度 版

*  建築基準法施行令第73条第2項による仕様規定(以下令73条の仕様規定)

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、令第73条の仕様規定によらずJASS5(2018),

搬入良土(盛土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

(      )

(      )

(      )

(      )

(      )

(      )

(      )

(      )

(      )

GL-    m

レディーミクストコンクリート(JIS A5308-2019)

が変わる為､かぶりを訂正又は､設計図に明示する

(       以上)

AW検定(工場･現場･代替ﾀﾌﾞ)の有資格者で、工事監理者の承諾を受けた者は技量検定付加試験を免除する。

・補強マニュアル」による。

鉄骨製作工場    下記〇印のグレード認定工場の内、納期・製作能力・鉄骨数量を勘案して工場選択のこと

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

杭リストによる 杭伏図による

使用材料は原則としてJIS規格品、JAS規格品、又は大臣認定品とする。

(不許複製)2020年2月1日作成

200 400

16

19

21

18

18

60以下 60以下

185以下 185以下

270以上 270以上

50

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

1.2

60

外壁

  SS400

S-01

ルート1-2

ルート1-2

(目隠しフェンス）

(目隠しフェンス，幕板）） 行わない

3)設計基準強度    (N/mm 2)  (使用区分は設計図の基礎伏図に示す)

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

1818

11月12日
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伊賀市阿保地内№

令和2年

A1版　NS
A3版　NS

●

●

●

●

●

● ●

●

基本事項

主筋の定着

重ね継手

主筋の継手

２．重ね継手は重ね長さ　　以上とし、図　又は図　のフックをつける。

１．末端は　　巻以上の添巻きをし、図　のフックをつける。

スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。

帯筋の加工は下図による。

パネルゾーン部分は
割りフープでも可

以上

２巻き

第一帯筋

基礎梁

〃

〃

〃

〃

※２

第一帯筋

直交梁

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

※１

〃

〃

〃

〃

計
設

ピ
ッ
チ
以
下

その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

第一帯筋（　　以上使用の事）は梁面に入れ、

以上

以上

副　帯　筋

帯　　　筋

以上（水平長さ）

一　般　階

主筋の継手そ　の　他

二段筋

以上

補　助　筋

柱の

補強

スパイラル帯筋

溶接閉鎖型帯筋

　　巻以上の

添巻き

スパイラル筋末端部（定着部）

a図a図

以上

スパイラル筋中間部（重ね継手）

以上

：片面溶接の場合

以上

　両面溶接の場合

ただし 以下

溶接の場合

以上

以上

巾止筋 二段配筋の場合

以上

補強する柱は設計図による。（柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。）鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

● ● ●

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

記　　号

最外径Ｄ

フックのない場合

フックのある場合

本数に差がある場合

鉄　筋　の

多い

少ない

機械式継手表示

鉄　筋　の 折曲げ

角度
図

鉄筋の折
曲げ内法

１．　　内の数値は最小かぶり厚さを示す。

２．仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上げのある場合とする。

　　できる。

基　　礎　・　擁　　壁

屋　　　内

屋　　　外

柱

梁

耐　力　壁

非耐力壁

床スラブ

屋根スラブ

屋　　　外

屋　　　内

擁　　　　　　　　　壁

柱・梁･床スラブ･壁
布基礎の立上り

かぶり厚さ

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

部　　　　位

土に接し

ない部分

土に接す

る部分　

かぶり厚さ

フック

鉄筋の

種類

トの設計基

準強度

コンクリー
鉄筋の定着

及び重ね継

手の長さ

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）

７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

鉄筋のあき

倍以上
かつ 以上

鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

粗骨材の最大寸法の

４．片持ちスラブの上端筋の先端

重ね継手の
長さ

最　上　階

※

※Dは最外径を示す

補助筋は　　をピッチ

巾止筋を設ける場合は、

設計者の指示による。

使用基準参照）溶接継手の場合でも柱面より　　以上はなすこと。

　　外　柱

主筋の定着

及び余長

ガス圧接、溶接継手表示

設計者判断により、認定を取得した工法ではa=0とできる。

※

柱径が異なる場合

※

は梁有効成

第一あばら筋

腹筋

設計ピッチ以下

副あばら筋
※

※ ねじれ応力を受ける腹筋

２巻き
（水平に定着してもよい）

梁成が異なる場合

　　中　柱
梁主筋は原則として通し筋とするが，拘束筋

　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

拘束筋

かつ 以上

第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ以

下に割り付ける。

で交互配置とする。

　　　は梁成の大きい場合。

溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

は同時打込みのスラブ付の場合

に限る。

　はピッチ

溶接

以上

※

※
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４．※２　軽量コンクリートの場合は、これに10加算する。

３．※１　品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で10減の値とすることが

５．柱・梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の1.5倍以上とする。

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

呼び名の数値dの　　　倍以上

a≧400
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’以上h /2+Ｄ
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L
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全長L
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L

L

パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。ただ

( N/mm )

鉄筋のあき　は原則として下記による。

a

1.5d

a1/a2≦1/6

以上1

以上1

「JASS5

  (2018)」

 に準拠

※最下階柱脚は柱成D以上。

交互配筋 交互配筋

２０２０年度版

ガス圧接、溶接、機械式継手

２．煙突の鉄筋鉄筋のフック １．あばら筋及び帯筋

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

柱

●

●

●

梁

●

下記の１．～７．に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

a

●

●

２，機械式継手

ガス圧接

a

de

b
0.2 d 以下

１．ガス圧接、溶接継手

●

上図の　印の鉄筋の末端にはフックが必要。

余長　は構造特記仕様書5-5項によるが、設計図に記載があれば、

設計図を優先する。

３．重ね継手　（壁、スラブ筋を除く。）

４．D35以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない。

1.5L h以上

　　（ガス圧接、溶接、機械式継手等による）

５．溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による。

２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した共通

定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

拘束帯筋

　　－ト造配筋指針・同解説」による。

直径 (D)

鉄筋の

径によ用箇所に
鉄筋の使

鉄筋の

種類

バーサポートも可

二重帯筋

は50ｄ)とする。

※

継手重ね長さは左下表L かつ40ｄ(軽量コンクリートを使用する場合

柱頭に機械式定着を採用する場合

技術評価で認められた条件を

満足すること。

構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

柱頭の配筋

柱断面

は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。

※ 柱面より梁成の範囲は、

D16以下 3d以上

4d以上

6d以上

D41以下 5d以上

5d以上D25以下
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D41
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21
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24～27

24～27

48～60

30～36

39～45

(6d以上)

余長

(4d以上)

余長

余長

　　仕口面から鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。

0.5D以上

1.5D以上

DX

DY

DX

’Ｄ余長　　は柱有効成(　　　 の大きい方)とし、

以下

DY'

DX'

D

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、dは呼び名に用いた数値とする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてmmとする。

(8d以上)

直線定着 90°フック付き定着 フック付き定着135° フック付き定着180°

２．軽量コンクリートを使用する場合は、2-3の数値に5ｄを加算する。
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　　仕様書及び日本建築学会「JASS5(2018)」及び「鉄筋コンクリ

４．構造特記仕様書2-2でJASS5(2018)、RC規準2018とした

参考値として左下表JASS5(2018)にL L を示す。 

３．構造特記仕様書2-2で令第73条を選択した場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の

１．使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

1

1

1

ガス圧接継手・溶接継手・機械式継手に関する事項は、標準仕様書および
施工要領ならびに鉄筋継手工事特記仕様書(2019年版)共に
公益社団法人日本鉄筋継手協会編に準拠。

場合、主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手重ね長さは設計図によるが、

(販売元)一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 http://fasa-net.jp (発行元)一般社団法人関西建築構造設計事務所協会 http：／／www．kseーweb．com／
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L h,LaL h

2L1L

定着の長さ

,L h

またはフック付きのL h,La,Lbの図一般定着の直線L 2

2

L h L h L h

１．重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きのL hは　2

1

21

継　手　一　般

表　示　記　号

折　り　曲　げ

あ　ば　ら　筋

コンファインド

a≧400

1.1d 以上

L h L h

●●

●

1.5

D D

とする。二段筋のあきは

a

仕上げあり 仕上げなし

40(30) 40(30)

50 (40) 50 (40)
※１ ※１ ※１ ※１

※２   ※２

※２   ※２

(  )

印内に継手中心部を設けることを原則とする。

h h

はRC規準           条によってもよい。又は右図による。2010　17(L h)2

DX'DY'

１５０を超える場合は設計図による

D13

d6
以
上

6d

以

上

副帯筋 180 フックも可）(

d6
以
上

d6
以
上

し、帯筋量　　 は　　 以上とする。0.2%(pw)

1.5※１．設計ピッチの　　倍以下とする。　   　形以上の場合は同径同材質で

　　　　　形　　 以下とする。@100

※２．基礎梁部分は、同径で　  　形　　以下とする。@150

1.5 a
50d a b

a

d

90図b

以上4d

4d
以

上
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以

6d以
上

上

D10

a a b

（有効間隔　　程度）

（有効間隔　　程度）

D D

DD

/4/4

印内に継手中心部を設けることを原則とする。(告示平　　第　　　　号146312

500

L L

つり筋　　　（束ね筋）以上とする。

3/4D以上かつLa

上端筋は
上階柱面から

3/4D以上かつLa

全長L

外柱の下端筋は上向きの方が望ましい。

3/4D以上かつLa

1

e/D＞1/6

あばら筋の加工は下図 又は　　による。1 8

2 3 5 6 9

9 10

135°フックは　　　フックでも可とする。180°

9d

6

上

d

以 6d

以
上

6d

上
以

6d

以
上上
以d6

8d 以上

6d

以
上

8

は定着長さ　とする。L2

3 4 5

6 7 9 10

上
以

d6

上
以

d6 上
以

d6

以
上

以
上

以
上

キャップタイ

　フック又は　　フックが望ましい。180° 135°

p p〃 〃 〃 〃 〃

a≧400

約0.5L h

かつ b+40

カップラー1.4 d 以上 
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A1版　NS
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イナズマ筋

● ●

●

● ●

●
● ● ●

●

●

●

●●

ダブル

ダブル

以上

基礎と基礎梁

土間コンクリ

階　　　　段

打増し補強

§８　その他

杭　基　礎

場合は不要

（軽量

１本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要

杭頭補強筋は設計図による。

§７　基　礎

● ●

●●

程度

●
●

●
●●

●

スリット 完全スリットの場合

程度

スリット

スリット幅

※

梁

土圧を
受ける壁

§６　壁

継手

縦筋

※

横筋

鉄筋による方法

縦横共

溶接金網による方法

程度となる様に上端に補強筋をいれる

補強範囲

スラブ筋と同径で　　ピッチ以下

補　強　筋

片　持　ち

ス　ラ　ブ

長　辺　方　向
上　端　筋

短　辺　方　向

標準継手位置

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。

継　　　　手

鉄筋の折り曲

げ及び定着

§５　スラブ

斜筋

あばら筋と同径、同数で　　　以下とする。

※

梁の貫通補強

)a

基礎梁及び

基礎梁の

継手及び

定着

下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。)b 片　持　梁

　定　　　着

　継　　　手 以内

先端小梁のない場合

通し筋としてもよい。

水平定着でもよい。

定　　　　着

補　助　筋

≦ ＜

≦

不要

（　段）

（　段）

腹　筋

巾止筋

つり筋

受　筋

つり筋

巾止筋

腹筋

受筋

b

D

小　　梁

片　持　梁

　継　　手

小梁及び

　　　印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より　　

連続端（内端）不連続端（外端）

以上はなすこと。

同ピッチ

●
●

耐震壁の場合は

開口補強筋はリストによる

以下 ●● ●

端部

フックを付ける
（耐震壁の場合）

開口部
斜筋の代わりに溶接金網

※

鉄筋による方法
溶接金網に

よる方法

斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。

交差部

●

●

● ●

●
●

● ●

●
●

●
●

継手

定
着

●
●

継手

●

●

以上

同ピッチとする。

さし筋は、縦筋と同径

梁の上面
までのばす

斜め可

下向き可

斜め可

以上

不連続端（外端）連続端（内端）

Ｄ’Ｄ

コンクリートの場合　　）の

補　強　筋

壁　配　筋

柱梁

筋側に読み替える。

継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は　　項の土圧面側を上端

土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。

ス
リ
ッ

ト
材

スリット材

以上

庇

柱梁

既製コンクリート杭

補強筋

隅角部

べた基礎継手

及び定着

補強筋※

主筋

イナズマ筋

●

※

されている場合は不要。

片持階段

下端筋定着

以上

壁配筋が片持荷重を受ける配筋と以上

スラブ階段

●

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

以上

柱

補強筋

●

●

●

●●

梁

腹筋に準ずる

補強筋

補強筋

●●

●

●●

●●●

● 又は、帯筋
あばら筋相当

先端に荷重がある場合片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。

開口補強 ：開口面積

（ダブル）

各

かつスラブ厚以上 設計図による。

かつ

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

定着

セットバックを含む
屋根屋上スラブ隅角補強

（

２　地反力（又は杭反力）を受ける場合

※ 設計者の判断による。

’ＤＤ

※

３　上載荷重が大きい場合は②の主筋継手位置を上下逆にする。

　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場合は

連続端（内端）

)b 基礎小梁

の継手及

び定着
２　地反力を受ける場合

による。

不連続端（外端）

１　地反力を受けない場合は

はなし、梁成の中央　　の範囲内とする。

また位置は原則として柱面から梁成　以上

以上とする。

梁貫通孔は梁成の　　以下とする。

φが　　 未満、かつ　  以下、かつ

(あばら筋間隔-かぶり厚さｘ2-あばら筋

最外径)以下の場合は補強を必要としない。

（通し配筋の場合は不要）

以上

以上

以上

※　地反力を受ける梁は構造特記仕様書5-5項および設計図に示す。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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175

125

90

105

gg 1 2 最大軸径 最大軸径

**50 30

50

60

400

40

90

90140

24*300

　＝３００は千鳥打ちとする。

g

1 　g 2g

1g 2g2g 3

t ≦ 16 16 < t ≦ 40

0   ΔS 　 0.5S≦　　≦

ΔS 　 5

12 1914 22

9

36

217 13

40

24

22

Ｌ Ｌ≧１０Ｓかつ４０以上

5～105～10

(- 5°-2.5°-2.5°(- 5°) 35ﾟ35ﾟ

+ ∞(+ ∞）+ ∞(+ ∞）

+ ∞(+ ∞）

-  0(- 0)

(T-R) (T-R)
+  2(+ 3) +  2(+ 3)

+ ∞(+ ∞） + ∞(+ ∞）
-2.5°(- 5°） -2.5°(- 5°）

-  2(- 3) -  2(- 3)

…　はアーク手溶接　GC…　はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。MC

22

12

28

13

s s s D D s

D/2 D/2 D/2 D/2

ppp

300フランジ巾　　　以下 フランジ巾　　　 フランジ巾 350　400

（ウェブ） （ウェブ）

A ×　×

×　×

B

A B

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

×　×

2PL- 4PL-

×　　× ×　　×

総

外側添板 ボルト

ッ

添板内側添板

×　　×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

× ×× ×× ×

e e

A2タイプ A3タイプ

W2, 3W or W

B1タイプ B2タイプ

（不許複製）2020年2月1日作成
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● ●

●●

● ●

● ●

●

●

１,

２,

３,

３,

２,

１,

床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

２,

１,

５,

３,

４,

出寸法

注記

２,

1,

３,

４,

５,

丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共ＪＩＳ規格品を使用する。

同質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

PL-b

PL-b

PL-e

PL-d

PL-c

PL-a

PL-c

PL-c

PL-a

PL-c

PL-d

PL-d

PL-d

PL-b

PL-b

PL-b

PL-b

PL-b

PL-c

PL-d

PL-e

PL-a

PL-b

PL-c

PL-d

パネルゾーンのPLの厚さ

PL-e

25

cTf≦25の場合   25

cTf≧28の場合   30

イ

ロ

（6-2項）上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と

ゆるい場合（1／6程度）は不要。

ハンチ部でFPLを折曲げる場合はR≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配の

a

●

φ

φ

以上　φ

φ

タイプ　 タイプ　

3

3

A B

継手

タイプ　E F タイプ　

H
4

4

H

≒ 30

W Wor

W

W

W

合成スラブの場合はメーカー仕様による。

タイプ　

d

サイズ 0.5d

ブロック壁の場合)(C

d

アークスタッド溶接

h

a

a

a

t

e

d

a
≦p

≧p 5.0d

≧a 100

≧40a

≧40

4.0dh ≧

e

d 2.5t

5d

≦

≦

以上

φ20　ガス抜穴

断面

HTB　　　継手

継手リストによる

　　　前後1,000

柱現場継手位置
10

WorWW,

a
断面 W

W

柱溶接後切断

建方用ボルト

(

c c

W

下向き溶接とする

　形鋼の場合柱が

　形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合H

　形鋼の場合H柱が 　角形鋼管の場合柱が

　　　直交梁

W 2

W

鉄筋間隔

D13 以下

65

15

)

50

50

W

アークスタッド溶接

ウェブの継手は設計図書による

タイプ(標準)A タイプ　 軽微な　　壁の場合( RCB

50

50

そ　の　他

貫通補強

デッキプレート

スタッドジベル

壁筋の溶接

W

　　　梁現場継手位置

W

10

Td

W

W

継手リストによる

30 以上

直行梁

Tf

勾配屋根 Tf

　　　直交梁

W

W

W W

梁

以下を原則とする。

W

W

W

W

W

§ によるは

W

　角形鋼管の場合柱が

断面-

梁　通　し

仕口と継手

柱　通　し

現場溶接継手

柱

梁

腰折れ柱

ウェブは継手リストによる

焼抜きせん溶接

ロ

（これを満足できない場合は設計者の指示による。）

以上

以上

30 以上

ｄ 柱径が異なる場合

以上

ｅ

e
p p

e

ｅ

,,
W
W W W

or

通しダイアフラム

H

H

(　　－M　  )

一般柱脚

ブレースリスト

（折れ曲がり部）

1)

（通しダイアフラム）

（内ダイアフラム）

（鉛直スチフナ）

（水平スチフナ）

２)

３)

ｄ

タイプ　 タイプ　

φ3

C D

1.5 t

WW

W
0

t 0

W W 1

又は同厚さ以上（片面）

W 1

補強プレート ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接す
デッキプレート受け

部分溶込み溶接

アンカーフレームを使用す

る場合は設計図書による　　

B（主柱）タイプ　A

200

W
W

余長はネジ山　以上3

W

200

無収縮モルタル流し込み

無収縮モルタル流し込み

を切断し天端をそろえるD16

A（　タイプも同じ）

A（　タイプも同じ）

すべて座金付き二重ナットとする

タイプ　

t

 L

中心塗りモルタル　　角

又は　　φ以上とする

（間柱等二次部材）

開先形状は

設計図書による

25

直交梁用 W

W

現場溶接を行なう場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

通しダイアフラム

通しダイアフラムW

φ

φφ

φ

既製品(評定品)を用いた場合

無収縮モルタルの強度はRC柱型
のコンクリート強度以上とする。

W

ハイリング,フリードーナツ
ＯＳリング等　使用可

板曲げ加工半径ｒは、
フランジ板厚の10倍以上とする。

1
5
0以

上
が

望
ま

し
い

通しダイアフラム

アンカーボルトの施工に誤差が
ある場合は台直しはせず右図の
様に補強する。

(せん断力を負担させる場合も同様)
AB

座金

鉄骨工作標準図(2)

(販売元)一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 http://fasa-net.jp (発行元)一般社団法人関西建築構造設計事務所協会

FPL

cTf

cTf

cTf

cTf

2,400

FPL

WPL

FPL

4-2

柱FPL現場溶接継手

2PL-

PL-      )

梁FPL現場溶接継手

35

GG

G

G

R(曲率半径)

4

1

12

2

1

1

1

1

1

1 2

1

23 4

1

1

2

2

1

2

1

2

H

2

GPL-t

上下柱のFPLの厚い方より1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより2サイズUP以上かつ柱のFPL以上

梁（柱）のFPLより1サイズUP以上

mm かつcTf以上

ロ

イ

ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の1ランク

上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同

じとし、材質は上の方の1ランク上質とする。

ること。（告示1464）

イ

ロ

ロ

イ

イ
イ

設
計
図
に
よ
る
3
0
～
5
0

BPL

BPL

補強PL厚さtはBPL厚さの1
2 かつ　以上　9　程度　

補強PL材質強度はAB.BPL以上

1

1

2

1

3 4

30°

ｅ

PL厚さはWPL厚さの0.5以上（片面）

PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上（両面）　PL厚さはWPL厚さの0.5以上（片面）

2PL（設計図による）

45゜

貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした（WPL＋補強PL）

BHとする。

特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は　　

0.5H以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。　　

@≒300

H

FB-65×9

1

2

1

2

2

2

1

1

2

1

FB-65×6

設
計
図
に
よ
る
3
0
～
5
0

GPL

2φかつ100+φ

(0.4H＜φ≦0.5H)

(0.1H＜φ≦0.2H)

2φかつ100+φ

2φかつ100+φ

（φ≦0.1H)

p

＝50

p＝

15
0
以

上
が

望
ま

し
い

1
5
0
以
上

が
望

ま
し

い

2

1

1

1

1

1

1

1

1

43

2

1
0
0
以
上

が
望

ま
し
い

仕口部に集結する梁の最大FPLより1～2サイズUP以上

２０２０年度版 6 ｰ 6

9 ｰ 1

9 ｰ 2

9 ｰ 3

9 ｰ 4

6 ｰ 1

6 ｰ 2

6 ｰ 3

6 ｰ 4

6 ｰ 5

7 ｰ 1

8 ｰ 1

§６　柱梁接合部及び継手

§７　柱　脚

§８　壁面ブレース　　

§９　その他　　

or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

4or WW 2, 3W

- aa

-

bb

b b

c c

PL-6かつ 　 以上t

4or WW 2, 3W

部　材
径 脚長

高力ボルト
符号

溶　接

Σｔ本数

GPLの最小幅　　　が確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。

H H

HH

(0.2H＜φ≦0.28H) (0.28H＜φ≦0.4H)

W Wor 43

貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　　　部分を原則とする。

p1 p1

p e

7.5d 300

h,p 1 p,　　設計図書による。2

5d 5d

（不許複製）2020年2月1日作成
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A1版　NS
A3版　NSQLデッキ施工標準

　 　　日本ヒルティ(株)

ひび割れ 400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

ひび割れ

10
0m

m

標　　準　　納　　ま　　り

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

ａ部 ａ部

※1

※1

※1

※1

※2

壁
溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート クローサー

５０ｍｍ以上
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

溶接金網
又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

 左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘
クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

梁にのみ込み３０ｍｍ

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部
１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外
周

部
大

梁

Ａ

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

ｄ
柱

ａ

大
梁

大梁ｅ

ｃ

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

小
梁

２スパン                     １スパン

　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）

施
　
　
　
　
工

設　　　　　　計

ＱＬデッキ　
□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

□1.2

□1.6

材料／デッキプレート

施工順序 検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

［ISO 9001認証取得］

耐　火　仕　様

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

□無し

敷込み仮止め溶接

溶接金網敷込み

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

40
d

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

柱

柱

QLデッキと梁との接合

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

墨　出　し
 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚
 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る
 　　ように敷込む。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）
 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。
 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

敷　込　み

1) 検流計での計測
ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。
注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装
　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（２）溶接棒
JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち
３.０～４.０×２度打ち
３.５～４.５×１度打ち
４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０

３３～３５
３３～３５
３４～３６
３４～３６

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形 上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

２）打込み鋲
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。
　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ ＣＯ2アークスポット溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

（１）溶接機
交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。

       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下

     　　　　高性能ＡＥ減水剤
　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm

3

検　　査

コンクリート打設

(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

溶接金網
Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ ＱＬデッキ(単純支持)
耐火補強筋 Ｄ１３１５０

(単純支持)
ＱＬデッキ１５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。
ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による
例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部

※1

この部分の小口は塞がない！
焼抜き栓溶接又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

クローサー
梁耐火被覆

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

柱

焼抜き栓溶接又は打込み鋲
φ４－１３　＠６００以下

クローサー

 柱廻り

柱廻りＱＬデッキ切欠き

QLデッキ端部 小口塞ぎ

ＱＬデッキ受材
すみ肉溶接又はドリルねじ

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

現場切断（ＱＬデッキ）

QLデッキ受材ＦＢ６５×６等
(APWの場合 ＦＢ６５×９等)

※3

Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

※1

※1

※1※1

又は打込み鋲

梁耐火被覆用面戸

コンクリート
溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ梁耐火被覆 梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆
φ４－１３　＠６００以下

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

 梁との間に隙間がある場合

又はドリルねじ
すみ肉溶接

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

 ＱＬデッキを連続にした場合

50ｍｍ以上

200ｍｍ以下

Ｂ･Ｈ部

クローサー

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

【連続支持合成スラブ】

FP060FL-9095

FP120FL-9107

2

2

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

コンクリート厚さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０
ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート
端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

５０

注2)

注2)

注2)2

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

Ｓ梁

支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート2

【単純支持合成スラブ】

２ ２

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

普通コンクリート

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。
注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。
注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
22 ３.４２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

Ｓ梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

１５０  ８５０ ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン
１５０

８５０  １５０ Ｄ１３、長さ１.０ｍ
端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

(連続支持)

単純支持連続支持
合成スラブ 合成スラブ

１５０ｍｍ以上
耐火補強筋Ｄ１３

耐火補強筋Ｄ１３
コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

４
０

ｂ部 ｃ部

※2

※2

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

普通コンクリート

普通コンクリート

耐火補強筋 ３０３０ ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

ｄ部 ｃ部

※2

 ブラケット支持

アークスポット溶接 又は
打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

ＱＬデッキ１０
フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

ＱＬデッキ受け材

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

ｅ部 ｅ部
※2

耐火補強筋

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

ａａ

１０ｍｍ以上 梁幅 ＱＬデッキ 柱型枠

フラッシング

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

コンクリート止め 木材等
QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

開口部補強案

Ｌ

C)開口が連続している場合
連続する開口の開口群(仮想開口)と
見なし、その開口部の大きさにより、
2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

ｗ

１）開口がφ１５０程度の場合
  A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

開口補強筋Ｄ１０

開口補強筋Ｄ１３

３）ｗ＞600mmの場合

耐力補強筋

Ｌ

耐力補強筋
ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方

耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ
ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強
コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

開口部

ｗ

Ｌ開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口
部

Ｍ
ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

2

2

ＱＬデッキを切断

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。
※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」

耐火仕様①

　　　合成スラブ工業会仕様

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板)[□Y18 □Y27]
□亜鉛めっき   　  　　　   　  [□Z12 □Z27]

*1
□裏面防錆処理(一次塗装)　 ＱＬプライマー(P)

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 □ 溶 接 金 網

 □ 異 形 鉄 筋

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

　□Ｄ１０-２００×２００　□（　　　　　　　　）

2

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

ｍｍ 厚さ(QLデッキ山上)

□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２JIS B 1198 各長さ・ピッチは特記による

接　　　合

材料／溶接金網・異形鉄筋

材料／コンクリート

 支 保 工 有 無

 □ 無    □ 有 
 その他：

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他
 □指定なし

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

耐　　　火

特　　　記

□そ　　の　　他

※最小長さはデッキ高さ＋３０ｍｍ以上とする。

*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照

付帯条件

に支持されるものとする。
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　)※

※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

アクセサリー

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

13
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ハンガー金具

４
０

１８５

２
８

Ａw ＝（　　　　）mm １.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

デッキプレート幅方向

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

大梁上大梁上
ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-５０

デッキプレートスパン方向
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下１.５Ｑa
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ
１.２　  　　　４,９００

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

焼抜き栓溶接

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況

施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）
注１：普通コンクリート、D10-200×200、表面処理が亜鉛めっきの場合

注２：表を超える場合は、別途支保工が必要です。

60
板厚(mm)

支
持
条
件

1.0

単純(内法)

２連続

３連続

2.38

3.20

2.95

QL99-50
70 80 90

(単位：ｍ)

1.2

2.52

3.39

3.13

1.6

2.75

3.67

3.41

2.33

3.10

2.89

2.47

3.32

3.06

2.69

3.62

3.34

2.29

3.01

2.84

2.42

3.26

3.00

2.64

3.55

3.28

2.24

2.93

2.78

2.38

3.18

2.95

2.59

3.49

3.22

【単純支持】

【連続支持】

S造・施工時のスパンの取り方
100

2.21

2.85

2.74

2.33

3.09

2.89

2.55

3.43

3.16

60

単純(内法)

２連続

３連続

3.13

3.57

3.64

QL99-75
70 80 90

(単位：ｍ)

3.31

3.91

3.79

3.62

4.31

4.06

3.07

3.46

3.58

3.25

3.80

3.74

3.55

4.25

4.00

3.02

3.37

3.52

3.19

3.70

3.69

3.49

4.19

3.95

2.96

3.28

3.46

3.13

3.60

3.64

3.43

4.14

3.90

100

2.92

3.20

3.40

3.08

3.52

3.60

3.38

4.09

3.85

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6

スパン

スパン スパン

板厚(mm)
ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)

支
持
条
件

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。 ２０２０／０３／０１

レ
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レ
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（３）標準溶接条件：右表

工　　程

デッキ焼抜き

押し込み・溶着

整　　形

敷　込　み

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

梁フランジ板厚

６mm以上 １９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（４）溶接工の資格：JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

手　　順　・　要　　領

（１）溶接機：交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

溶 接 電 流

アーク発生１

２

３

４

（５）手順・要領：以下の１～４の順に行う。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、径10㎜弱で"の"の字を描いてデッキを焼抜く。

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き上げる。スラブを除去して仕上がりを確認。

デッキを梁(母屋)になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を梁(母屋)上まで押込み、焼抜きの内側をなぞるように円中央へ2～3回転しながら運棒。

　　　　　　　棒径４mmφのもの

 　　乗るように敷込む。（５０ｍｍ以上）

 ２）デッキプレートの溝部が各梁(母屋)上に

 ３）デッキプレートの長さ方向の梁(母屋)上

 　　のかかり幅は、５０ｍｍ 以上に敷込む。

1) 検流計での計測

(1)デッキ相互の嵌合状況

2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用い

　　秒間溶接した時の溶接棒の消費長さが45～53mmであること。

　　てアーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０

(2)開口部の補強状況

検　　　　　　　　査

墨　出　し

敷込み仮止め溶接

デッキ相互の接合

検　　査

２）くぎ

デッキと梁(母屋)との接合

４）すみ肉溶接

１）焼抜き栓溶接

施工順序 デッキと梁(母屋)との接合

２）打込み鋲

（２）鋲：

打鋲に失敗した鋲の頭部がじゃまして，増し打ちができない

場合は、グラインダーにてその鋲の頭部とワッシャーを取り

除き、その隣でデッキスパン方向10mm以内に増し打ちする。

ｄ

Ｄ

2)検査で不合格の場合は増打ちをする。

1)検査用測定ゲージを用いて立上がり長さを確認する。

梁(母屋)板厚に合った空砲と威力をセットする。

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

（１）使用工具：鋲打機（打込み鋲専用工具）

【焼抜き栓溶接】 【打込み鋲】

３）ドリルねじ

１）ドリルねじ

３）スポット溶接

ヒルティ鋲

床商品カタログ、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

□事前検査

【そ　の　他】

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無

3) 標準余盛り径　：18mm以上

□溶接後の外観検査

　スラグ除去後、梁にデッキを密着させて再溶接する。

　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

□不良部の補修

□事前検査

□接合後の外観検査

□不良部の補修

（２）寸法(mm)：φ６以上ｘＬ20以上

（１）規　格　：ＪＩＳ Ｂ １１２４

梁(母屋)板厚が厚い場合は、デッキと梁(

母屋)に下穴を開けた後に、ドリルねじを

取り付ける。

注.「デッキ相互の接合」に使用するドリル

 　ねじとは、ねじの寸法(φ４ｘＬ13)が

   異なる。

　　空砲の種類及び選定についてはメーカーに確認する。

：鋲立上がり長さ

15

4.5

ＱＬルーフ屋根設計・施工標準

ｗ開口部

開
口

部

ｗ

開口部

≧
Ｗ

ｗｗ Ｌ

Ｌ

アングル

小梁補強

アングル

クローサー 梁耐火被覆用面戸クローサー

ＱＬルーフ50mm以上 50mm以上

焼抜き栓溶接、打込み鋲 焼抜き栓溶接、打込み鋲

 デッキを突き合わせた場合  デッキを離した場合  デッキを連続にした場合

又はドリルねじ 又はドリルねじ

 外周梁 デッキスパン方向

ＱＬルーフ

梁耐火被覆

開口間隔≧３×開口径

補強プレート

　打込み鋲 　ドリルねじ　焼抜き栓溶接
アーク手溶接

デッキ品名 敷設形式

３.屋根システム耐火仕様

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又はドリルねじ

注２）梁(母屋)（１時間耐火被覆）

ＱＬルーフ（厚さ1.2、1.6）
焼抜き栓溶接、打込み鋲又はドリルねじ

梁(母屋)とデッキの接合
注３）

スパン
注１）

スパン

≧
Ｗ

A-2A-1 A-3 A-4

開口部補強案
２）ｗ:600mm以下 ，Ｌ:900mm程度以下１）開口がφ150程度の場合 ３）ｗ＞600mmの場合

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又はドリルねじ

梁耐火被覆
支持スパン 認定番号

ＱＬルーフ
ＱＬルーフ ※ ※

梁耐火被覆
ＱＬルーフ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
梁耐火被覆

 外周梁 デッキ幅方向  デッキ幅方向 デッキを連続した場合  デッキを離した場合  梁との間に隙間がある場合

焼抜き栓溶接、打込み鋲

梁耐火被覆
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ 又はドリルねじ
又はドリルねじ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又はドリルねじ

50mm以上200mm以下

A-5 A-6 A-7 A-8

（フラッシング）現場切断焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲

※

梁耐火被覆

 梁継手部 デッキ幅方向 デッキ幅方向 デッキを連続した場合  梁継手部 デッキスパン方向 デッキを連続にした場合

ＱＬルーフ

梁耐火被覆

デッキ受材ＦＢ６５×６等
（ＡＰＷの場合 ＦＢ６５×９等)

ＱＬルーフ

焼抜き栓溶接、打込み鋲

焼抜き栓溶接、打込み鋲

現場切断(デッキ)

梁耐火被覆

又はドリルねじ 又はドリルねじ
又はドリルねじ

溶接 又は
ドリルねじ(φ4-13) ＠600以下

※※

溶接 又は

ＱＬルーフ

 梁継手部 デッキ幅方向  梁との間に隙間がある場合 デッキを突き合わせた場合

梁耐火被覆

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、打込み鋲
デッキ受材ＦＢ６５×６等

（ＡＰＷの場合 ＦＢ６５×９等)

焼抜き栓溶接、打込み鋲

※
現場切断（デッキ）

（フラッシング）現場切断
焼抜き栓溶接、打込み鋲

 梁継手部 デッキスパン方向

又はドリルねじ

又はドリルねじ

又はドリルねじ

ドリルねじ(φ4-13) ＠600以下

又はドリルねじ

200mm以下
50mm以上

梁耐火被覆

クローサー

A-9

B-3 B-4 B-5 B-6

A-10 B-1 B-2
焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

梁耐火被覆
*

*
*

*

*

*

*

*

* *
*

スポット溶接

 (溶接長さ15mm)

すみ肉溶接

 (溶接長さ15mm)

鉄筋φ9

・その他の認定番号     ：φ2.5×L32
・認定番号 FP030RF-0064：φ2.1×L32

くぎ
（φ4×L13）
ドリルねじ

２.くぎ

４.すみ肉溶接３.スポット溶接

１.ドリルねじ

ドリルねじ、くぎまたは溶接

ＱＬルーフ デッキ相互の接合注４）注３）

*印「梁耐火被覆」については、設計「3.屋根システム耐火仕様」の注２)を参照下さい。
※部分が180mm を超える場合、断熱材敷設のための補強が必要となることがあります。詳細については、ご相談下さい。

注２）梁(母屋)の耐火被覆  梁(母屋)に１時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注３）梁(母屋)とデッキ間の接合は、デッキプレート１枚毎に３ヶ所とする。詳細は「２.梁(母屋)との接合」及び「施工」欄を参照。
注４）デッキ相互の接合については下記の通りとする。

注１）スパンとは梁(母屋)の中心間距離を言う。

４.デッキ相互の接合

５.アクセサリー

接合間隔

□採用項目に ﾚ を記して下さい。

QL99-75-16Y

QL99-75-12Y

QL99-50-16Y

QL99-50-12Y

連続支持
単純支持
連続支持
単純支持
連続支持
単純支持
連続支持
単純支持

QL99-50-12Y
QL99-50-16Y

QL99-75-12Y
QL99-75-16Y 連続支持

単純支持

連続支持

単純支持 2,800mm 以下

3,400mm 以下

3,400mm 以下

4,550mm 以下

1,570N/本

デッキ板厚

  1,170N/ヶ所  4,000N/ヶ所

  1,560N/ヶ所　4,310N/ヶ所

１.２mm

１.６mm

接合強度一覧

６００ｍｍ以下

梁(母屋)

≦600 mm
焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

焼抜き栓溶接             打込み鋲        ドリルねじ

端部  　　   中間部      端部･中間部共　  端部･中間部共

3,100N/本

3,500N/本

特　　　記

注）上記方法でデッキと梁（母屋）を接合しても、水平ブレースは削除できません。
水平ブレース（屋根面）は別途ご指示ください。

接合部の作用する荷重に応じて接合箇所の個数を決定する。

デッキ端部梁(母屋)上

デッキ中間部梁(母屋)上

 Ｎs＝Ｗs／１.５Ｐa かつ３ヶ所/デッキ１枚以上

 Ｎc＝Ｗc／１.５Ｐa かつ３ヶ所/デッキ１枚以上

Ｗｓ：デッキ端部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(Ｎ/m)
Ｗｃ：デッキ中間部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(Ｎ/m)
Ｎs ：デッキ端部梁(母屋)上の接合箇所数／１ｍ幅

Ｐa ：接合部１個当たりの長期許容引張り力（Ｎ）

接合箇所

端部 中間部 端部

梁(母屋)上のデッキ端部及び中間部

接合箇所

Ｎc ：デッキ中間部梁(母屋)上の接合箇所数／１ｍ幅

◎デッキ幅方向

◎デッキスパン方向

 そ の 他

設　　　　　　計

標　準　納　ま　り

施
　
　
　
工

 接合

□その他：

平成14年４月16日国土交通省告示第326号に基づき、下記の仕様とする。

(デッキ相互) (デッキと母屋) 接合

□ドリルねじ
□スポット溶接
□すみ肉溶接
□くぎ

□ドリルねじ
□スポット溶接

□すみ肉溶接
□くぎ

□焼抜き栓溶接
□打込み鋲
□ドリルねじ

□ドリルねじ
□打込み鋲
□焼抜き栓溶接

QL99-50は、デッキスパン中央に１ヶ所接合する。

甘い場合は、１ｍ以下の接合間隔とすること。

□認定番号FP030RF-0064：＠450mm

但しQL99-50・QL99-75共に、敷込み時に嵌合が

焼抜き栓溶接、打込み鋲又はドリルねじ
梁(母屋)とデッキの接合

デッキ敷込み時にデッキ嵌合が甘い場合は、適切な処理を施して下さい。(「4.デッキ相互の接合」参照)

4,300mm 以下
3,450mm 以下
3,900mm 以下
3,200mm 以下
3,550mm 以下
2,850mm 以下
3,350mm 以下
2,650mm 以下

□FP030RF-0327

□FP030RF-0413

□FP030RF-0328

□FP030RF-0326

□FP030RF-0064

定尺2.4ｍ
デッキ割付の幅調整に用いる。

25 Ｗ（100～250）

13
.5

デッキの小口ふさぎ
に用いる。

5
2

29
29

77

場合に用いる。定尺2.4ｍ
デッキ小口を連続してふさぐ 付属のネジで固定する。

ＱＬインサート

吊り荷重:980N(100kg)

BC75･BC50FS

フラッシング クローサー 天井吊り

梁耐火被覆用面戸に
用いる。

注）認定番号FP030RF-0064に記すドリリングタッピンねじは、JIS改訂により「タッピンねじのねじ山を持つドリルねじ(JIS B 1124)」に変更になっています。

**

（２）溶接棒：JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒

適正な溶接を行うため 1)または2)の方法で電流値をチェックする。

NCS75S･NCS50S

板厚:1.2,1.6mm
ＱＬ９９-７５

板厚:1.2,1.6mm
ＱＬ９９-５０

75

600
6012060

120 120180

300幅

75

300
6060

120

50

600
60 120 60

120120 180
300幅

50

60 60
300

120

□QL99-50-12Y

１.材料／デッキプレート

□Z27
□Z12

材　　質デッキプレート種類

□QL99-75-16Y

□QL99-50-16Y

□QL99-75-12Y
ＱＬルーフ

SDP2G
JIS G 3352

亜鉛メッキ(G)

表 面 処 理商 品 名

［ISO 9001認証取得］

注1）本標準図において、「タッピンねじのねじ山を持つドリルねじ(JIS B 1124)」をドリルねじと略記する。

注2）打込み鋲の場合、「梁(母屋)板厚」の最大値は32mm。

□ドリルねじ（φ6×L20以上）

２.梁(母屋)との接合

下記の接合箇所の項によって決定する。
梁(母屋)板厚（ｔ）＜６mm

梁(母屋)板厚（ｔ）≧６mm

□そ　　の　　他

□打込み鋲

□焼抜き栓溶接（φ18以上）

　　　　　ヒルティ鋲（X-ENP-19 L15：JIS G 3502 ピアノ線相当）

8.2～9.8

ＱＬルーフを屋根に用いた場合の設計・施工は、(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、

（４）作業資格：鋲メーカーの作業者資格認定制度に基づき施工技術を

　２.詳細は鋲メーカーの施工要領にしたがって施工並びに検査を行う。

デッキを梁(母屋)になじませ鋲を打つ。鋲打ち

鋲打ち機調整

（３）施工指導及び施工：鋲メーカーが責任施工又は施工指導を行う。

梁(母屋)板厚に合った空砲と威力レベルをセットする。

（５）手順・要領：以下の１～３の順に行う。

　　　修得した作業員が施工する。

立上がり長さ確認 検査用測定ゲージを用いて立上がり長さを確認する。

注１.閑静な場所では発射音の対策に注意。

手　　順　・　要　　領工　　程

３

２

１

φＤ

φｄ

２０１９／０８／０１

QLルーフ施工標準

レ
レ

レ
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A1版　NS
A3版　NS角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 

施工標準仕様書No1
S-08

(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和2年3月31日付)

(2)適用する柱およびはり材

部材記号

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

･建築構造用圧延鋼材(JIS G 3136) SN400B,C

･一般構造用圧延鋼材(JIS G 3101) SS400

･溶接構造用圧延鋼材(JIS G 3106) SM400A,B

1.NDコア仕様
2.NDコア仕様の決め方

ND150

ND175

(1)NDコアの形状寸法および重量

外径B

152

177

部材記号

単位質量板厚t

16.5

17.0

公差(mm) (mm) (kg/m)

a)適用する柱材の材質および規格

※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡

202

252

22.0

24.0

ND300 302 29.0

設計記号 数量(個)

(1)NDコア長さLの設定方法と注意点

150～

85.1

124

184

265

ND200

ND250

材質

※1　設計記号は､部材記号-長さ(mm)で記入する｡　(例)ND300-600､ND200-550

長さ(mm) 斜め切断(勾配)

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

t
B

B

B

B

t

ND250～ND400ND150～ND200

b)適用するはり材の材質および規格:下記規格のH形鋼 

･建築構造用冷間成形角形鋼管　BCR295

･一般構造用角形鋼管(JIS G 3466) STKR400 

余長≧e(はりC)

はりA 

はりB 
はりC 

余長≧e(はりA) 

段差はり 

はりA 

はりB 

はりC 

NDコア長さL

傾斜はり･斜め切断 

はりB,はりCの小口基準面 10 
X 

b)はりに傾斜がある場合には､はり取り付き部の長さの増加を加えてNDコア長さを設定すること｡ 

　･平成19年国土交通省告示第593号､第594号､第595号､第596号

　･同「2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュアル」

　･平成20年5月23日施行改正建築基準法

　･(一財)日本建築センター「2015年版建築物の構造関係技術基準解説書」

a)NDコアは柱･はり組合せ表の範囲において柱､はりに対して､許容応力度設計､保有耐力接合条件を満足して

おり､あらためて接合部の検討は不要である(【柱はり組合せ編】参照)｡ 

b)NDコアを用いた柱はり接合部では､通しダイアフラム形式の架構と同様に節点を剛とし､柱およびはりを線材

置換して､鉄骨フレームの設計を行うことができる｡ 

c)NDコアを用いた柱およびはり等の鉄骨フレームの設計については､下記の規基準等によるものとし､通常の設計

フローに従って､部材の設計､架構解析､耐力の確認等を行う｡ただし､ルート3を用いて設計をする場合､ND

コアは適用範囲においてパネル崩壊とならないため､柱はり耐力比から崩壊形を判定して保有耐力の検討を

中間階部 柱頭部

補強プレート

余長≧e

余長≧e

(1)鉄骨製作方法

(2)接合方法

(3)柱頭部補強プレート取り付け方法

4.NDコア鉄骨製作要領

隅肉溶接仕様

≧9

≧6

≧12

a)NDコアと柱およびはりとの接合は鉄骨製作業者が行い､施工管理は鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

術者が行う｡ 鉄骨製作に関し特に確認すべき事項については「NDコア鉄骨加工要領書」に示す｡ 

b)記載なき事項については､(一社)日本建築学会「建築工事標準仕様書･同解説　JASS6鉄骨工事」､同「鉄骨工事

技術指針」､および(一財)日本建築センター「2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュアル」による｡ 

a)NDコアと柱およびはりフランジとの接合は完全溶け込み溶接とし､NDコアとはりウェブとの接合は隅肉溶接ま

たは高力ボルト接合とする｡

b)NDコアとはりの接合はNDコア小口面から余長e以上を確保して接合する｡余長eは別紙「柱はり対応表」にて

特記の無い限りは25mmとする｡

c)NDコアは､NDコア小口面から余長eを除いた全ての部分ではりの取り付けが可能だが､はり外面合せの場合､

NDコアの角部分と裏当て金に隙間が生じたときは､隙間を溶接で埋めて本溶接を行う等適切に処置する｡ 

a)柱頭部は､NDコア小口面に右表に示す仕様の補強プレートを全周隅肉溶接により取り付ける｡

b)全周隅肉溶接は右表に示す溶接サイズで､490N級の溶接ワイヤを用いて行う｡ 

または 
高力ボルト接合 

はり下端の段差

棟部 桁部(斜め切断)

バルコニー部の段差

隅柱･側柱 はり芯が斜めの場合

5.NDコア納まり例

(1)はり取り付け位置

(3)段違い形式はり

※)柱頭上部の斜め切断の勾

余長≧e

余長≧e

段違い形式はり 斜め切断傾斜はり

【NDコア長さLの採り方例】

長さ範囲

(mm)

69.8

断面形状

(2)柱頭部仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコア
斜め切断無し

材質:SN400A,B,C､SS400､SM400A,B,C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

c)柱頭部を斜め切断した場合は､はりの傾斜は切断角度以下とする｡ 

a)柱頭部では､NDコア小口面に下表に示す補強プレートを取り付けること｡

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレート仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

斜め切断有り

d)どぶ付けめっきのため補強プレートに開口を設ける場合は､断面欠損を考慮し､板厚を割増すこと

柱頭切断角　最大45ﾟ

はり傾斜角

補強プレート 

柱頭切断角以下 

3.鉄骨躯体の設計方法

c)柱頭部を斜め切断すると､NDコア小口面の長さが増加するため､右図を参考に､実状に合わせて補強プレー

柱頭部

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

d)NDコアとはりとの接合の際､NDコア製作時の溶接余盛とはりが接触する場合は､グラインダで平滑に仕上る

等適切に処置する｡

トを準備する｡ 

余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりC)

NDコア長さL

余長≧e(はりC)

余長≧e(はりC)

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりB) 余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりA) 

PL

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

行う｡

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

または 
高力ボルト接合 

寸法 板厚※

(mm) (mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコア
斜め切断無し

材質:SN400A,B,C､SS400､SM400A,B,C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレート取り付け仕様

寸法 板厚※

(mm) (mm)

斜め切断有り

溶接サイズ

(mm)

ルート1-1

ルート1-2

ルート2

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

ただし､NDコア使用部においてパネル崩壊が生じな

いため､柱･はり耐力から崩壊形を判定して､フレー

ム設計を行う｡

崩壊形の判定に影響しない､柱頭部については､

特別な検討は不要である｡

ルート3

(5)柱頭部

陸屋根 桁部

(2)一般部

一般部

(6)デッキプレート納まり

(7)NDコアと屋根用かさ上げ材の納まり

(8)補強プレートどぶ付けめっき用開口

デッキ受け材(板厚6mm以上)

･通しダイアフラムが無いため､デッキ

受けを取付けて対応する｡

･受け材の板厚は6mm以上とする｡

･デッキプレートの乗せ代は､デッキの

規基準等に従う｡

かさ上げ材切欠き 余長を大きく取る 補強プレートを厚くする場合

かさ上げ材切欠き 補強プレート厚肉化

余長大

※開口位置･大きさについては､どぶ付けめっきメーカーと相談して決めることが望ましい｡

中央大+4隅小 4隅大

※開口を設ける場合は､断面欠損を考慮し､板厚を割増すことが望ましい｡

(4)スロープ

スロープ部

中柱 中柱 (柱径=はり幅)

･本仕様書は別紙「NDコア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用

･本仕様書に記載の無い事項は､「NDコアカタログ」の他､日本建築学会「建築工事標準

書･同解説　JASS6鉄骨工事」(一財)日本建築センター「2018年版冷間成形角形鋼管

設計･施工マニュアル」および関連規基準に従うこと｡

すること｡

端あき

端あき

端あきはND150･ND175で10mm､

ND200･ND250･ND300で15mm程度

設計が可能｡

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

設計が可能｡

※1

※2 ※4※5※3

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするかもしくは梁ウェブを切り欠くなど適切に処置すること

が望ましい｡ 

ND400 402 38.6 470

+2.0 
-2.0 

ND350 310×310 310×PL

ND350 310×310 310×PL

+3.0
-0 

※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡

※　角落ち防止のため､板厚は1サイズアップを推奨する｡

    (斜め切断は一方向のみとし､部分切断は不可)

≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL
ND350･ND400で20mm程度

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

ND350 352 33.8 360

≧16≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL

※7　NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡梁との溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡

※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には 

10外観､11試験､12検査､13再検査の各規定に適合している｡SN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質

≧l（はりＣ）
かつ

≧l（はりＢ）

≧l（はりＣ）

≧l（はりＢ）かつ

≧l（はりＡ）かつ

L≧ｌ L≧ｌ L≧ｌ L≧ｌ

配は45ﾟ以下とすること

適合していないが､当該JISに示される

a)NDコアの長さLは､取付く各はり(最大で4方向)全てに対して､最小余長eを確保し､かつ最小長さｌ以上となるようにする。

最小余長e､最小長さｌは柱はりの組合せで決まっている寸法であり「設計・施工標準仕様書【柱はり組合せ編】を参照する。

c)柱頭部上部を斜め切断仕様とする場合は､それぞれの接合面に対応する小口において､最小余長e､最小長さｌを確保する。

小口が傾斜している面では､低い位置を基準として最小余長e､最小長さｌを確保する。

d)柱頭部の斜め切断の勾配は45ﾟ（10寸勾配)以下とする｡(斜め切断は一方向のみとし､部分切断は不可)　

b)柱頭部を斜め切断する場合は､片流れの切断とし､切断角度は45ﾟ以下とする｡

SN490B-ND 

SN490B-ND 

SN490B

※6

※6

角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】

■

■

3ND300-638

ND300-1114

638

1114 1

2713 ND300-713■

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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A1版　NS
A3版　NS角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 

(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和2年3月31日付)
･本紙は､「NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

NDコア設計･施工標準仕様書  【柱･はり組合せ編･別表  1/3 はり細幅】角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法

コア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用す

ること｡

H-100×50×5×7

H-125×60×6×8

H-150×75×5×7

H-175×90×5×8

H-198×99×4.5×7

H-200×100×5.5×8

H-248×124×5×8

H-250×125×6×9

H-298×149×5.5×8

H-300×150×6.5×9

H-346×174×6×9

H-350×175×7×11

H-396×199×7×11

H-400×200×8×13

H-446×199×8×12

H-450×200×9×14

H-496×199×9×14

H-500×200×10×16

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

200

270

310

300

350

396

400

細幅

系列

200

250

345    35

350

400

200

250

303

373

400

200

280

300

350

400

200

250

310

350

400

200

250

325

350

400

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

446

496

546

450

500

550

H-100×50

H-125×60

H-150×75

H-175×90

H-198×99

H-200×100

H-248×124

H-250×125

H-298×149

H-300×150

H-346×174

H-350×175

H-396×199

H-400×200

H-446×199

H-450×200

H-496×199

H-500×200

150 150 150 150 150 150

335

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

248

250

298

300

348

H-596×199×10×15

H-600×200×11×17

H-596×199

H-600×200

646

650 650 650 650 650 650 650 650

232 225

175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175

225 225 225 225 225 225 225 225 225 225

248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248

298 298 298 298 298 298 298 298 298

348 348 348 348 348 348 348 348 348 348 348

396 396 396 396 396

225 225 225 225 225 225 225

248248248248248248248

298298298298298298298

348348348348348348348

396 396 396 396 396 396 396 396

446446446446446446446

496496496496496496496

546546546546546546546

646646646646646646646

H-100×50×5×7

H-125×60×6×8

H-150×75×5×7

H-175×90×5×8

H-198×99×4.5×7

H-200×100×5.5×8

H-248×124×5×8

H-250×125×6×9

H-298×149×5.5×8

H-300×150×6.5×9

H-346×174×6×9

H-350×175×7×11

H-396×199×7×11

H-400×200×8×13

H-446×199×8×12

H-450×200×9×14

H-496×199×9×14

H-500×200×10×16

H-596×199×10×15

H-600×200×11×17

H-606×201×12×10

細幅

系列

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

646

650

H-100×50

H-125×60

H-150×75

H-175×90

H-198×99

H-200×100

H-248×124

H-250×125

H-298×149

H-300×150

H-346×174

H-350×175

H-396×199

H-400×200

H-446×199

H-450×200

H-496×199

H-500×200

H-596×199

H-600×200

H-606×201

4-1.ND150～ND200

4-2.ND250～ND350

H-606×201×12×10 H-606×201

はり

はり

柱

NDコア

径(材質)

板厚

ND150 ND175

□175(STKR400)□175(BCR295)□150(STKR400)□150(BCR295)

6 9 12

e

6 9 12 6 9 12 6 9 12 6 8 9 12 16 8 9 12

ND200

□200(STKR400)□200(BCR295)

柱

NDコア

径(材質)

板厚

ND250 ND300

□300(STKR400)□300(BCR295)□250(STKR400)□250(BCR295)

6 12 16

e

9 6 12 169 6 12 169 6 12 16919 19

ND350

□350(STKR400)□350(BCR295)

12 169 12 16919 1922 22
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348
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300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250
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496
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298

300

348
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400
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496
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400
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546
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646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646
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400

450

500

550
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200

250

300

650

175

225

248

298

348

396

446

496

546
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150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656
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e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e

※最小余長eに記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合は､数値以上の余長を確保する｡

NG NG
NG NG

NG NG

※表中のNG範囲は適用不可｡

4.NDコア最小長さｌと余長ｅ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

･NDコアの標準的な納まり等は､｢NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している｡

･柱材:BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

･はり材:400N級(SS400､SM400､SN400B･C等)のJIS G 3192記載のH形鋼

･最小余長e:確保する余長の最小値

余長≧e 

はり

余長≧e

角形鋼管柱

はりA

余長≧e(はりA)

はりB

余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりB) 

※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡

※1　記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合､数値以上の余長を確保する｡

余長≧e(はりB) 

･NDコア長さL:NDコアの長さ

･余長:NDコア小口面から はりフランジ端面までの距離

NDコア
NDコア

角形鋼管柱

3.注意点

1.表の見方

2.NDコアの形状および寸法

B

ND150

ND175

外径B

152

部材記号

板厚t

16.5

17.0

公差(mm) (mm)

202
252

22.0

24.0
ND300 302 29.0

ND200
ND250

材質

t
B

B B

t

ND250～ND400ND150～ND200

+2.0 
-2.0 

長さ範囲 断面形状※2 ※4※5

ND350 352 33.8

150～

公差(mm)

+3.0 
-0 

単位質量

(kg/m)

単位質量

(kg/m)

85.1

124

184

265

69.8

360

※3

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするか､もしくは梁ウェブを

　　　切り欠くなど適切に処置すること｡

※5　NDコアの角部に突起が生じて梁と干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡

ND400 402 38.6 470

･NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡梁との溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡

※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には 

示されるSN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質当該JISに

各規定に適合している｡

使用する柱(横軸)､はり(縦軸)を選択し､NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法ｅを確認する
※1

･最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

L≧ｌ

L≧l（はりＢ）

L≧l（はりＡ）かつ

適合していないが

･組合せ表の最小長さｌ、最小余長ｅは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。

10外観､11試験､12検査､13再検査の

最小長さｌ最小余長ｅ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌe最小長さｌ最小余長ｅ

177

SN490B-ND 

SN490B-ND 

SN490B

※6

※6

施工標準仕様書No2
S-09

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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SN490B-ND 

177

280   35290   35

ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

ｌｌｌｌｌｌｌｌｌ ｌ ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

4.NDコア最小長さｌと余長ｅ

最小長さｌ最小余長ｅ

10外観､11試験､12検査､13再検査の

･組合せ表の最小長さｌ、最小余長ｅは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。

適合していないが

L≧l（はりＡ）かつ

L≧l（はりＢ）

L≧ｌ

･最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

※1
使用する柱(横軸)､はり(縦軸)を選択し､NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法ｅを確認する

525    

各規定に適合している｡

当該JISに 示されるSN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質

※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には 

･NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡梁との溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡

47038.6402

※5　NDコアの角部に突起が生じて梁と干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡

　　　切り欠くなど適切に処置すること｡

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするか､もしくは梁ウェブを

NG NG

NGNG

NGNG

※表中のNG範囲は適用不可｡斜線部分は個別に検討が必要なので問い合わせ下さい｡

NGNG

NGNG

NGNGNGNG
NGNG

NGNGNGNG
NGNG

※最小余長eに記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合は､数値以上の余長を確保する｡

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee
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175

244

198

200

150

445     50

250

225

344

294

eeeeeeeeeeeeeeeeeeee

275    35

250

200

175

150

198

16

344

305

244

205

150

※3

360

69.8

265

184

124

85.1

(kg/m)

単位質量

(kg/m)

単位質量

-0 
+3.0 

(mm) 公差

150～

H-148×100198198198198198198198198198230250    30198217243    35198198217198198212H-148×100×6×9

2222 1919 9 16129 1612

□350(BCR295) □350(STKR400)

ND350

1919 9 161269 161269 161269

e

16126

□250(BCR295) □250(STKR400) □300(BCR295) □300(STKR400)

ND300ND250

最小長さ?

板厚

径(材質)

NDコア

柱

□200(BCR295) □200(STKR400)
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e

1296

□150(BCR295) □150(STKR400) □175(BCR295) □175(STKR400)

ND175ND150

板厚

径(材質)

NDコア

柱

4-2.ND250～ND350
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B

H-350×350×12×19

H-300×300×10×15

H-250×250×9×14

H-200×200×8×12

H-175×175×7.5×11

H-150×150×7×10

H-125×125×6.5×9

H-100×100×6×8

H-912×302×18×34

H-900×300×16×28

H-800×300×14×26
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H-390×300×10×16

H-340×250×9×14

H-294×200×8×12

H-244×175×7×11

H-194×150×6×9

4-1.ND150～ND200

2.NDコアの形状および寸法

1.表の見方

3.注意点

角形鋼管柱

NDコア
NDコア

･余長:NDコア小口面から はりフランジ端面までの距離

･NDコア長さL:NDコアの長さ

余長≧e(はりB) 

※1　記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合､数値以上の余長を確保する｡

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡

※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりA) 

はりB

余長≧e(はりA)

はりA

角形鋼管柱

余長≧e

はり

余長≧e 

･最小余長e:確保する余長の最小値

･はり材:400N級(SS400､SM400､SN400B･C等)のJIS G 3192記載のH形鋼

･柱材:BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

･NDコアの標準的な納まり等は､｢NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している｡

H-350×350×12×19

H-912×302×18×34

H-900×300×16×28

H-800×300×14×26

H-792×300×14×22
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H-588×300×12×20

H-488×300×11×18

H-300×300×10×15

H-250×250×9×14

H-200×200×8×12

H-175×175×7.5×11

H-150×150×7×10

H-125×125×6.5×9

H-100×100×6×8

H-482×300×11×15
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H-340×250×9×14

H-294×200×8×12
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H-148×100×6×9

ること｡

コア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用す

角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 NDコア設計･施工標準仕様書  【柱･はり組合せ編･別表  2/3 はり中広幅】

･本紙は､「NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和2年3月31日付)

ND400

施工標準仕様書No3
S-10

青山複合施設建設工事（建築主体工事）

11月12日
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ボーリング位置図　S=1/250

調査名 令和2年度 青山地域複合施設建設工事地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング名 No.2 調査位置 三重県　伊賀市　阿保地内 北緯 34ﾟ 40' 15.4"

東経 136ﾟ 10' 37.4"発注機関 伊賀市　建設部　建築課 調査期間 令和 2年 6月 1日 ～ 2年 6月 3日

調査業者名
株式会社 共同技術コンサルタント

電話 (0595-45-5488)
主任技師 池上　龍雄

現場
代理人

奥永　素久
コア
鑑定者

奥永　素久
ボｰリング
責任者

内保　雅博

孔口標高
188.80m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

使
用
機
種

試錐機 カノKR-100
ハンマー
落下用具

半自動落下装置

エンジン ヤンマーTF90V-E ポンプ カノV6総掘進長   7.10m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

標

高

(m)

186.00

183.45

181.70

層

厚

(m)

  2.80

  2.55

  1.75

深

度

(m)

2.80

5.35

7.10

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

GL-0.10m迄マサ土。GL-0.15m迄砕
石。φmax60㎜程度の亜円礫。φ
avr10～20㎜程度の亜角～亜円
礫。マトリックスは細～粗砂で中
砂が主体。含水小位。GL-0.50～
0.80m、GL-1.00～1.20mで花崗岩
質の玉石混入。L=5～15㎝のコア
状で確認。上部付近にφ20cm以下
の玉石多く混入。

シ

ル

ト

混

り

砂

礫

暗

黄

灰

緩

い～

中

位

φmax80㎜程度の亜円礫。
φavr20～30㎜程度の亜角～亜円
礫。マトリックスは中～粗砂主
体。含水中位。礫は花崗岩、花崗
閃緑岩、砂岩、頁岩質である。
GL-5.00m付近よりシルト分の含有
多い。玉石は所々に混入しL=10cm
以下のコア状で確認。

玉

石

混

り

砂

礫

暗

褐～

暗

茶

褐

中

位

風化著しく砂状～礫状。
コアは指圧により砕ける。
岩芯まで変質。
岩構造は残す。
含水小位。DH級岩盤。

風
化
花
崗
岩

暗

黄

灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

3.04
6/1

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

10cmごとの

打撃回数

0

～

10

2

4

4

6

10

50

8

50

5

10

～

20

2

7

4

10

10

20

～

30

3

6

6

13

15

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

7

30

17

30

14

30

29

30

35

30
50

8

50

5

1.20

1.50

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.05

6.13

7.05

7.10

N     値

0 10 20 30 40 50 60

7

17

14

29

35

188

300

原位置試験

深

度

(m)

試験名

および結果
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調査名

事業・工事名

ボーリング名 No.1 調査位置 三重県　伊賀市　阿保地内 北緯 34ﾟ 40' 16.1"

東経 136ﾟ 10' 36.9"発注機関 伊賀市　建設部　建築課 調査期間 令和 2年 6月 4日 ～ 2年 6月 5日

調査業者名
株式会社 共同技術コンサルタント

電話 (0595-45-5488)
主任技師 池上　龍雄

現場
代理人

奥永　素久
コア
鑑定者

奥永　素久
ボｰリング
責任者

内保　雅博

孔口標高
188.81m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

使
用
機
種

試錐機 カノKR-100
ハンマー
落下用具

半自動落下装置

エンジン ヤンマーTF90V-E ポンプ カノV6総掘進長   8.22m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

標

高

(m)

186.01

184.06

182.31

180.59

層

厚

(m)

  2.80

  1.95

  1.75

  1.72

深

度

(m)

2.80

4.75

6.50

8.22

柱
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図
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分

色
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密

度

相

対

稠

度

記

事

GL-0.20m迄マサ土。GL-0.25m迄砕
石。φmax50㎜程度の亜円礫。φ
ave5～20㎜の亜角～亜円礫。マト
リックスは細～粗砂で中砂の含有
多い。含水小位。所々にφ100～
150㎜の玉石点在。玉石は花崗
岩、花崗閃緑岩、砂岩質。上部に
玉石の混入多い。
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礫
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黄

灰～

暗

茶

褐

中

位～

密

な

φmax50㎜程度の亜円礫。φave10
～30㎜程度の亜角～亜円礫。マト
リックスは中～粗砂主体。含水中
位。礫は花崗岩質が多い。
GL-3.50m付近にコア長L=6㎝の玉
石混入。

砂

礫

暗茶
褐～
黄褐
灰

密

な

風化著しく礫混り砂状。指圧によ
り容易に砕ける。岩構造は残さな
い。岩芯まで変質。含水小位。DM
級岩盤。

強風化
花崗岩

黄

褐

灰

風化著しく砂状～岩片状。ハンマ
ーの軽打で砂～礫状に砕ける。一
部岩構造は残すが岩芯まで変質。
石英まで変質。DH級岩盤。
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ボーリング柱状図ボーリング柱状図

調査名 令和2年度 青山地域複合施設建設工事地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング名 No.3 調査位置 三重県　伊賀市　阿保地内 北緯 34ﾟ 40' 16.1"

東経 136ﾟ 10' 37.9"発注機関 伊賀市　建設部　建築課 調査期間 令和 2年 6月 9日 ～ 2年 6月 10日

調査業者名
株式会社 共同技術コンサルタント

電話 (0595-45-5488)
主任技師 池上　龍雄

現場
代理人

奥永　素久
コア
鑑定者

奥永　素久
ボｰリング
責任者

内保　雅博

孔口標高
189.06m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

使
用
機
種

試錐機 カノKR-100
ハンマー
落下用具

半自動落下装置

エンジン ヤンマーTF90V-E ポンプ カノV6総掘進長   8.05m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3
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青山複合施設建設工事（建築主体工事）
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 ・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。 

■ 建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない

□ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造  

□ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場

□ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリー

令第129条の２の４の事項 ※設計が該当する場合には、□にチェックを記入する。

ものとすること。 

耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。 

合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。 

ト造又は厚さが 25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とす
ること。 

■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備（屋上水

■ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管

■ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継

■ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震

□ 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類する

槽等のうち給湯設備に該当する物を除く）は、 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に

の損傷防止のための措置を講ずること。 

手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。 

動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。 

ものにあっては、建設省告示第 1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力

対して安全上支障のない構造とすること。

上安全なものとすること。

RGL3庇先端梁ﾚﾍﾞﾙ図

鉄骨構造詳細図No1

A1版1/30、1/20
A3版1/60、1/40
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